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プロローグ　何がどうしてこうなった!?





　◆　６月27日　月曜日　◆



　時刻は夜９時を回った頃。

　場所は俺、辻つじ蔵くら航わたるの部屋。

　更に具体的に言うと、俺の部屋のベッドの上。

「航さん……私、もう我が慢まんできないんです……」

　それは、俺を押し倒す格好で四よつん這ばいになった少女が吐と息いきと共に囁ささやいた言葉。

「おおおおお落ち着け唯ゆい里りっ！　冷静にぃっ！」

　その少女、櫻さくら塚づか唯ゆい里りの長く艶つややかな黒髪が俺の両りよう頬ほほを包むように垂たれているせいなのか、甘い香りに包まれて朦もう朧ろうとしてくる。

「あっ、ちなみにこの『我慢できない』ってのは、実はトイレをとかってオチじゃないですよ。今正に航さんを性的に襲おうとしてるところですから誤解無きように」

「落ち着いてそんなことを説明してくれなんて言ってないっ！」

　むしろ変な気にアテられて冷静さを失っているわけじゃない分、余計にタチが悪いことが判明して俺に訪れる絶望。

　いや俺だって健全な高校二年生の男子なわけだし、女の子にこうして迫られるシチュエーションがイヤなわけじゃない。

　しかも目の前というか真上にいる少女、唯ゆい里りは、誇こ張ちよう抜きに本気で可愛かわいい美少女だ。

　っていうか可愛いのも当然。

　だって唯里はアイドル。

　比ひ喩ゆじゃなく本当に人気アイドル。

　そう、15歳さいという若さにして人気トップクラスの『若手アイドル声優』なんだから。

　そんな唯里と、このどこにでもいそうなごく普通で平凡な高校生の俺とが、どうしてこんな状況になっているかを説明しなきゃならないだろ？

　っていうか説明させてくれ！　説明する時間を稼かせがせてくれっ！

　でないと、このままなし崩し的に――

「ぅにゃーっ」

　その時いきなり唯里が俺目がけて落ちるようにしがみついて来た。

「ゆゆゆ唯里ぃーっ!?」

「さっき出したケーキ、ちょっとブランデーが入ってたせいかな？」

　俺の叫びに冷静にそう返した戸口からの声。

　いつの間にか開いた扉の前に立っていたその声の主は、俺の妹の湊みなと。

「湊っ！　いたのなら、そんな冷静な分析はいいから早く助けてくれっ！」

「またまたぁ♪　お兄ちゃん、ホントは嬉うれしいくせにぃ♪」

「むしろこれで嬉しくないとか言われたら私ショックで寝込みますよ？」

　妹は薄はく情じよう。

　捕食者ハンターは冷静。

　そして俺に逃げ場無し。

　――って達たつ観かんしてる場合じゃ無いよっ！　このままじゃ俺の野生の本能が我が慢まんの限界を突破して、とんでもないことにっ！

　そんな俺の大ピンチなんて知ったことじゃないとばかりに、のしかかって抱きついて首筋に甘い吐と息いきをかけながら、ささやかな胸の膨ふくらみを押しつけつつ足を絡める美少女（の形をした捕食者ハンター）は言う。

「そうなのれすブランデーケーキのせいなのれす。酔った勢いなのでしかたないのれす」

「今さらわざとらしい酔っ払い口調で堂々と嘘うそをつくなっ！」

　こんな状況で理性を保たもち続けられる高校生男子なんて存在しない。いるわけがない。

　ていうか理性なんて保たなくていいんじゃね？　本能に従って突き進んじゃえばよくね？　って声が俺の脳内多数派を占め始めてたりするんだけど、よりによって妹の湊が見てる前でとかさすがに勘弁してくれ！　これ以上、俺の兄としての威い厳げんを失しつ墜ついさせるわけにはっ！

「そんなの元々大して無いから気にするほどのことじゃないけどなぁ」

「心の声に返すなっ！　そもそもこんなことになってるのはオマエが原因だろっ！　何とかしろっ！」

　兄妹テレパシーを交わした湊みなとにそう抗議してはみたものの、湊は相変わらず傍ぼう観かんしたまま動く気配無し。皆無。絶無。むしろ面白がってる。そして俺の運命がカウントダウン開始。

「航わたるさん、言っておきますけど私のことビッチ扱いはダメですよ。ただちょっとだけ恋に積極的な普通の女の子なんですから」

「コレもう、ちょっとだけレベル超えてるからっ！」

「そんなこと言うとキスしちゃいますよ？　一応これでもガマンしてるんですから」

「うん、ガマンは大事だよねっ！　もっとずっとガマンしようねっ！」

　って、どうして男の俺が女の子の唯ゆい里りに我が慢まんを強いらなきゃいけないんだっ!?　不条理すぎる。こんなの間違ってる。絶対に何かが狂ってる。

　じゃあ一体どこでどうしてこんなことになったんだって興味あるよね？　ね？　ありますよねっ!?

　だから頼む！　とりあえず、ここに至る経緯ってヤツを聞いて欲しい。

　長い話になるけど辛抱して聞いてくださいお願いします！

　俺が理性を保たもつためにっ！

　この匂いも感触も甘かん美びすぎる誘惑から理性を保ち続けるためにっ!!



　そう、話は二にヶか月げつほど前に遡さかのぼるんだ……。



    

  
    
      


第一話　妹はフツウじゃない





　◆　４月17日　日曜日　◆



　日本全国的に休日であるところの日曜日。

　予定も約束もすることもしたいことも特に無かった俺が、ベッドに寝転んでマンガ雑誌を読みふけっていた時のことだった。

　夕飯前、下の階の台所から揚げ物の音がするから今夜は豚カツかな？　それともフライか？　とか思ってたところで、妹の湊みなとが「ただいまー」って帰って来た声に気づいた。

　そういや湊のやつ、日曜だってのに今朝は早くから出かけてたっけ。

　まぁ、湊だってもう中学三年生なんだし、どこで誰と何してたかなんて俺が一々気にすることじゃないんだけどさ。

　とか思ってたら階段を上がってくる音に続いて、いきなりコンコンッとノックされる俺の部屋の扉。

「お兄ちゃん、起きてる？」

　おいおい、いくら何もすることが無いからって夕飯前に寝てるなんて……割とよくあるけど今日は違うぞ。



    

  
    
      



    

  
    
      

「何だ？」

　とにかくそう返すと扉が開き、湊みなとがヒョコッと顔をのぞかせた。

「今、ちょっといい？」

　その仕し種ぐさ自体は愛あい嬌きようがあったのに、何やら神妙な雰囲気を漂わせてる。

「？　どうした？」

「ちょっと相談あるんだけど、いいかな？」

「……べつにいいけど」

　湊が俺に相談なんて最近はもう滅めつ多たに無かったから、何かとんでもないことでも起こったのかと不安になりつつ頷うなずくと、湊はそのまま俺のベッドに倒れ込むようにバタッと寝転んで、枕まくらに顔をうずめながら切り出した。

「あ、あのね……ス、スカウト、されちゃったんだ……」

「……へぇ～」

　俺の口から思わず出てしまった我ながら気の抜けまくった空返事。

「真面目まじめに聞いてよっ！」

　そして当たり前のように叱しかられる俺だけど、だって仕方ないじゃないか。

　湊のことを『妹』としか説明してなかったし実際その通り俺からしたら『ただの妹』なんだけど、実は世の中的にはちょっと違うらしい。

　どうやら俺の妹は『ものすごく可愛かわいい』らしいんだ。

　いや俺だって世間と美的感覚がズレてるわけじゃないはずだけど、そりゃ生まれた時から一緒なわけだから、どんなに可愛くったって見慣れるだろ？

　しかも普段外じゃ見せないような性格とか癖くせとかのアレやコレやまで知ってたら見る目が違ってたって仕方ないだろ？

　まぁ、とにかく、客観的に言うと湊は誰もが可愛いと認める美少女らしいんだ。

　だから当然のように原はら宿じゆくあたりに出かければスカウトの声をかけられるのなんてこれが初めてじゃないどころか何度目だ？　俺が聞いてるだけでも７回か８回目だぞ？

　そんなヤツに記録更新を聞かされたって空返事するしかないじゃないか。

「で？　今度はどんな風に声かけられて、何て言って断ったんだ？」

　かと言ってスルーするわけにもいかないので俺はいつもの質問をぶつけてみた。

「……」

「湊？」

　あれ？　反応がおかしいな？　いつもならここでスカウトマンとのやり取りを面白可お笑かしく脚色盛り盛りの増し増しで話してくれる流れなんだけど？

　……待てよ？　入って来た時に『相談』って言ったよな？　ってことは……。

「もしかして、今度は断らなかったのか？」

「だから相談してるんじゃないのぉ」

　拗すねたように抗議する湊みなと。

「どうして断らなかったんだ？」

「だって……」

　再び枕まくらに顔をうずめて無言になる湊。

　何な故ぜか足だけはパタパタさせている。言い出しづらい葛かつ藤とうでもあるみたいだな。

　俺は話が気にはなったけど、ここは我が慢まんして急せかさずに待ってみる。

　いや、ただ待つのも何だし、ちょっと予想してみるか。

　そもそも今まで湊がスカウトの話を全部断ってきたのは、意外なことに湊自身が芸能界に憧あこがれや興味が無かったからだ。

　実は湊はいわゆる『オタク』だったりする。

　俺も詳しいわけじゃないんだけど、湊みたいなアニメが大好きなオタクってのは絵で描かれたキャラクターにしか興味が無いらしい。

　現に湊は「誰々に告白されて断った」って話をする度に「だって二次元にしか興味無いし」って言ってたから、俺の認識はそう的外れじゃないはずだ。

　つまりそんなわけで湊はオタク故に（？）芸能人には全然興味が無く、そんな世界に誘われてもお断り状態だったのに今回に限っては悩んでいる。

　それは何故だ？

　……うん、さっぱりわかんないな。俺は学校の成績は良い方なんだけど親友のユキオに言わせると、どうも世間ズレしてるらしいし。

「……声優だって言うから」

　俺が考えることに飽きかけてたその時、不意につぶやいた湊。

「は？　……せいゆう？」

　いや、いくら俺でも、それを某スーパーマーケットと勘違いしたりはしないぞ。それが何かぐらいは聞いたことがある。確かアニメのキャラクターとか洋画の吹き替えの声を演じる仕事のことだろ？

「うん、声優になりませんかって」

　なるほど。その声優ってのにスカウトされたってことか？　っていうか、声優って芸能人とは違うのか？

　よくわかんないけど相談されてるからには茶ちや化かすわけにもいかない。聴き取り続行だ。

「悩んでるってことは、その声優ってのになってみたいってことなのか？」

「わかんない……」

　えーと……そう返されたら俺も続けようがないじゃないか。

　いや、少なくとも「なりたくない」わけじゃないから悩んでるんだろうな。それはわかった。

「……だって、自信無いし」

　ふむふむなるほど。むしろ、どっちかと言えば、なりたいんだけど躊ちゆう躇ちよしているって感じなのかも知れない。冴さえてるな俺。

「って言ったら、だったらとりあえず、話を聞きに来ませんかって」

「来ませんかって、どこに？」

「事務所に。もし興味があるなら来る前に連絡してくれって名刺貰もらった」

　差し出された名刺には『タマミプロダクション』と書かれていたけど、言うまでもなく俺が知ってるわけがない。

「待て待て、ちょっと整理しよう。……湊みなと、とりあえず、まだココに連絡はしていないんだな？」

「イベントの帰り際に名刺貰って、そのまま帰って来たばっかだし」

「それで、どうしようか悩んでると」

「……うん」

「その連絡って急ぎじゃないんだよな？」

「でも……」

「もし行くのなら、あんまり遅くもしたくないってことか？」

「……うん」

　この程度なら湊の表情一つで読み取るのなんて簡単だ。

「よし、わかった。とりあえず俺も今すぐどうこう言えないけど考えてはみるから、とりあえず一日待ってくれ」

「ホントっ？」

　突然、湊の顔がぱぁっと華やぐ。

「ああ、可愛かわいい妹が悩んでいるのを兄として放ほうってはおけないからな」

　ちなみにこの『可愛い』ってのは、あくまでも性格的なことだ。さっきも言ったけど外見的な可愛さについては正直もう見飽きてるので。

「『世界一可愛い妹』ってところ、もう一回言ってみて」

「不自然に何度も言うと真しん実じつ味みが薄れるし、微妙に捏ねつ造ぞうするな」

「ケチっ」

　むしろ『可愛い』ってつけてやったのだってサービスしすぎたくらいだぞ。

「とにかく俺に任せとけ」

「うん、ありがとう、お兄ちゃんっ」

　笑顔でそう言って湊はベッドから起き上がり、俺の部屋から出て行った。

　そして訪れる静寂。

　ていうか夕飯はまだかな？　何か急に腹が減ったよ……。

「……さて、偉そうなこと言ってはみたけど、どうしようか……」

　そう独り言を洩もらして倒れ込んだベッドには湊みなとの残した柑かん橘きつ系けいな匂いがまだ残っていた。





　◆　４月18日　月曜日　◆



　で、昨夜あれからずっと考えてはみたけど、要するに安請け合いしてしまったって事実を再認識しただけな俺、朝から軽く絶望。

　そもそも未いまだに俺には『声優』ってのの魅力が全くわかってないから、湊がそれのどこに後ろ髪引かれてるのかもわからないわけで、つまりそこを理解しないことには解決の糸口すら見えない気がしてきたぞ。

　てなわけで、もうここは誰かに知恵を拝はい借しやくするしかないんだけど、じゃあ誰に相談するかってのがちょっと問題だったりする。

　まず最初に断言しておくけど俺には悩みごとを相談できる友人、いわゆる『親友』と呼べる存在は、この世に二人しかいない。

　正しくは親友って言うより単に『幼おさな馴な染じみ』なんだけど、とにかく二人って人数が客観的に幸か不幸かはさておき、普段から割とつるんでる「親友その１」でありクラスメイトでもあるユキオに声優のことを聞いても全くアテにならないどころかむしろ相談する労力分だけ疲れることになるのは確実だろうな。

　ユキオは『ごく平凡で善良な一般人』の範はん疇ちゆうを出ないし、オタクに関する知識なんて俺と同程度なのも知ってるから、こればっかりは仕方ない。

　なのに仮に相談なんてしたら、詳しくないくせに必死に調べようとするのは間違い無く、精神的な借りまでつくってしまうこと必至。

　しかも当人はその徒労を貸しだなんて思わないタイプなので、俺に罪悪感すら抱かせる、ある意味厄介な善人だ。

　となると消去法的必然によってもう一人の「親友その２」しか残っていないわけで、しかもなんとラッキーなことにそいつは確かオタク趣味だったはずだから声優関係にもきっと詳しいはずで、正に相談相手としてはうってつけだった。

　……ただし、ここに一つ重大な問題がある。

　俺の親友は二人だって言ったけど、おそらくクラスメイト、いや、俺をある程度知っているやつらは、俺の親友と言えばユキオ一人しかいないと思っているはずだ。

　実際、俺と「親友その２」とが学校で会話してる様を誰かが見かけることなんて滅めつ多たに無かったからそう思われても仕方ないんだけど、それはつまり俺がそいつと会って相談するのも困難だってことを意味している。

　いや違う。困難なんかじゃない。会おうと思えば割と簡単だ。むしろ楽勝レベル。

　そいつはクラスこそ違うけど同じ学校の同級生なんだし。

　……そう、ただ、簡単だけど面倒なんだ。

　すっごく面倒なんだけど、ここは兄としての威い厳げんを保たもつためにも背に腹は代えられない状況なので、俺は速やかに携帯電話のメールを打ってみた。

　件名『おい』　本文『ちょっと相談がある』

　親友なので余計な前置き無用。本文手短。送信っと。

「っ！」

　送信して１秒で激しく後悔。

　そうだ、ヤツに借りをつくるのはまずい。絶対にまずい。と言うか、極力関わりたくない。どうしてヤツにメールなんてしたんだ俺のバカっ！

　俺は大慌てで速やかにメールを再度送る。

　件名『ナシ』　本文『さっきのメール間違い。忘れろ』

「……」

　……返事は無い。

　３分ほど待っても返事は来なかったので俺はやっと安あん堵どのため息をついた。

　どうやら最初のメールにすぐ気づかなかったようだな。危なかった。ヤツに頼ろうだなんて無自覚に気が動転していたらしい。冷静に考えたらウサギがライオンに相談するようなもんだ。自殺願望でもあるのか俺？

　え？　そんなんで本当に親友なのかって？

　まぁ、それについては正直俺も自信が持てないところだったりするんだ……。





　そして休み時間、教室棟と食堂とを繋つなぐ渡り廊下。

　そこに設置された自販機の紙パックジュースで一息つく生徒は少なくなく、俺もそんな『男子生徒Ａ』的な一人になってた時だった。

「航わたる、相談って何よ？」

　不意に背後からかけられたのは透き通るように凜りんとした少女の声。

　その声を耳にした瞬間、俺は全力全速で逃走体勢に移行し――

「逃げようとしたら抱きつくわよ？」

　いつの間にか間合いに入られていた時点で俺の負け。

　俺は絶望を表情から隠して平静を装いつつ、そいつに振り返って言った。

「よ、よう、茜あか音ね、どうした？」

　至近距離に立っていたのは、俺の親友であり幼おさな馴な染じみでもある同い歳どしの少女、藤ふじ尾お茜あか音ね。

「質問に質問で返さないで。相談って何なのよ？」

　セーラー服タイプの制服の上にベージュ色のカーディガンを纏まとった悪魔が俺に詰め寄る。

　既に、その場にいた複数の男子生徒たちがチラチラとこっちを見ていた。

　そう、俺の主観抜きに客観的に説明すると茜音は清せい楚そで可か憐れんな雰囲気を纏った、誰もが認めるほどの美少女、いや、美女だったからだ。

　湊みなとのことを『世間的には美少女らしい』って言ったけど、こいつの場合は年相応の女らしさと色香も合わせ持っている分、周りの男たちからの注目度は数段上。

　花で例えるなら湊がチューリップで、茜音は薔ば薇らってところかな。

　でもそんな茜音の美少女っぷりは、俺にとっては全然嬉うれしくないどころか、実はいい迷惑だった。

「どうしたの航わたる？　私だってヒマじゃないんだから、早く答えなさいよ」

　やんわりと言いつつも内容は命令。

「ヒ、ヒマじゃないのなら俺のことは気にしないで、どこへなりと行ってくれ……」

　ていうか近いって！　近づきすぎ！　そんな胸を張った体勢で詰め寄られたら、その無駄にデカい胸が当たるだろっ！

「イヤよ。一度気になったことは解決しないと気が済まないの」

　さらにぐいっと俺に詰め寄る茜音。

　その拍子に胸が「ぷるんっ」と擬ぎ音おんつけたくなるほど揺れ、周りの男子たちから驚嘆のため息発生。

　そう、茜音は、その可憐な容姿には不釣り合いなほど大きく立派な胸をしていて、むしろそのアンバランスさがイイと男子生徒には大好評らしい。

　え？　それじゃあむしろ今の状況はご褒ほう美びだろって？

　いやいや、くどいようだけど俺は茜音と幼馴染で、もう嫌になるくらい長い付き合いだから今さら胸が当たった程度じゃ大して一喜一憂するはずもなく、むしろその他大勢的な男子たちからの嫉しつ妬とを浴びる方が遥はるかにリスキーなんだよ。

　まぁ、そりゃ俺も年頃な男子なわけだから全く嬉しくないとは言わないけど、茜音の場合、無意識に胸を当てるなんてヘマをするわけがなく絶対に何らかの意図が含まれてるから、無条件に喜んだりしたら最後、罠わなに嵌はまるのは確実。

　今のだって、俺が茜音と一緒にいる所を注目されるのを嫌がってるって知っててわざと周りの視線を集めるために胸を揺らして見せたに決まってる。

　そう、最初にも言ったけど、茜音は悪魔。悪魔的な美び貌ぼうと狡こう猾かつさを兼ね備えた、とんでもないヤツなんだよ。

「わ、わかった。答える。必ず話すからストップ！」

「あら？　もうちょっとなのにここで止まってもいいの？」

　コイツ、やっぱりわざと……。

「ただ、今は時間が無いし、ここだと落ち着かないから、あ、後でな？」

　どうして俺が懇願する立場なのかとか、そんな不条理は、この場を切り抜けられるのなら気にしない！

「……いいわ。じゃあ放課後に。待ち合わせ場所は後でメールするから」

　阻止限界点まで来ていた茜あか音ねが、あっさりスッと身を離して言った。

　そして、周りの男子たちに軽く目配せで天使の微笑ほほえみ的な挨あい拶さつを投げかけつつ、茜音は立ち去って行ったのだった。

　ていうかアイツ本当に俺を詰きつ問もんするためだけにここに来たのかよ……と安あん堵どのため息をついてすぐ、茜音を見送った男子たちの嫉しつ妬とに充みちた視線が俺に集まりつつあることに気づき、俺は慌ててそそくさとその場を立ち去ったのだった。

　これだから茜音と関わるのは面倒なんだよ……。





　そして放課後。

　茜音から来たメールの指示通り学校近くの書店で待ち合わせしていたはずの俺が、どうして今、茜音の部屋にいるんですか？

　振り返ってみれば、先に待ってた俺に声をかけてきた茜音が持ってた明らかにショートケーキが入っていると思われる小箱。あれを見た時点で逃げておくべきだった。

　書店を出て近くの喫茶店に向かいかけた俺を茜音が呼び止めた時、そのまま無視して逃げるべきだった。

「せっかくコレ買って来たんだし、ウチに来ればいいじゃないの」

　そう言われた瞬間の俺自身の顔を鏡で見てみたかった。

　そして絶句しているうちに手を取られて引きずられるように連れて来られた茜音の家。

　来たのなんて多分７、８年振りか？

　相変わらず優しそうで美人な茜音の母親に「また来てくれたなんて嬉うれしいわ」といたく歓迎されつつ招き入れられた茜音の部屋は俺の記憶とは完全に別物だった。

　広さからして記憶と違うから昔とは部屋の位置自体が変わってるんだろう。今の茜音の部屋は、少なく見ても俺の部屋の四倍はある広さだ。

　そもそも茜音の家自体が元々でかい。

　洋館風の建物で近所からは『お屋敷』とか『御殿』って呼ばれていて、つまり茜音はいわゆる裕福な家の子、『お嬢様』ってやつだ。

　美人で成績も性格も良くてお嬢様って、どんな完かん璧ぺき人間だよ。いや俺から見たら茜あか音ねはもう人外レベルだけどさ。

「紅茶でいい？」

　俺を部屋まで案内した茜音が出て行こうとしてそう聞いた。

「コーヒーを所望いたす」

「何で侍口調？」

「姫様の御前であらせられます故に」

「だから何で和風なのよ？」

　単なるノリだから、そんなの一々聞かないでくれ。

　茜音も多分どうでもいい理由なんだろうなと思ったのか俺の返事も聞かずに部屋を出て行った。

「あっ、そうそう。下着はそこのクローゼットの上から二段目だから」

　と思ったら、ひょこっと顔だけ戻してこの発言。

「意味不明すぎるんだけど……」

「二、三枚なら持って行っても見逃してあげるから」

「いらないよっ！」

　俺は他人の部屋を家捜しするような悪趣味は持ち合わせてないし、ましてや茜音は一応は女だし。いやむしろ女だから家捜しするのか？

　まぁ、とにかく俺は茜音の下着なんて欲しいとは思わないし、どこに何をしまっていようと全く興味無い。

　……いや、無いことも無いな。

　茜音はとっくに出て行ってたので軽く部屋の中を見回すと、見つけてくれと言わんばかりにわかりやすい所にそれは置いてあった。

　俺は書棚に歩み寄り、それを躊ちゆう躇ちよ無く手に取る。





「お待たせ。……って、あっ、こらっ！　何勝手に見てるのよっ！」

　トレーに紅茶とコーヒーのカップとケーキを載せて戻って来た茜音は、その言葉とは裏腹に本気で咎とがめている様子なんて勿もち論ろん無い。

「おまえが『男』だった頃の写真を懐かしく見ていただけだ」

　見ていたアルバムを開いて向ける。

　そこには泥だらけ傷だらけで笑ってる俺、茜音、ユキオの三人が写っていた。

「昔の私ってば正に醜みにくいアヒルの子ってやつ？」

「じゃあ俺とユキオはアヒルのままかよっ！」

　俺たち三人は幼稚園時代からの幼おさな馴な染じみトリオ。その中でも茜あか音ねは常にリーダーで『ガキ大将』だった。

　正直、幼かった俺は茜音のことをずっと男だと思ってて、小学校の入学式で茜音が赤いランドセル背負ってスカートを穿はいている姿を見た時に初めて現実を直視したほどだ。

　ちなみにその時、思わず「きもちわりぃーっ！」って爆笑したことを未いまだに根に持ってるらしいけど、その直後に俺をボコボコに殴る蹴けるしたことは都合よく忘れてるらしい。

「何？　三人で仲良くつるんでた頃が懐かしいわけ？　何だったら今からまたつるんでもいいんだよ？」

「バカ言うな。周りから何言われるかわかんないだろ」

「へぇ？　航わたるでも周りの目を気にするんだ？　意外ぃ」

「俺はそんなに気にしないけどユキオが気にする」

「ユキオは昔から気が小さいからねぇ」

　慎つつましく堅実に生きているヤツのことを「気が小さい」で済ますな。むしろ茜音が見かけと違って割と考え無しなだけだろ。何やっても上う手まくいくヤツにありがちな傾向だ。

「じゃあユキオには悪いけど、航とだけべったり仲良くしちゃおっかなぁ？」

「マジで気持ち悪いからやめてくれ」

「……どうやら航には私の良さをとことん教え込む必要があるようね」

「茜音の良さはもうとっくに充分わかってるから、そんな必要はこれっぽっちも無い」

「なっ……や、やだ、航ってば。そういうこと素でポロッと言っちゃうところは相変わらずなんだからっ……」

　本当のことを言っただけなのに何でテレる？　敢あえて言わないけど正直キモいぞ。

「勿もち論ろん、茜音の悪いところも数限りなくわかってるぞ」

「う～ん、そこだけ記憶無くすには、どの角度で頭を殴ったらいいのかな？」

「殴るの前提なのかよっ！」

　茜音と喋しやべってるとツッコミのキリがないから、災いが降りかからないうちにさっさと本題に入ろう。

「あっ、これ食べるまで待って」

　俺が言い出す気配を感じ取ったのか、出鼻を挫くじかれた。

「航も食べなよ。美お味いしいよ。ケーキは別腹だから夕ご飯の心配無用♪」

　言ってることはもっともらしいけど、俺の目の前に出されたショートケーキは四種類。勿論茜音も俺のとは別に四つ取っている。

　ショートケーキとは言っても大きめのサイズだから男の俺でも一口で食べるのは難しいし、かなりボリューミィでもあり、この後帰宅して夕飯を食べることを考えると少し躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　それでも美お味いしそうだったから、まぁ、一つくらいだったら大丈夫かなと俺が手を伸ばしかけた時点で茜あか音ねは既に二つ目を食べ始めていた。

「……一つ疑問なんだが、おまえはそれ四つ全部食べて、夕飯も食べるつもりなのか？」

「当たり前じゃないの。もし航わたるが残したらそれも食べるつもりよ」

　……じっと茜音の胸を見る。

「ん？　揉もみたいの？」

「それ便利だなぁって思っただけだ」

「ラクダのコブと一緒にしないでよっ！　あっちよりずっと柔らかいんだから。ほら、ちょっと触ってみなさいってば」

「そんな罠わなにみすみすかかってたまるかっ！」

　確かに俺も健全な高校生男子なわけですから触りたくないと言えば嘘うそになるというかむしろ触りたいけど、触ったら最後どんなことになるのか想像するのすら恐ろしい。

　目の前にあるのは『女子のおっぱい』なんかじゃなく『茜音のおっぱい』　つまり『悪魔のおっぱい』であり即死級の罠なわけで。

「罠とかじゃないから大丈夫だって。私はほら、触られてちょっとぐらい減ってもそれでちょうどいいくらいだし」

　それは「減るもんじゃないしちょっとぐらい触らせろよ」ってお約束なオヤジゼリフとかけてるのか？　それにしたって……。

「どんだけあるんだよ」

「当てたらご褒ほう美びアリ！　ヒントはＥカップより上でＩカップより下っ！」

　思わず出た俺のつぶやきに妙なテンションで超反応してきた茜音。

「当てないし、どうでもいいよっ」

　サイズがわかったから何だって言うんだよ？　むしろ知ったら知ったで、じゃあブラ買ってプレゼントしてくれとか言いかねないのが茜音だろ。

「当てないと相談聞いてあげない」

　何だそれは？　まるで意味わからん。

　まぁ、けど女って生き物がこんな風に脈絡無いのは湊みなとを見ていてよーくわかってるからなぁ……仕方ない。

「……Ｇカップ」

「すっごいっ！　何でわかるのっ!?　もしかしておっぱいソムリエ？」

「簡単な推理だ。一つ違いの値をヒントで言う確率は低いから、下から考えても上から考えてもＧしか無いじゃないか」

　っていうか『おっぱいソムリエ』って何なんだよ？　いや何となく予想はつくけどさ。

「何だ、つまんない」

「ほら、当てたんだから早く話をさせてくれ」

「その前に当てたご褒ほう美びとして私のおっぱい揉もみ放題ターイムっ」

「そんなことは後でいいからっ！」

「へぇ、後では揉むんだ」

「ま、まぁ、場合によっては」

　さりげなくネタとしてそういう含みは持たせていたとはいえ、そんな素で返されるとこっちだって困るじゃないか。

「航わたるって美お味いしいモノは後にとっとくタイプだったっけ？　ま、いっか。了解♪　でもその前に着替えていい？」

「好きにしてくれ」

　茜あか音ねは帰って来てまだ制服のままだったしな。

「それじゃ――」

「って、待てぇっ!!」

「ん？　どしたの？」

「どしたのじゃなく！　俺の目の前で着替えるなっ！」

　茜音は俺の目の前でプリーツスカートを下ろしかけたところで手が止まっていた。

　言うまでもなく既にパンツはバッチリ見えている状態だ。

　オーソドックスな白地のパンツだけど生地がテカってて何だか高そうだなとか、つい冷静に観察してしまったじゃないか。変態か俺はっ!?

「だって着替え置いてあるの、この部屋だし」

「だったら俺がちょっと部屋出てるから脱ぐ前に言えよ！」

「べつに航に見られても気にしないし。……あ、もしかして航が部分的に困ったことになっちゃう？」

　……もしかして今さりげなく逆セクハラされてるのか？

「気にするとかしないとか以前に、何かダメだろそれは」

　上う手まく言えないけど、こう、どんなに親しい仲だろうと年頃の男女的に。

「見たくないの？」

「そういう問題じゃない」

　見たいか見たくないかで言えば見たい気持ちもあるわけで、それを意地張って見たくないって否定しても見透かされるに違いないので曖あい昧まいに答えてみた。

「私も航もどうでもいいんだったら、べつにいいんじゃない？　それでもダメだってのならそっち向いてれば？」

「……ま、まぁ、確かにそうだな」

　明らかに言い負かされた俺が、とりあえず体面だけは保たもっておこうと茜音に背を向けると、背後から制服を脱ぐ衣きぬ擦ずれ音だけが聞こえる。

　何かそれはそれでいやらしいな……。

「さてとっ、着替えは～♪」

「って！　その格好で俺の視界に入って来るなぁっ!!」

　背を向けていた俺の視界にいきなり飛び込んで来たのは下着姿、要するにブラとパンツだけの茜あか音ね。

　制服姿から予想していたより遥はるかに大きかったその胸にドッキリするどころかビックリして思わず大声を上げてしまった俺。

　……それにしても、これがＧカップの生の迫力ってヤツなのか？　お、恐ろしいな……饅まん頭じゆう恐こわい的な意味で。

「だってクローゼットこっちだし」

「はいはい、俺が悪かったよ！」

　茜音が咎とがめないもんだからつい我を忘れてまじまじと見入ってしまっていた俺は慌てて方向転換する。

　ていうか、それならそれで動く前に言ってくれよ。妹の湊みなと以外の年頃な女の子の下着姿をリアルで見たのなんて初めてだぞ。そりゃ驚くって。

　しかも湊は確かＡカップだから比べて茜音は……いやいや、ここでどれだけ違うとか具体的に考えてどうする。

「あははっ、気にしない気にしない。お約束でしょ？」

「そんなラブコメっぽいお約束はいらないよっ！」

「で、お約束だと、ここで私がよろめてい航わたるを押し倒しちゃって、航の手が偶然私のおっぱいを――」

「そんな流れは求めてないから、さっさと服を着ろっ！」

　俺の中の年頃少年的やましい心、ゴメン！　だけどここで茜音相手に流されたら後々絶対不幸なことになるから我が慢まんしてくれ！　コイツだけは見た目に騙だまされたら絶対にダメなタイプなんだ。

「ほら、まださっきのご褒ほう美びあげてないし」

「だから今はいいっての！　……おまえ、何か今日はおかしいぞ？」

　それ以前にこの状態からのご褒美って一体何なんだよ？　いや何となく想像はつくけど、それ俺にとってはご褒美と言うよりは人生最大最凶最悪最期の罠わなじゃないのか？

「んー、久しぶりにこんなに航と一緒にいるから、ちょっとはしゃいでるかもよ？」

「……アホか。そんなの言ってくれりゃヒマな時は付き合うって」

「航って大抵いつもヒマでしょ？　じゃあ毎日付き合ってよ。せめてたまには部に顔ぐらい出しなさいよ」

「は？　調子に乗るな」

　……ん？　今なんかさりげなく不穏な単語が挿入されてなかったか？　『部』？　俺は部活動には参加してないんだけど？　しかも茜あか音ねと同じ部とか極悪な冗談にもほどがあるぞ？　いやしかし今ここでそれにつっこむのは危険な気がするから全力でスルーだ。

「もー、つれないなー。でもそんなところもたまらなく好・き・よ」

「うぉっ!?　俺を呪のろい殺す気かっ!?」

　今ハンパない悪お寒かんが、つま先から頭まで駆け抜けたぞ？

「言っとくけど本気だから」

「余計に最悪だよっ！」

　ああ、そうだよな。茜音は昔から俺が困ることを本気の全力でするヤツなんだよ。わかってるさ。嫌ってほどにな……。

「……とにかく、俺の寿命が残ってるうちに、さっさと相談を始めさせてくれ……」

　思い切り脱力した俺は、そう返すのがやっとだった……。





　――30分後。

「……なるほど、大体はわかったぞ」

　放ほうっておくとすぐ熱く語り出す茜音を何度も止めつつ声優についての要点だけを引き出したから、必要な情報はこれで得られたはずだ。

　茜音はまだまだ語り足りないようで「これぐらいウィキれば載ってることだから！」と意味不明なことを不満そうに言ってたけど、俺にとっては、湊みなとが芸能人のスカウトは拒んでたのにどうして声優の場合は悩むのか、その理由さえ理解できれば充分なんだ。

　いや、今さらながら、そんなこと本人に聞けよってのは置いとくとして。

　つまり成り立ちはどうであれ今の声優ってのは芸能人とは同じようで違う不可思議な存在で、とにかく湊のようなオタクにとっては理屈抜きに憧あこがれの対象なわけだ。

　……うん、やっぱり全然理解してない気がするけど、そろそろ茜音の元から逃げたいし、もうこれくらいでいいやってのが本音。

「助かったよ茜音。ありがとう」

　親しき仲にも礼儀あり。ここは素直に礼を言っておく。

「お礼は言葉より物か体で返して欲しいな」

　ちなみに着替えた茜音は部屋着用のキャミソール＆ショートパンツ姿だ。

　さっき一瞬見てしまった下着姿はともかく、この格好も制服に比べると格段に露出度が高いから何だかいけないものを見ているようで自然と視線を逸そらしがちになってしまうけど、それを茜音に気づかれるとむしろこれでもかと見せつけてくるに決まっているので、さりげなく逸そらすという高等テクニックを強いられている最中の俺だった。

「……じゃあ体で返すから具体的に何をすればいいか言え」

　毎月の小遣い五千円の俺にそんな要求をされたら、この選択肢しか無いだろ。

「じゃあそこのベッドに仰あお向むけになって後は何もしなくていいよ。こっちで勝手にやるから」

「やっぱり物で返します！　分割払いできますかっ!?」

　さすがに『人生』はお金には換えられないよね！

「大丈夫♪　痛いのは最初だけだから」

「これっぽっちも大丈夫じゃないよっ！」

「言っとくけど冗談じゃなくて本気だから」

「マジで帰るっ！」

　立ち上がりかけた俺の腕を茜あか音ねが掴つかんで、まぁまぁとなだめ、俺もさすがにそれを大人げなく振り払ったりはできないから仕方なく座る。

　勿もち論ろん、座ったからってそのまま長居するつもりはこれっぽっちも無い。

「……まだ何かあるのか？」

「特に何ってわけじゃないけど、べつにいいじゃないの」

「だ、だったらとりあえず、それはまたお互い都合がいい時にってことで今日は帰らせてくれ。な？　ほ、ほら、今は湊みなとのことがあるしさ、そっち最優先ってことで……」

「むぅ～っ、湊ちゃんじゃしょうがないなぁ。でも、私の都合はいつでもつけるから近いうちに絶対だからねっ！」

「わ、わかったって……」

　茜音は昔から湊のことを可愛かわいがってたからな。だからって常に弱みとして使えるほど甘くはないから切り札は使いどころが大事だ。

　とにかくこれで何とか逃れられた。そして茜音の考える『近いうち』と俺の『近いうち』とがイコールとは限らないけどなっ！

「もし約束破ったら、私ん家ちに来たこと、ユキオにバラすから」

「ちょっ!?　オ、オマエ、最初からそこまで計算尽ずくだったなっ!?」

　ユキオにそんなことが知られたら最後、半年はことあるごとにそのネタをネチネチと蒸し返されるに決まってる。そんなの耐えられるか！

「ふふふっ、私をあっさり信じた航わたるが迂う闊かつなんだよ」

「くっ……」

　見た目がどんなに女らしく変わろうと、おっぱいが大きくなろうと、茜音の中味は昔のガキ大将のまんまだったことを痛感した俺にできるのは、深いため息をつくことだけだった……って、何だか最近ため息つきっぱなしだな俺!?





　結局夜８時過ぎに帰宅した俺は残してあった夕飯を一人寂しく食べた。

　遅くなる旨は茜あか音ねの家に向かった時点で電話しておいたし、もう高二なので親も一々詮せん索さくしたりはしない。

　そもそも男の子の扱いなんてこんなもんだよなと思いつつ風呂に入り、そのままベッドに倒れて寝入りかけてた時、ドアがノックされた。

「……お兄ちゃん、いい？」

「あ、ああ」

　眠気混じりの返事をするとドアが開き、湊みなとがひょこっと顔を出す。

「あれ、どうなった？」

　俺が何かするわけじゃないんだから、どうにもなりようがないんだけど、そんなことは口に出さずに答える。

「湊にやりたい気持ちがあるなら、とりあえず話を聞いてみるのも悪くはないだろ」

「そっかな？　でも……」

　とととっと部屋に入って来てベッドの端にぽすっと座った湊が不安げにつぶやいた。

　勿もち論ろん、その理由はわかってるから俺から助け船を出す。

「俺でよければ一緒について行ってやるよ」

「ホントっ!?」

「ああ、兄として当然の務めだからな」

　妹に対して兄貴面できる数少ない機会は貴重だし。

「えっ？　それだけ？」

「は？」

「ここは『お礼は物か体で返してくれ』って言うトコじゃない？」

「ものすごくどっかでついさっき聞いたようなセリフだけど、そんなことを妹に要求する兄なんていないっ！」

「でも『可愛かわいい妹』にだったら言っちゃう兄がいるかもよ？」

　そんなフリを寄よ越こされて俺にどうボケろと？

「……じゃ、じゃあ、体で？」

　いつも湊からノリが悪いってダメ出しされるから、ここは敢あえてノリを優先してダメな方の選択肢に乗ってみつつ、物理的に痛いツッコミが来ることを覚悟して若干身構えてみる。

「はぁ？　妹に何言っちゃってんの？　このヘンタイっ！」

「ふぉっ!?」

　むしろ精神的な痛恨の一撃を食らってベッドに突っ伏す俺。

　すると、そんな俺の泣いてる背中の上に湊みなとがそっとのしかかって来て言った。

「……お兄ちゃんはいつだって頼りになるお兄ちゃんだよ」

「……そうか」

　素っ気なく答えはしたが、俺には湊のその言葉だけで充分だった。

「――と、素っ気なく答えつつ、背中に当たる妹のムネの感触を堪たん能のうする兄だった」

「勝手にナレーションをつけるなっ！　色々と台無しだよっ！」

　言われてみれば確かに背中にふにふにと柔らかい感触があるような無いような感じだけど、言われるまで完かん璧ぺきに気づかなかったぞ？

「何？　嬉うれしくないの？」

　むしろ茜あか音ねとの圧倒的物量差を感じて切なくなるとか口走ったら最後、一生口をきいてもらえなくなること必至なので、ここは慎重に答えないと……。

「……た、大変嬉しゅうございます」

　慎重すぎるよっ！

「ヤダもうっ、お兄ちゃんはえっちだなぁ♪」

　そう言いつつも俺の背中にしがみついたままの湊。

　何で俺をエッチな兄にしたいのかわからないけど、とりあえず機嫌は損ねずに済んだようだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　……っていうか、声優の件、この程度の答えで済むんだったら、今日わざわざ茜あか音ねに教えを乞こう必要無かったんじゃないのか？

　まぁ、久しぶりに茜音と長話できて悪い気はしなかったけど色々と割に合わなかった感がひしひしとあって差し引きゼロとは言い難にくい状況であり、むしろマイナス傾向。

　親友ってのは損得抜きな関係だとは思うけど、茜音は昔から常に一方的に俺から搾取してる気がするので納得がいかない。

　やっぱり今まで通り茜音とはちょっと距離を置こう。

　茜音と何か約束した気がしないでもないけど忘れて寝てしまおう。

　そう、寝てしまえば――

「……」

「って！　俺の上でそのまま寝るなっ！」

　軽く背中を揺すると湊みなとはぽすっと俺の脇わきに落ちて、そのまま身を丸めて寝る体勢へと移行しようとする。

「うにゃすみぃ……」

「だから、寝るなって！」

　このままここで寝かせてしまうのもアリかなと思いつつ、いい歳としをして甘やかすのもよくないので心を鬼にして湊をお姫様抱っこすると、むにゃむにゃと寝ボケつつ首に手を回してしがみついてきた。

「……おまえ、起きてるだろ？」

「ぎくっ」

「擬ぎ音おんを喋しやべるな」

「いいからこのまま部屋まで運びなさい。この下僕っ」

「兄に向かって下僕とか言うな」

　というか、どんなキャラだよそれは。まぁ、どうせ俺の知らないアニメとかのキャラなんだろうけど。

「じゃあ、えーと……」

「考えてまで言い直さなくていいっ！」

　結局そのまま姫様を部屋に連れて行ってベッドに下ろしたところで俺の本日の任務は終了したのだった。





　◆　４月24日　日曜日　◆



　その日、俺と湊みなとは、東京・山やまの手て線の内側にある割には人ひと気けの少ない駅に降り立ち、そこから徒歩３分ほどのビルの前にいた。

　ビルとは言ってもいわゆる雑居ビルで、一階は何な故ぜかダイビングスクールだ。

　……地下にプールでもあるのか？　と、そんなどうでもいいことを思いつつ俺たちはエレベーターで四階まで上がり、『タマミプロダクション』のインターホンのボタンを押した。

「はい？　どちら様ですか？」

　すぐに答える若い女性の声。

「す、すみません。お約束していた辻つじ蔵くら湊ですっ」

　上ずってる湊の声。

「あ、はーい。少々お待ちくださーい」

　すぐにドアが開き、

「お待ちしてました。湊ちゃんですね。いらっしゃいませ――って、そちらの方は？」

　俺より四、五歳さいは年上に見える女性が現れ、そして俺と目が合って怪け訝げんそうに聞いてきた。

「えーと、湊の兄の辻蔵航わたるですけど……同どう伴はんする旨はお伝えしてましたよね？」

「えぇーっ!?　聞いてないですよぉーっ！」

　いきなりその女性が大声で驚いたので、俺と湊まで思わず驚く。

「……な、何か不都合でも？」

「あっ、いえ、ごめんなさい……実は、湊ちゃんだけだと思ってて、お客様用にって社長が買って来たケーキを一個食べちゃって……」

　上目遣いに「ごめんなさい」という顔で俺を見る女性。今気づいたけど割と背が低い人なんだな。

「いや、俺はただの付き添いですから、べつに構わないですよ……」

　ケーキ食べたかったなぁという気持ちを隠す俺。男はやせガマン。

「ホントごめんなさいねっ。あっ、そうだ。お煎せん餅べいがあるからそれでいい？」

「い、いえ、お構いなく……」

　一度ケーキという単語がインプットされてしまった脳は煎餅を拒否してるし。

「あとは、冷蔵庫に私の取って置きのプリンもあるんだけど……」

　最後に「でもそれはあげたくないなぁ」って言葉が省略されているのが明らかにわかるんですけど……。

「えーと、だから俺はべつに……」

「升ます園ぞのっ！　ドアの前で話し込んでないで、早くお通ししなさい」

「あぁっ!?　ははは、はいーっ！　ど、どうぞこちらへーっ！」

　いきなり奥から渋い男性の声が飛んで来て、応対の女性（升ます園ぞのさん？）は、慌てて俺たちを招き入れた。

「……あの、もしかして、『戦せん国ごくＤＡダＫＡカＲＡラ』の『お市』役の升園晴はる美みさんですか？」

「えっ？　わかっちゃった!?」

　湊みなとの問いかけに、先導しかけていた升園さんがいきなり勢いよく振り返った。

「あっ、はい、何となく声でそうかなって……」

「わぁ、嬉うれしいなぁ♪」

　……湊め、ウソをついたな。兄の目は誤ご魔ま化かせないぞ。単にさっき奥から「升園」って呼ばれたから推測しただけだろ。

　それにしても、つまりこの人、升園さんは声優だったのか。

　……何か普通の人だな。こう言ったら失礼だけど芸能人オーラを全く感じない。やっぱり声優ってのは芸能人とはちょっと違うのか？

　と、そんなことを思いつつ升園さんの後について行くと――

「よく来てくれたね、辻つじ蔵くらちゃんっ！」

　いきなり渋くてフレンドリィな大声が俺たちにかけられた。

「おぉっと、これは失礼。辻蔵ちゃん『ズ』だったか！　はははははっ！」

　いえ、複数形とかはどうでもいいんですけど……。

「は、初めましてっ、つ、辻蔵湊ですっ」

　内心冷静なツッコミを入れてる俺をよそに、湊はかなり緊張しているみたいだ。

　父さんのＰＣパソコンを使って調べてみたところによると、今目の前にいるこの人、『タマミプロダクション』社長、玉たん原ばらミチル氏は、その名前に似合わず、渋カッコいいオヤジキャラを演じるので有名な声優で、しかも本人もなかなか渋カッコいいヒゲダンディーだった。

　それにしてもＰＣは便利だな。茜あか音ねの言う通り正に最初からこれ使ってたら茜音に相談する必要無かっただろってくらい便利だ。

　特にクイズの答えがどうしても思い出せなくて「世界で５番目に長い川ってどこだっけ？」って身み悶もだえするしかないような時に簡単に検索できてしまうのが便利すぎてむしろ俺には悪魔の道具にすら見える。

　こんな魔道具は俺にはまだ早いからよっぽどの時以外は使うのを自重しないとな……。

「まぁまぁ、フランクにいこうよ、湊くん。長い付き合いになるかも知れないんだしさ」

　おっと、意識がつい関係無い方に逸それてた。危ない危ない。

「あっ、は、はいっ、え、えと……」

　というか湊のやつ、すっかり緊張してギクシャクしまくりだな。

　こうなったらここはやはり頼れる兄の俺が何とかしないとダメか。

「ええ、そのことで色々とお話をうかがおうかと来たわけでして」

「おっと、場のノリに流されないクールさが良いね、辻つじ蔵くら兄あに。私は利口な人間は大好きだよ」

　俺をピシッと指差したさりげない仕し種ぐさといい、一々カッコいいおじさんだな。油断すると魅せられて呑のまれそうになる。

　これが本当の芸能人ってやつなのか？　存在感が一般人とは全然違う。……あ、いや、決して升ます園ぞのさんがショボいとかそういう意味では……。

「まず最初に君たちが不安に感じていることについて説明しよう」

　パチンと小こ粋いきに指を鳴らして切り出す。しかもいきなり核心とは言動に無駄が無い。

「升園が小間使いみたいに扱われているのは、役者に雑務をさせるほどこの事務所が危ないわけではなく、単に升園に仕事が無いから事務所の庶務をさせてバイト代を出してやってるだけだ」

「社長っ！　そんな余計なことは言わなくていいですってばっ！」

「ん？　余計なことだったかな？」

「ええ、俺たちもべつにそこは気にしてなかったですし……」

　むしろ聞かされて升園さんのことがちょっと心配になりました。

「おっと、こいつは早速一本取られた。若いのにデキるな、辻蔵兄は」

　いえ、あなたが勝手に自殺点しただけですから。

「では率直に君たちの懸念を聞こうじゃないか」

　俺は湊みなとをチラッと見て頷うなずいてから言った。

「まず、こちらの事務所については不安というより正直わかりません。俺たちは芸能関係の事務所に来たこと自体が初めてですから。ただ、ネットで調べた範囲では玉たん原ばらさんは少なくとも仕事上では周りから尊敬されていることはわかりました」

「はははっ、そう面と向かって言われると気恥ずかしいなっ」

「なので俺の不安点は一つ。どうして湊に声をかけたかです」

「えっ？　だってそれはイベントで――」

「イベントで？」

　思わず口を挟んでしまった升園さんに俺はオウム返しに尋ねた。

「構わんよ。升園から説明してあげなさい」

「あ、はい。すみません。まさかお兄さんがご存ぞん知じないとは思わなくて……」

　チラッと湊を見ると、気まずそうな顔をして目を逸そらした。

　……湊のやつ、さては俺に何か重大な隠しごとをしていたな!?

「先週の日曜日に行われた『戦せん国ごくＤＡダＫＡカＲＡラ』のファン感謝イベント、あ、ちなみに私も招待券貰もらったんで行ってたんですけど、その中で、当日発表された新キャラクターのくノ一の声を会場に来ていたファンにやっていただこうって突発オーディションのコーナーがあったんです」

「すみません、さっきから意味不明なんですけど、その戦国何とかって何ですか？」

「お兄ちゃん、ＤＡＫＡＲＡも知らないのっ!?」

　あー、うん、その一言でオタクには有名なタイトルだってことはわかった。

「『戦せん国ごくＤＡダＫＡカＲＡラ』って言うのはその名の通り、戦国武将たちが大活躍するアニメ作品のことで、若い女の子の間で大人気なんです」

「そ、そうですか……」

　それって大河ドラマとか時代劇とどう違うんだ？　って思ったけど、それを口に出すと大して知りたくもない情報が増えるだけだから、ここは黙っとこう。

「で、つまりそのイベントのコーナーに湊みなとが参加したわけですね？」

　何でそんなことを？　という視線で湊を見る。

「だ、だって司会が各務かがみ原はらさんだったから、ついっ……」

「各務原？」

「各務原友ゆう輔すけさんですね。真さな田だ幸ゆき村むら役の方で、事務所はウチではないですけど、女の子にとっても人気がありますよね」

　あまり理解もしたくはないんだけど要するに、ものすごく好きな声優が司会をしていたから、少しでも近くに行きたくてオーディションに名乗り出たってことか？　度胸あるとかってレベルじゃないだろそれは!?

　……急激な目眩めまいに襲われつつ、俺は何とか聞いた。

「……ど、動機はともかく、おまえがそのオーディションに参加したのは事実なんだな？」

「うっ……」

「確か５人ぐらい希望者が名乗り出て、その中で湊ちゃんが見事選ばれたんですよ」

「ちなみに、それに選ばれると何かあるんですか？」

「イベント限りのお遊びコーナーなので、それで即その役をということではないですけれど、プロデューサーの名な倉くらさんが湊ちゃんのことをいたく気に入ったみたいで」

「で、名倉氏が、たまたま近くにいたウチの高たか村むらってマネージャーに、湊くんにアポ取っておくようにと口添えしてくれたわけだよ」

　……ちょっと整理しよう。

　つまり、湊がイベントのコーナーに飛び入り参加したら、それがお偉いさんの目に留まり、この事務所のマネージャーが声をかけてきたってことか。

『おい、聞いてないぞ！　そういう大事なことはまず最初に言っとけよ！』

『べ、べつにいいじゃん。あんま関係無いし』

『関係大アリだっ！』

　アイコンタクトで軽く火花を散らす俺と湊みなと。

「あ、あのですね、湊ちゃんはとても素人とは思えないほど達者でしたし、それに、ほら、こんなに可愛かわいらしいんだから、と、当然ですよねっ」

　空気を読んだのか升ます園ぞのさんが微妙に的外れなフォローを始める。

「俺が引っかかったのは、湊が意外と芸達者だったことでも、割と可愛いことでもありません。自分から飛び込んでおいたくせに、どうしようか悩んでるとか俺にウソをついて相談してきたことです」

「ウソついてないもんっ！　すっごく悩んだし、それに……」

「き、きっと湊ちゃんは心細かったから、お兄さんに相談したんですよ！」

「そう、それってことで！」

「『ってことで』じゃないっ！」

「こらこら、辻つじ蔵くらちゃんズ、仲良く兄妹ゲンカは、こんな場所ですることじゃないぞ？」

「あっ、すみません。でも湊が――」

「妹の気まぐれやわがままくらい大目に見てやるのが頼りがいのある兄というものではないのかね？」

「！」

　ど、どうしてこの人は、俺が常日頃『頼れる兄』を理想としていることを知っているんだっ!?　シスコンっぽい言動なんて全く見せてなかったはずなのに……。

「……お兄ちゃんが今何で内心動揺してるか大体わかるんだけど、つっこんどいた方がいい？」

「いや俺もちょっと白々しいかなって思ってたから無用だ」

　むしろここは俺の方が「何で心読めてんだよ！」とつっこみ返すところか？　いや今はそんなコントをしてる時じゃない。

「……わかりました。俺としても済んでしまったことを今どうこう言っても仕方ないですから、じゃあここからのことで話をさせてもらいます。で、まず一つ疑問なんですけど、声優に可愛さって必要なんですか？」

「どうなのかね、升園？」

「わ、私にふるんですかぁ？　それはどっちの意味でっ？」

　升園さんは言動はともかく見た目は『きれいなお姉さん』風なので、悪い意味じゃないとは思うけど。

「え、えーとですね、必要ではないです。あ、これは『声優』に限らず『役者』としてですけど。ただ、最近の若い声優はインタビューとかの顔出しも少なくないですし、歌とかもありますから、可愛いに越したことはないと言うか、損はないと言うか……うぅ、何だか私、自分で言ってて落ち込んできました……」

「升ます園ぞのにあまり仕事が来ないのは見た目のせいじゃないだろ」

「社長！　それ、もっと酷ひどいですよっ！」

「え、えーと、次の質問いいですか？」

　升園さんが割と本気で涙目っぽかったので、俺は話題を変える。

「で、実際のところ、湊みなとに声優としての資質はあるんですか？　こいつ今まで演技の勉強とか全くしてないド素人ですけど」

「演技力は後からつけられる。そもそも演技力があればそれで売れるというほど甘い業界ではない。大事なのは磨けば光る宝石なのか、それともただの石っころなのかということだけだ」

「じゃあ、磨けば光ると思った根拠は何ですか？」

「私はその会場にいたわけではないから具体的には何とも言えないな」

「あっ、私、見てましたけど、湊ちゃんはですね、何て言うか聴いてて、こう、ぱぁっと華があるんですよ」

「升園、それは全く具体的には言えてないぞ」

「あぅっ……」

　俺が思ったことまんまに玉たん原ばらさんからつっこまれてしょんぼりする升園さん。

　……ちなみにこの人、実際のところ何なん歳さいなんだろう？　ちょっと気になってきたぞ。

「つまり、業界人としての勘というわけだな」

「た、ただの勘ですか？」

「うむ、ただの勘だ！」

　玉原さんにキリッといい声と笑顔で言われて納得しそうになったので反抗を試みたけど無駄だった。

「……わかりました。ここは、玉原さんたちの勘を信じるしかないみたいですね」

「信じてくれとしか言えないが、信じるのは私たちだけではないぞ。むしろ君は、湊くんの才能を信じてあげれば、それでいい」

「そう……ですね。それじゃあ、最後に――」

　俺は湊に向いて言う。

「湊、おまえは声優になりたいのか？」

「えっ？」

　湊が「どうして今さらそんなことを聞くの？」という顔をしたので俺は続ける。

「どうせおまえのことだから、またお目当ての声優に会えたらラッキーぐらいの軽い気持ちだったんだろ？」

「はうっ!?」

　……やっぱり図星かコラ。

「きっかけはこの際どうでもいいけど、玉たん原ばらさんたちのお世話になるんなら、お遊び気分のままじゃダメだろ。それじゃきっといつか迷惑をかけてしまう。そんなことなら俺は賛成も応援もできない」

「お兄ちゃん……」

「あ、ちなみに学校行きながら声優ってできるんですか？」

「はい、高校生で声優やってる子は何人か知っていますし、確か中学生や小学生の子もいましたよ。それに湊みなとちゃんの場合、まずは『預かり』という形になると思うから、学業への影響も少ないかと」

「『預かり』？」

「本来は、養成所に通っているプロ未満の研修生や基本的にフリーな役者に対してマネジメントの窓口だけをすることを言うんだが、生あい憎にくとウチは養成所自体が無いのでね。湊くんのようなケースは初めてだから、それなりのバックアップはするつもりだよ」

「えーと……それは具体的には、どんな？」

「それは升ます園ぞのに任せる」

「えぇぇっ!?　わわわ私ですかぁっ!?」

　それは何か、いきなりなげやりな感じなんですけど……。

「何も升園に演技指導をしろとは言ってない。升園が湊くんのレッスンの手配をしてやりなさいということだ。要は、お姉さん役だな」

「そ、そういうことでしたか。はふぅ～……」

　安あん堵どする升園さんに合わせて俺も、そしておそらくは湊も、こっそりと安堵する。

「そういうことでよろしいかな？　辻つじ蔵くらちゃん」

「ええ、俺は今のところは、これ以上特には」

「うむ、何かあればその都度遠慮無く言ってくれて構わんよ。で、湊くんはどうかな？　とりあえずはウチで預かる形でいいかな？」

「は、はいっ、よろしくお願いしますっ！」

　湊がビシッとかしこまってお辞儀をした。

「社長、契約書とかはどうします？」

「とりあえずは預かりだし、まぁ、適当に」

「適当はダメですよぉっ！」

「ではそれも升園に任せた」

「えぇぇっ!?」

　升園さんは自ら墓穴を掘るタイプだなって確信を得たところで、俺たちのタマミプロダクションでの会談は終わったのだった。





　◆　４月25日　月曜日　◆



「あっ、おはよう、航わたる。答え合わせしたいから数学の宿題見せて」

　昨日タマミプロに出向いた疲れがまだ抜けない俺に、登校して来るのを待ち構えていたかのように幼おさな馴な染じみでクラスメイトのユキオが声をかけてきた。

　まぁ、いつものことなので黙ってノートを差し出すと、ユキオは俺の前の席の椅い子すをこっちに向けて座り、机に自分のノートと俺のノートを開いて早速答え合わせを始める。

　べつに自分の席に持ってって見ればいいのにとか思ってた俺の目の前でユキオの頭が微妙に動いている。

「……」

　――つんっ。

「何？」

　ユキオが眼鏡めがね越しの上目づかいで聞いた。

「気にするな」

　思わずツムジを指で押してしまっただけだ。そういう衝動にかられることぐらい誰にだってあるだろ？

　ユキオも聞きはしたけど気にはせず答え合わせを続けている。

「……そういえばさ、航、茜あか音ねとデートしてたってホント？」

　不意にユキオが聞いてきた。

「ちょ、ちょっと、たまたま帰りに一緒になったんで話したのを『デート』と言うのなら本当かもな」

　突然の動揺を必死に押し殺して答えた俺。

　……くそっ、あんなに慎重にこそこそと茜音と会ってたのに誰かに見られてたのか？　これは迂う闊かつだった……。

「もしかして最近、茜音と仲良いんじゃない？」

「最近も何も、茜音と仲なか違たがいした憶おぼえは無い」

　疎遠になってたのも単に色々と面倒だったからに過ぎないし。

「二人だけでズルいなぁ」

「だったらユキオも茜音と仲良くすればいいだろ。茜音はむしろウェルカムみたいだぞ」

「だって茜音ってば、すぐいやらしいことするし」

　確かに昔から常に茜音のセクハラ対象として直接被害を受けてたのはユキオだったな。茜音のやつ普段は自重して隠してる分、ユキオには容赦無いから。

「そいつは災難だな」

「何その『俺は男だから関係無いし』的な空返事は？」

「ズバリその通りの返事だ」

　俺も茜あか音ねから逆セクハラを何度か受けたけど、今ここで敢あえて話すべきことじゃないから黙っておこう。

「茜音は美人なんだから鏡見て自分のを触ってればいいんだよ」

「ユキオだって、そんなに卑下するほど茜音と違うわけでもないだろ」

「……そうかな？」

「何もかも平均的と言うのは、ある意味奇跡に近いぞ」

「それ絶対褒ほめてないよねっ!?」

　ユキオの身長や体重や胸囲の数値を聞くだけで同年代女子のそれがわかると言うのは、すごいことじゃないのか？

「……顔は普通よりちょっと可愛かわいいと言えないことも無いかも知れないぞ？」

　俺の所感ではなく、一部の男子がユキオを可愛いと言っていたのを耳にしたからだけど。

「とってつけたような苦しいお世辞をありがとうっ！」

　ユキオがパタンとノートを閉じてぴょこんっと立ち上がったので、そのままだった俺の視線の先に制服のプリーツスカートがふわりと揺れていた。

　そう、目の前に立っているのは俺の幼おさな馴な染じみであり数少ない親友の一人である通称ユキオ、本名兼かね坂さか雪ゆき緒お。決して女装趣味の変態ではなく、正真正銘の女の子だ。

「あっ、今、何でコイツ女なんだよって思ったでしょ」

「どうしてわかる」

　正にその通りだ。ユキオが男だったら僅わずかながらも何か助かっていたかも知れない気がしないでもない。

「航わたるの考えてることだけはわかるのが、私の唯一平凡じゃない能力だからだよ」

　ショートカットのくせっ毛を指でつまみ、眼鏡めがねをわざとらしくクイッと持ち上げながら何な故ぜか嬉うれしそうにユキオが言った。

「そいつはすごいな」

　まぁ、小さい頃から今日に至るまでずっと身近にいたんだから当然と言えば当然かも知れないけど、でも俺はユキオや茜音の考えてることはよくわかんないから、本当にすごいのかも知れない。

「それに今まで私が女だったせいで航が損したってことなんて無かったでしょ？」

「ツレションできなかった」

「したいなんて思ったこと一度も無かったくせにっ」

「確かにそうだな」

　やっぱり俺の考えていることがユキオにはわかるのは本当みたいだ。

　ところでさっきから目の前でふわふわと揺れる制服スカートの裾すそを意味も無くつまみ上げたい衝動にふと駆られたけど、本当に意味が無いので実行はしない。

　ユキオのことだから俺にスカートをめくられても「何？　どうかしたの？」って素の反応が返って来ることはわかりきっているし、そもそもユキオのパンツを見て何がしたいのか俺自身が意味不明だ。

「むしろ私が女で得したことの方があるんじゃない？」

　って、まだその話題を引っ張るのか。

「……いや、全く記憶に無いな」

「そこは嘘うそでもあったって言っとくところ！」

「……記憶が曖あい昧まいな部分もあり絶対無かったとは断言できない」

　むしろ記憶を遡さかのぼって探ると同年代男子からの妬ねたみで損したことをいくつか思い出してきたんだけど、面倒なので黙っていよう。

　しかし、そう考えると実はユキオももしかして『結構可愛かわいい女の子』の部類に入るってことなのか？

　湊みなとは見た目も性格も可愛いし、茜あか音ねだって見た目だけは美人だけど、ユキオをそんな目で見たことなんて無かったなぁ……これはもしかすると新たな発見かも知れない。

　やっぱりここは参考までにパンツくらいは見ておくべきか？



    

  
    
      



    

  
    
      

「ものすごく引っかかる言い方だなぁ――あっ」

　そこで始業開始５分前のチャイムが鳴り始めた。

「ノートありがと。じゃあまた後でね」

　俺が試しにつまんでみようかと手を伸ばしかけていたスカートをくるりと翻してユキオが自分の席へと戻って行った。

　ユキオが「また後で」と言ったのは具体的に言うとお昼休みのことで、俺とユキオは時々一緒に学食で昼食を摂とってたから、そう言われただけで察しがつくってわけだ。

　さすが幼おさな馴な染じみ。何も言わなくても通じる関係が心ここ地ち好よい。何かもう一人幼馴染がいた気がしないでもないけど、今は気にしない方向で！

　だって俺は、平和な日常を大切にしたいから。

　そう、それが今のうちだけのことだとしても……。





　◆　５月26日　木曜日　◆



　湊みなとの『声優見習い』としての生活が始まってから一いつヶか月げつほどが経たち、男子的にちょっと待ち遠しかったりする制服の衣替えが間近の５月下旬。

　梅雨入りすらまだなのにもう梅雨が明けたみたいな澄み渡った青空が続いて、季節はすっかり初夏って感じな頃のことだった。

　事務所に通い始めた当初こそ、今日は誰それと何があったとかまめに報告してくれてた湊だったけど、いつしかそれも時々になって、まぁ、便りが無いのは良い報しらせ的に俺も放置してたら、珍しく湊が部屋に飛び込んで来て切り出した。

「お兄ちゃん、聞いてっ！　お仕事貰もらえたよっ！」

「……は？」

　升ます園ぞのさんから最低でも半年ぐらいは研修ですねと聞いてたもんだから、祝うどころかマヌケな返事をしてしまった。

「だから！　お仕事が来たの！　声優デビューするのっ！」

「マジかっ!?　そりゃすごいな。おめでとうっ！」

　俺は湊をぎゅっと抱きしめ――ようとしたらバックダッシュで逃げられたので、仕方なくゴリラのように胸を叩たたいて誤ご魔ま化かしつつ報告の続きを催促する。

「って言っても、ゲームのちょい役なんだけど、同じ事務所の立たて脇わき藍あい花かさんのバーターで貰えたんだ」

「バーター？」

「クライアントさん、あ、これは依頼主のことなんだけど、そこが藍花さんを使いたいですって指名して来た時に、じゃあついでに端役でいいからウチの新人使ってもらえませんか？　って頼むことだよ」

　クライアントって用語ぐらいは知ってるけど、要は抱き合わせ販売みたいなものか。

　つまり、湊みなとに声優としての充分な実力が備わったって認められて仕事が来たわけじゃなくて、単にオマケと言うかお情けで貰った仕事ってことだな。

「あっ、今すごく失礼なこと考えてるっ！」

「き、気のせいだ……」

「いいもんっ。そりゃ私だってタナボタだってわかってるけど、でもやるからには頑張るんだからっ！」

「そうだな。その意気だ」

「ってわけでぇ、はいコレ」

　湊が書類の束を差し出した。

「……何？」

「台本っ！」

　なるほど、確かに表紙に『まじびび！　台本』って書いてある。

　……まずここは『まじびび！』って何だよ!?　ってつっこむべきなのか？

「タイトルにはつっこまなくていいから」

　先に釘くぎを刺されてしまった。

「……だ、台本かぁ。プロって感じだなぁ」

　仕方なく苦しい返しをしてみる。

「そうじゃなくて！　お兄ちゃんにも手伝ってもらうから」

「……何を？」

「練習に決まってるじゃんっ！」

　湊が台本を開いてみせると、所々、キャラクターの名前と思われる箇所が蛍光ペンで塗られていた。おそらくここが湊の演じる役のセリフなんだろう。

「……何の？」

「だから演技の練習だってばっ！　キャラ同士のかけ合いが多いから、お兄ちゃんに相手のキャラで付き合って欲しいの！」

　湊が、自分のキャラクターと会話している別のキャラクターのセリフを指でトントンと叩たたきながら言った。

「えーと……それってつまり、俺にこのキャラを演じろと？」

「べつに演技力は求めないから、そこはあんま気にしなくていいよ」

「いやいやいや！　それ以前に、この相手のキャラクターってのも女だろ、セリフからして！　男ならともかく女なんてできるかっ！」

「できないの？」

「できるできない以前にキモくてイヤだっ！」

「じゃあ私、どうやって練習すればいいわけ？　事務所の人だってそうそう付き合ってくれるほどヒマじゃないんだよ？」

　じゃあ俺はヒマだとでも言うのか？　いや確かに、家に帰って来ても毎日の予習復習済ませたら後はマンガか雑誌読んでるぐらいしかやること無いけどさ。

「手伝ってくれないの？　可愛かわいい妹の頼みを聞いてくれないの？」

　湊みなとが台本で口元を隠しつつ上目遣いに言う。

　くっ……演技だとはわかってるけど、事務所に通ってるお陰で妙に演技力が上がってるせいなのか、今までに増して可愛いじゃないかっ！

　で、でもやっぱり女役をやるってのは勘弁して欲しい。

　しかもこの相手のキャラクターって、よくよく見ると何か口調が「～ですわ」とか、お嬢様口調じゃないか。

　死ねる。

　そんなこと口走った瞬間に俺自身がきっと死にたくなる。

「お兄ちゃん、お願い……」

　やばい。

　すがるようにお願いする湊、かなり可愛い。

　この可愛さは別の意味で死ねる。

　しかしこのままではデッド・オア・アライブじゃなくてデッド・オア・デッド。

　どうにかしなければ……。

「お願い！　抜き録どりだから、ちゃんと練習しとかないとダメなのっ！」

「……ぬきどり？」

「もぅ！　『抜き録り』ってのは、一人で録とること！」

「って言われても、よくわからないんで、もうちょっと詳しく頼む」

「えとね、会話してる場面とか、その度にその会話のキャラの役者さんたちを集めてたら、スケジュール合わせるの大変でしょ？　だから一人ずつ別々に録っておいて、後で編集して合わせるの。それが『抜き録り』」

「そんなんでちゃんと会話になるのか？」

「それでちゃんと会話にするのがプロなの！　言っとくけどゲームは殆ほとんどが抜き録りだし、ドラマＣＤとかでも結構多いし、アニメでも忙しい役者さんだけ抜き録りだったりするんだから」

「な、なるほど……」

　何となく理解したところによると、つまり、会話相手が実際にはそこにいないけど、いるように想定して演技しないと、後で編集した時にそれらしくならないってことだな？　それは確かに普通に演技するより面倒くさそうだな。

　テレビドラマとかの芝居で言うと、一人ずつ演技して後で特撮合成するってことだもんな。

「だから手伝ってって言ってるのっ」

　……ん？　待てよ。今、何となく良い考えが閃ひらめいて――

「航わたる、いるー？」

　返事も待たずに開いた扉。そしてそこに立っていたのはユキオ。軽い驚きに俺の閃きかけてた良い考え、さようなら。

「あれ湊みなとちゃん？　もしかして取り込み中だった？」

「開けといてから言うな。ていうか自分ちみたいに平然と入って来るなって言っただろ」

「自分ちみたいなもんだし」

　そう言いつつベッドにぽすんと座ったユキオは帰宅して着替えて来たから私服。サマーセーターにキュロットパンツという「ちょっとコンビニ行って来る」的スタイルだった。

「で、何の用だ？」

　とりあえずユキオの用件を先に済ませてしまおう。どうせ大したことじゃないし。

「べつに、何となくヒマだったから」

　大したことないどころじゃなかったよ！

「そんなの自分ちでゴロゴロしてろっ！」

「だから自分ちみたいなもんだし」

「言い直すなっ！　とにかく今は取り込み中で――」

「雪ゆき緒おちゃん、グッタイミンッ☆だよっ！」

「え？」

　俺とユキオとが同時に湊に向く。

　ま、まさか湊のやつ……。

「お兄ちゃんがイヤだってゴネるから、代わりに雪緒ちゃんがやってよ！」

　……やっぱりな。

　ていうか俺がいつゴネた？　不条理に拒否ったみたいな言い方をするな。

「代わりにって、な、何をかな？」

「おいユキオやめとけ。オマエには無理だ」

「そんなことないよ。雪緒ちゃんなら大丈夫だって」

　全く根拠の無いことを自信たっぷりに言う湊。これはナチュラルに人をノセるのが上う手まいヤツの顔。しかも相手はノセ易やすいヤツランキング俺内一位、要するに、ちょろさでは定評のあるユキオだ。

「わ、わかんないけど、やる前から無理とか決めつけるのはどうかと思うな」

　ほらな。

「……まぁ、ユキオがいいんならいいけど、俺は止めたからな」

「えっ？　な、何なのっ？」

　さすがに不穏な空気を察したのか、そっと腰を浮かせて逃げの体勢に入ろうとしたユキオ。しかしすかさずその足に湊みなとがしがみつく。

「雪ゆき緒おちゃん確保ーっ！」

「えぇぇっ!?」

　……さて、俺はどうするべきか。ここは席を外すのが賢明だけど、さすがにユキオが可哀かわい相そうかな。仕方ない。適当なところで逃がすのを助けてやるか。





「って感じにやってくれればいいからヨロシクねっ♪」

「よ、よろしくって言われても……」

　経緯と段取りを説明してすっかりやる気な湊と、さすがに困ってるユキオ。

　ユキオがここを自分ちみたいだしって言ったのと同じように湊にとってユキオは正に姉同然だから甘えにも遠慮が無い。

　そして俺は知ってる。ユキオはあくまでも『ごく普通の一般人』であって、演技力なんてものが備わってるはずがないことも。

「ユキオ、恥ずかしがらずにちゃんとやれよー」

「だったらひやかさないで航わたるはどっか行っててよっ！」

「ダメだよ。お兄ちゃんにはちゃんとどこが悪いか見てもらわないと」

　やはり俺の読み通りの展開。そもそもここ俺の部屋だし。

「じゃあ８ページ目から始めるよ」

　互いに対面に正座した状態で湊が言った。

「えっ？　も、もう？　こ、心の準備がっ」

「始めるよー」

　さすがに可哀相なので俺は「聴くのに集中してますよー」ポーズで視線を逸そらせてユキオたちを直じかに見つめないようにする。

　そして演技の練習――『本読み』って言うらしい――が始まった。

「胡桃くるみちゃん、いきなり呼び出してごめんね。でも私、どうしても胡桃ちゃんに伝えたいことがあって……」

　へぇ、さすがに湊のやつ、様になってるな。

「べつに構いませんわ。私わたくしも、ちょうど貴女あなたに話したいことがありましたのよ」

　あれ？　ユキオのやつ、意外と上う手まい？　それとも単に元々のセリフ自体が大おお袈げ裟さに芝居がかってるから、そう感じるだけか？

「胡桃くるみちゃん、私ね、胡桃ちゃんのこと……もう友達として見られないよ！」

「それはどういう意味ですの？　納得のいく説明が欲しいですわね」

「だって私、胡桃ちゃんのことが、もっと大切に思えてきて……」

「えっ？　ま、真ま菜な香かっ？」

「私、私……胡桃ちゃんのこと……」

　湊みなとが正座を崩して、目の前のユキオににじり寄る。もう台本は見なくてもある程度憶おぼえてるのか？

「み、湊ちゃんっ!?」

「湊じゃないよ、真菜香。……胡桃ちゃん、私、もうおかしくなっちゃいそうで……」

　って、ちょっと待て！　これって女の子同士でそういうことになる話だったのかっ!?

　……本気で俺がやらされなくてよかった……。

「ま、真菜香、いけませんわっ。私わたくしたち元々は敵同士ですのにっ……」

　それでも必死に台本を読んで付き合うユキオだったけど、もうその体勢、完全に湊に押し倒されてるよな？

　うん、これはどう見ても湊が悪ふざけしてる。そろそろ止めないと……いや、面白――じゃなくて、ノッてるところを止めるのも悪いから、もうちょっと見守っとこう。

「命のやり取りをしたからこそ気づいたんだよ。私が求めてたのは胡桃ちゃんだって」

　何とか逃れようと控えめに抵抗するユキオの足が、逃すまいとする湊の足と絡み合う。

　……こうして二人同時にまじまじと見比べると、やっぱり湊は年相応のまだ成長途中って感じな中学生の体つきだし、対するユキオは決して太ってるって意味じゃなく、むっちりしっかり女の子らしく育ってるよなぁ。

　特にその健康的にぷにぷにっとしてそうな太ももはなかなか良いじゃないか。普段は見下ろす視点だったから気づかなかったんだな。これは盲点だった。

　あれ？　何だろう、このイケナイものを見ているような感情は？

「ふふっ、胡桃ちゃんの胸、大きくて柔らかい……」

　湊がユキオの胸に耳を当ててそう言ったけど、勿もち論ろん、茜あか音ねならともかく実際のユキオの胸はそんなにあるわけじゃ……あれ？　もしかしてユキオも意外と胸があるんじゃないのか？　湊が頭を押し当てているせいで、その柔らかそうな膨ふくらみがはっきりと……まさかブラつけてないのか？

「ど、どこ見てるの、航わたるっ!?」

　しまった。つい食い入るように凝視してしまったのでさすがにバレましたよ？

「俺のことは気にせず演技を続けたまえ」

　おい、タイミングを見計らって止めるんじゃなかったのか俺。

　いやでもこれって湊みなとが声優（見習い）にならなかったら起こりえなかったシチュエーションであり、俺としてはユキオの隠れた魅力を再発見できたのは収穫であり、つまり引き続き再発見する行為を継続したい気持ちは強いわけであり。

「胡桃くるみちゃんの唇って、ぷにぷにしててサクランボみたいに美お味いしそう……」

　そして次なる獲物、ユキオの唇へと迫る湊。

　これはさすがに止めた方がいいよな？

「ちょっ!?　ま、待って、湊ちゃん、やぁっ……だ、だめぇ……」

　唇の前座としてユキオの頬ほほに子猫が舐なめるようなキスをする湊。

　うん、やっぱり今はタイミングが悪い。もうちょっと様子を見よう。

「航わたる、助けて……航ぅ……」

　そんなすがるような色っぽい目で俺を見ないでくれユキオ。幼おさな馴な染じみ相手に何だかいけない気持ちになってくるじゃないか。これは決してやましいことじゃなく俺はただユキオの魅力を再発見しているだけであってだな。

「あれ？　えーと……何だったっけ？」

　と、そこで湊が台本に目をやり、その隙すきにユキオが湊の下からするっと抜け出してしまった。

　おいィっ！　湊っ！　肝心なところでセリフ忘れかよぉっ！

「雪ゆき緒おちゃん。ちょっと休憩して待ってて」

　湊は台本を憶おぼえる方に集中して湊の扱いが雑だ。まぁ、いつものことだけど。

「うぅっ……航にエッチな目で見られたぁ。もうお嫁に行けないよぉ……」

　そしてユキオの抗議は俺に向けられる流れだ。

「って、俺の目はどれだけ犯罪者なんだよっ！」

　そりゃ、結局助けてくれなかった俺を責めるのは仕方ないけどさ。

「ここはお約束だけど、お兄ちゃんが責任取ってお嫁さんにするしかないよね」

　おい湊、台本に集中してたくせに、そういうツッコミだけはしっかりするんだな。

「何言ってるんだ、大体この程度のことで嫁にしなきゃいけないんだったら茜あか音ねなんてとっくに――！」

　そこで慌てて自分の口を塞ふさいでも時既に遅し。

「……茜音が、何？」

「……お兄ちゃん、茜音ちゃんに何したの？」

　両者結託して俺への詰きつ問もんが始まったのだった……。





　とりあえず先日茜あか音ねの家に行った時のことは伏せて、茜音は何かとすぐ胸を押し当てようとするだろ？　と誤ご魔ま化かすことに成功して事なきを得た俺。

　ユキオはまだ俺を疑ってるみたいだけど、ここは徹底的に気にしない方向で。

　でも何やら気まずい空気が部屋に充満してて困ったな……。

「……あっ！　そ、そうだ、もっと良い方法を思いついたぞっ！」

　ていうか、さっきユキオが来る直前に思いついてたのを思い出したんだけど。

「雪ゆき緒おちゃんの太ももをナデナデする良い方法？」

　ユキオの隣にぴったり座ってその太ももを撫なでくりながら湊みなとが言った。

「そんなことに良い方法も何もあるかっ！」

「う、うん、航わたるが触りたいんだったら、べつにちょっとくらいいいけど……」

「じゃなくて！　俺が思いついた良い方法ってのは、これだ」

　ユキオの言葉はしっかり記憶に留とどめておくとして、俺はラジオ講座の録音に使っているＩＣレコーダーを差し出した。

「まず相手役のセリフをこれで録とる。勿もち論ろん演じるのは湊だぞ。そしたら後は俺がタイミングを合わせてそれを順次再生していけば正に抜き録どりと同じになるだろ？」

「それ、どっちも私がやらなきゃならなくて大変じゃん」

　湊が可愛かわいらしく口を尖とがらせて言った。

「でも声優ってのは色んな役をやるもんだろ？　だったらこれも勉強だと思ってやってみればいいじゃないか」

　咄とつ嗟さの思いつきにしては正論すぎて自分に感心する。

「んー、しょうがないなぁ。わかったけど、ユキオちゃんが相手役やってくれないと何かつまんないよ」

　呼んだわけでもなくたまたま来たユキオを巻き込んでおいて何言ってるんだコイツは。

「そんな面白さをユキオに求めるんじゃない。可哀かわい相そうだろ」

「お兄ちゃんってば、そうやってすぐユキオちゃんを独り占めしようとするんだからぁ」

　どうやら湊は俺がユキオと始終一緒にいると勘違いしてるようだけど、さすがにそれは誤解だぞ。

「わ、わたしはべつに、そんなの気にしないし、ほらだって、ここって私んちみたいなもんだし、今夜は航の家の夕飯スキヤキらしいし」

「……帰れ」

　ユキオの真の目的を把握した俺は素っ気なく雑に足で蹴けるように押しながらユキオを部屋から追い出した。

　ちなみに結局ユキオは居間でＴＶ見てくつろいでて、そのまま夕飯のスキヤキ食べて帰ったことをつけ加えておく。





　◆　６月５日　日曜日　◆



　穏やかというよりもう夏の強い陽ひ射ざしが照りつけてる日曜日の昼過ぎ。

　俺は湊みなとに付き添って、渋しぶ谷やから私鉄で二駅の閑静な住宅街にいた。

「……『スタジオアポカリプス』。うん、ここで間違ってないみたいだぞ」

　表札を確認して湊と目を合わせ、互いに納得するように、というか、現実を受け入れて納得しようという意志を込めて頷うなずく俺たち。

　そこはごく普通のこぢんまりとしたマンションの一室であり、とても収録スタジオには見えなかったからだ。

　とにかく扉の前で悩んでいても仕方がないので呼び鈴を押した。

「はい？」

「あ、あのっ、収録で参りました、タマミプロの辻つじ蔵くら湊ですっ」

　若い男性の声が応じ、湊が口ごもりつつ答えた。

「開いてますので、どうぞー」

　インターホン越しの声にあっさりと促されてマンションの鉄扉を開けると、やっぱりそこは普通のマンションの玄関だった。

「本当にここで合ってるのかな？」

「話が通じたんだから合ってるんだろ」

　小声でそんなやり取りをしていると、奥から男性がやって来た。

「辻蔵さん、お待ちしてました。どうぞ奥へ」

「あっ、はい。よろしくお願いしますっ」

　丁寧にお辞儀をする湊。

「エンジニアの野の上がみです」

「付き添いで来ました兄の辻蔵航わたるです」

　野上と名乗った男性の視線を受けて俺は聞かれる前に答えた。

「ああ、若いから事務所の同期の方とかかと。お兄さんが同どう伴はんってのは初めてのパターンですよ」

　男性が明るくそう言いながら俺たちを奥へと導くと、途中にダイニングがあった。

　ここも普通にマンションの一室で、敢あえて言うなら「住んでいる」って生活感が全然無くて小ぎれいに片付いてるって程度だ。

「ここが控え室なので、しばらくお待ちください」

　野上さんが何だか照れくさそうに言って俺たちをダイニングテーブルの席に着かせる。

　テーブルの上には飴あめやチョコ、クッキーにお煎せん餅べいと、色んなお菓子が置かれていた。

「それ、前の収録とかで置いてったヤツなんで片付けるのに協力してください。飲み物は冷蔵庫にあるんでご自由に」

「だってさ」

「私は収録前だからいいよ」

「そっか」

「ウチの音監とゼグラさんも、もう10分くらいしたら来ると思いますんで」

『ゼグラ』ってのは今回収録するゲーム『まじびび！』を発売するゲーム会社の名前。

　予定の30分前に着いた俺たちは、どうやら早く来すぎてしまったようだ。

　野の上がみさんはそのまま奥の部屋に行って何やら準備を始めたようで、俺と湊みなとがぽつんとダイニングに取り残された。

「はっ！　ぼーっと待ってる場合じゃないっ！」

　湊はバッグから台本を取り出してチェックを始める。

　あれだけ俺を付き合わせて練習しておいてまだ足りないのか？　それとも、そうでもしてないと不安だからか？

　何にせよ俺は何もすることが無いので仕方なく飴を口に放ほうり込んで暫しばらくぼーっとしてたけど、それもあまりにもヒマだったので、改めて部屋を見回す。

　……本当に普通のマンションだ。

　ただ一つだけ違うところと言えば、野上さんが入って行った部屋の半開きになっていた扉が、普通の扉の倍以上の厚さだったくらいだ。

　よく見ると取っ手もごついレバー式になっていて、まるで客船の機関室とか銀行の金庫室の扉みたいになってる。

　半開きになってるってことは、ちょっとぐらい覗のぞき込こんでもいいってことかな？

　俺は湊の邪魔をしないようそっと立ち上がり、その部屋へと近づいた。

　覗き込むと、そこはテレビのドキュメンタリーとかで見たようなスライドさせるつまみがたくさんついてる機材がずらっと置いてあり、その脇わきで野上さんがヘッドホンをかけてＰＣパソコンのモニターに向かって何か黙々と作業をしていた。

　機材の前はガラス張りになっていて、その奥が別の部屋になっているのがわかった。多分そこで収録をするんだろうな。

　とりあえず野上さんの邪魔をしない範囲で中を見回してから、俺は再びダイニングに戻り、冷蔵庫から烏ウー龍ロン茶ちやを取り出して紙コップに注ぐ。

「湊も飲むか？」

「烏龍茶は収録前のノドによくないから、いらない」

　そうなのか。だったら烏龍茶なんて冷蔵庫に入れとかない方がいいのに。いや、収録終わってから飲むのか？

「水、持って来たから大丈夫」

　そう、湊みなとは家から冷やしてないミニペットボトルの水を持参していた。

　声が商売道具だから喉に気を遣うのは当然と言えば当然だけど、大変なんだなぁと感心しつつ俺は烏ウー龍ロン茶ちやを一気に飲み干した。





　そうして暫しばらくすると、スタジオの音響監督、いわゆる音監さんと、ゼグラのプロデューサーさんとディレクターさんとが次々とやって来て、ダイニングは一気に賑にぎやかになった。

　湊はその度に大おお袈げ裟さなくらい丁寧に挨あい拶さつをして、やっぱり中学生ってのが話題になって、息子と同じ歳としだよとか、そんな話で盛り上がり、何だか和なごやかな『女子中学生を囲むおじさんたち』な構図ができあがっていた。

「……さて、じゃあぼちぼち打ち合わせしましょうか」

　ディレクターの人が封筒から資料を取り出して言った。

「これが、辻つじ蔵くらさんにやってもらう『西さい城じよう院いん胡桃くるみ』のビジュアルです」

「えっ？」

　ガタッといきなり立ち上がった湊が発したその一言は、単にちょっとイメージと違ってたとかの軽いものじゃなかった。

　現に湊はみるみるうちに顔面蒼そう白はくになっていく。

「辻蔵さん？」

「あっ……あの……私、こっちの『幕まく乃の内うち真ま菜な香か』役だって聞いてて……」

「は？」

　今度はディレクターさんが怪け訝げんそうに聞き返し、プロデューサーさんも「どゆこと？」と心配そうに聞いてきた。

　勿もち論ろん、ついさっきまでの和やかな雰囲気なんて一瞬で無くなってる。

　音監さんがエンジニアの野の上がみさんに「タマミさんに電話して」ってさりげなく指示して何だか騒然としてきた中、ディレクターさんがゆっくり諭すように聞いてきた。

「確認なんだけど、辻蔵さんは真菜香役だと思っていて、胡桃の練習はしてこなかったんだね？」

「……はい……」

　湊はそう答えるのがやっとという感じに、ディレクターさんとは目を合わさず小刻みに震えている。

　するとその様子を見た音監さんがプロデューサーさんとディレクターさんとを「ちょっと」と別部屋に呼んで何やら相談を始めた。

「み、湊みなと、とりあえず座り――」

　湊の震える肩に手をかけようとしたその時、正に脱だつ兎との如ごとく湊はいきなり玄関から外へと飛び出して行ってしまったのだ。

「み、湊っ!?」

　俺の叫びに、電話をしていた野の上がみさんが驚いて振り返る。

「すみませんっ！　俺、湊を連れ戻して来ますからっ！」

　俺は野上さんの返事も聞かずに湊を追って部屋を飛び出していた。





　部屋を飛び出してすぐ、あっさり湊は見つかった。

　マンションの玄関先、通りからは陰になってる門柱の裏にしゃがみ込んでたからだ。

「……おい、湊」

　そう声をかけたはいいものの、何て言ったらいいかわからなかった。

　湊も黙って俯うつむいたまま答えない。

　俺は仕方なく湊のすぐ隣に並ぶようにしゃがみ込んだ。

「落ち着いたら戻ろうな？」

「……ダメだよ……」

「どうして？」

「だって、練習してきた役と違ってたなんて……そんなの全然ダメで……上う手まくできっこないってば……」

　湊の練習にここ四日間ずっと付き合ってきた俺にとっては、聞くまでもなく予想できた告白だった。

　付き合ったって言っても俺のしたことなんてタイミングに合わせて再生ボタンを押すだけだったけど、それでも、やる度に、そして日に日に湊が上手くなっていってるのを実感してたから、その努力がいざ本番って時に一瞬でパーになってしまった湊の気持ちは痛いほどわかる。

　俺が湊の立場だったらやっぱり逃げ出してたかも知れないぐらいだ。

　だから湊には同情する。

　でも――

「だからって、このまま逃げちゃっていいのか？」

「……よくないよ……そんなのわかってるけど……でも……」

　よくはないってわかってるから本気で逃げ出さず、ここに留とどまっていたんだもんな。だから俺は、そんな湊の気持ちを大事にしてやりたい。

「……どうしても嫌なら、投げ出して逃げたいって本気で思ってるんなら、俺だって無理強いなんてしないさ」

「……えっ？」

　おそらくここで投げ出してしまったら二度と声優の仕事なんてできなくなるだろう。

　でも湊みなとはまだ中学生だから、ここで将来の選択肢の一つが消えるぐらいは大したことじゃないと思う。

　ただし、それはあくまでも湊の中で声優って仕事が『たかが』程度の一つだった場合だ。

「でも、いつか絶対に後悔するようなことだったら、ずっと後悔し続けちゃうようなことだったら、やっぱり逃げちゃいけないと思う。逃げてダメにしちゃったことと、逃げずに頑張ったけどダメだったこととじゃ全然違うと思うんだ」

「……お兄ちゃんの言いたいこと、わかるけど……でも、やっぱりできっこないよ……」

「確かに、このままやったって上う手まくできないかも知れない」

「かも知れないじゃなくて、できっこないってば！」

「そんなの当たり前だ。やらなかったら、できるわけがない」

「っ……」

「いいか？　例えるなら今のおまえの状況は、入学試験に行ったら勉強してきてた科目と違いましたってやつだ。でも、その違った科目だって普段勉強はしてたんだから、受けてみたらもしかしたら受かるかも知れないじゃないか。そこで逃げたら絶対にその学校には受からないってことならダメ元でも受けてみるだろ？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「……」

「なぁ、湊みなと。俺は、もし結局全然上う手まくできなかったとしたって、頑張ってたやつのことを絶対に馬鹿にしたりしない」

「……お兄ちゃん……」

「大人の社会的にはきちんと結果を出さなきゃダメなのかも知れないけど、俺もおまえもまだ子供だしさ。大人から馬鹿にされたって叱しかられたって、それでも湊が逃げずに頑張ったんなら俺は、よくやったなって褒ほめてやるよ。……それだけじゃダメか？」

　その問いかけから暫しばらく沈黙が続いた。

　湊は俯うつむいたままだ。

　……これ以上は無理か。

　俺だってべつに湊に説教したいわけじゃないし、できるような立場でもない。

　ただ、湊に後悔だけは絶対にして欲しくなかったから説得してみたけど、だからってやっぱり無理強いはできない。

　そう諦あきらめかけていた俺の手に、不意に湊の手がそっと添えられた。

「湊？」

「……お兄ちゃんが褒めてくれる程度じゃ、全然足りるわけないじゃん……」

「……そっか、足りないか」

　そう言われてしまったら俺としてはもう苦笑するしかない。

「うん、足りないけど、でもね……今、ここで逃げ出さないぐらいの勇気は貰もらえたかな」

　顔を上げた湊が俺に微笑ほほえんで見せた。

　それは明らかに無理して強がってるってわかる笑顔だったけど、でも、この上なく可愛かわいい笑顔だった。

「湊……」

　俺は思わず湊をぎゅっと抱きしめ――ようとしたら、いきなり湊がすくっと立ち上がったので、湊の足にしがみつく格好になってしまった。

「何してんの？　えっち」

　湊の今日の格好は、初夏らしい半はん袖そでチュニックとショートパンツ。つまり俺がしがみついたのは正に女子中学生の生足であり、傍はたからはどう見てもただの変態。

「……」

　弁解の余地が無いので仕方なく無言で立ち上がった俺。

　すると待ち構えていたかのように湊がいきなり横から腕にしがみついて来て言った。

「がんばるから、ちゃんと見ててよ？」

「当たり前だろ。……さぁ、あんまり遅いと心配されるから戻ろう」

「うんっ」

　湊みなとは、しがみついた俺の腕を引っ張るように、自分から歩き出した。

　……うん、これならもう大丈夫だ。

　湊は元々芯の強い子で、そう簡単にはへこたれない。

　だからこそ逆に落ち込んだ時は今さっきみたいに意外と手間がかかるんだけど、立ち直りかけたらそこからは早かったりする。

　スイッチの切り替えが早いと言うか直線的と言うか、見た目は利発で落ち着いているようでいて、実は正に猪ちよ突とつ猛もう進しんタイプなわけだ。

　いや、実際に利発ではあるから、湊が壁にぶつかって動揺した時、俺はただ湊を落ち着かせて励ましてやれば、それでよかった。

　そんな些さ細さいな手助けでもしてやれることが嬉うれしかった。

　それがいつまで続くかは今は考えないようにしてるけど。





　スタジオに戻り、気が動転してしまってすみませんと平謝りした俺たちにスタッフさんたちは寛大に優しくしてくれた。

　幸いにも湊の後に収録に来る声優さんの予定までは結構時間があるから、ゆっくりきっちり録とっていきましょうってことで、ディレクターさんと役作りの打ち合わせを終えた湊は、録音機材の置いてあった調整ルームの奥の収録ルームへと一人入って行った。

　こうなると俺は完全にすることがなくなって控え室と言う名のダイニングでぼーっとしていたら野の上がみさんが「席空いてるからこっちに来なよ」って手招きしてくれたので、俺は幸運にもスタッフと一緒に調整ルームに入ることができたのだ。

「60ワードちょいだから、ゆっくりやっていきましょう」

　音監さんがマイクにそう言うと、スピーカーから湊の「はい。よろしくお願いします」と言う元気な声が返ってきた。

　なるほど、向こうの収録ルームとは完全に音が遮断されているわけか。

　確かによく見ればこの調整ルームと同じように、その奥にある収録ルームへの扉もぶ厚く見える。

「ちょっと準備するからお待ちくださーい」

　マイクで湊にそう告げた音監さんは野上さんにいくつか指示した後で俺にクルリと向いて言った。

「いやー、タマミさんだから何かあるとは思ってたんだけどねー」

「えっ？　それは、アテにならないってことですか？」

「いやいや違ってさ、タマミさん、あ、社長の玉たん原ばらミチルさんね、あの人って新人や若手に時々こういうイタズラするんだよねー」

「はいぃっ!?　……えーと、つまり、わざと間違った連絡を湊みなとにしたってことですか？」

「多分だけどね。あの人に『やってくれましたね』とか問い詰めても笑うだけだから」

　いやいやいや、イタズラで済むレベルじゃないでしょ!?　下へ手たしたら事務所の信用にだって関わるのに。

「一応フォローしとくけど、タマミさんって見込んだ役者さんはいじめたくなる性分なんだよ。トラブルに遭っても何とかできるって確信してる役者さんじゃなかったらイタズラなんてしないから、湊さんは見込みがあるって思われてるってことじゃないかな」

「はぁ……それにしたって、いい迷惑ですよね……」

　千せん尋じんの谷に落とすとかだったら、せめて万一のフォローをしてくれるように升ます園ぞのさんとかを同行させてくださいよと。これじゃ落として放ほったらかしじゃないか。

「はははっ、それはタマミさんに会ったら直接言ってやってよ。僕たちの分も含めて」

　音監さんだけでなく、他のスタッフたちも苦笑する。

「さて、じゃあ、ぼちぼち始めますか」

　音監さんは湊がいる収録ルームに向き直り、そして告げる。

「もしもーし。それじゃあ、まずはテストで４ページの区切りのとこまで行こうか。ＮＧでも止めないでそのまま流して構わないんで。いい？」

「はいっ。よろしくお願いしますっ」

「じゃあ前の赤ランプが点ついたらそっちのタイミングで始めてください。いきますよー？　どうぞー」

　そしていざ湊の演技が始まるや、調整ルーム内がピシッと凍りついたように緊張した。

　正確には、そこにいる全員が湊の演技に集中していた。

　一言一言、丁寧に演じていく湊。

　うん、あれほどできないと嘆いてたのが嘘うそに思えるぐらいちゃんとやれてる。

　実は湊が上達するにつれて前に録とっておいた相手役の演技が気になってきて、結局合わせて何度か相手役の方も録り直してたのが正に功を奏したのかも知れない。

　それでも時々つっかえては演じ直す湊。

　そうして音監さんが指定したところまでが終わった。

「はい、おつかれさまー。ちょっと待っててくださーい」

　湊に告げてから音監さんがゲームのディレクターさんに振り返って聞く。

「どうですかね？」

「うん、いい感じです。これなら大丈夫ですね」

「もう少し口調ゆっくりめな方がよくないですか？」

「これぐらいでいいですけど、感情はもう少し抑え気味でいって欲しいかなぁ」

「わっかりましたっ」

　そしてディレクターさんからの要望を音監さんが湊みなとにマイク越しで伝えて具体的にアドバイスする。

「じゃあ、もう一回今のところ録とりつついってみましょうかー」

「はい、よろしくお願いしますっ」

「それじゃあ、またそっちのタイミングでどうぞー」





　その後も、何度か練習と本番、途中で休憩も挟みつつ、湊の収録は無事に終了した。

　収録の後もすぐ帰るわけにはいかず、湊は今プロデューサーさんに言われて色紙へのサインとか収録の感想コメントとかをダイニングテーブルで書いている。

　俺は何となくその場にはいづらくて調整ルームのソファーでぼーっとしていると、音監さんが通りすがりに、俺の肩をポンと叩たたいて「妹さん、上う手まくなるよ」って言ってくれたのが、お世辞でもすごく嬉うれしかった。

　そのまま暫しばらく野の上がみさんとたわいなく駄だ弁べったりしてたら湊がひょこっと現れて「終わったよ」と告げ、俺と湊はスタッフさんたちに改めて丁寧にお礼を言ってから、スタジオを後にしたのだった。





　スタジオのあるマンションを出て、駅へと続く住宅街の道を来た時と逆に歩く俺と湊。

　一仕事終えて今日一日はもう終わったって気分なのに、世の中的にはまだ昼になったばかりだ。

「お兄ちゃん、お腹なかすいた」

「ああ」

　並んで歩く湊のツインに結った髪の片方が俺の腕に当たる。

「すっごくすいた。録ってる途中でお腹鳴りそうになったし」

「そりゃ危なかったな。腹の虫でＮＧとか恥ずかしいだろ」

「でも、そういうのって割とあるみたいだよ」

「へぇ」

　声優ってのもなかなかに大変なんだな。

「んでリピートしちゃうけど、ペコペコで肉が食べたい気分ですわよ。肉肉っ！　地元帰るまでなんて我が慢まんできないから渋しぶ谷や寄って帰ろっ。ついでに夏物の服とか買い物したいし」

　地元に帰るまでって、たかだか電車で30分ちょい程度だろ。

「いいけど、おまえ金持ってるなぁ」

　事務所に通ってるだけじゃノーギャラで、むしろ色々教わってるから払わなくちゃいけないぐらいだし、湊みなとはバイトしてないんで俺と同じに小遣いしか無いはずなのに。

「だって今日は歩く財布が一緒だから」

「俺かよっ！」

　……何かバイトでもしようかなぁ……。

「ところで、お兄ちゃん」

「ん？」

　湊が不意に立ち止まり、俺に向いて言う。

「あのね……今日、お兄ちゃんが一緒に来てくれて、すごく嬉うれしかったし、心強かったし、あんなことになって、ホントいてくれてよかったって」

「まぁ、兄として当たり前のことって言うか……」

　急に湊に真面目まじめな顔で切り出されてキョドってしまう俺、情けない。

「うん、だからね、お兄ちゃん的には当然のことだってわかってるけど……」

　言いかけた湊が、いきなり正面からバッと抱きついて来て、俺の胸に顔を押しつけたまま言った。

「ありがとう、お兄ちゃん。……すっごく大好きっ」

「っ……あ、ああ、俺も、その、あ、ありがとな……」

　ここはまだ閑静な住宅街のただ中。

　俺は、周りに人目がないかとキョロキョロ挙動不審になりながら、湊が離れるまでその頭を撫なで続けたのだった。



    

  
    
      


第二話　彼女はタダモノじゃない





　◆　６月17日　金曜日　◆



　世の中的にはまだ梅雨の最さ中なかだと言うのに、もうこれ完全に夏だろって快晴が続いている、そんな初夏のとある日。

　そう、もう夏だ。

　カレンダー的にはまだ６月でも実際には本格的な夏。

　教室に冷房完備の私立校だったことに感謝しつつ、俺としては極力外に出たくない、そんなうんざりな季節に、二歳さい年下の妹・湊みなとは、むしろ以前にも増して元気だった。

　あのとんでもない声優初仕事の後、玉たん原ばら社長がお詫わびとばかりに（？）紹介してくれたのは、これまたゲームの仕事だった。

　升ます園ぞのさんにそれとなく聞いた話だとタマミプロダクションは元々ゲーム系の仕事が多い事務所で、逆にテレビアニメの仕事はあまり多くないのが少々悩みの種なのだそうだ。

　そんなわけで俺はまた湊の収録現場に付き添って行ったわけだけど、その時は以前のような社長の変な悪戯いたずらも無かったので（ちなみに万一のことを考えて俺と湊はとことん警戒して準備万端で行ったので結果的にとんだ取り越し苦労をさせられた）無事に収録を終えることができた。

　そう、収録は、ね。

　収録後の現場でプロデューサーさんから「おつかれさま！　じゃあ次はラジオでもヨロシクね！」って言われて、俺と湊は二人して「はい？」と首を傾かしげて間抜けな顔をしてしまったのだ。

　確かに、収録終わるまでは余計なことを伝えてプレッシャーかけたくなかったからとか言われたらそれまでだけど、ゲームの宣伝期間中だけとはいえネットで流すウェブラジオの仕事まで決まっていたなんて、そりゃいきなり教えられたら驚くだろ？

　そもそもラジオってのは声優の演技とは全く違う技量を必要とされるんじゃないのか？

　演技ですらまだヒヨっ子な湊にそんなのできるのかも非常に不安だ。

　まぁ、聞くところによると湊だけじゃなくて、もう一人、同じゲームのキャラクターを演じている声優と組んでやるそうだけど、俺としてはそれで心配が半分になるわけじゃない。

　ただ、どのみちやるしかないわけなんだから、俺はやっぱり例によってできる限りの応援をするしかなかった。





　てな流れで、今日は顔合わせを兼ねた打ち合わせってことで俺と湊みなとは代だい官かん山やまにある収録スタジオを訪れていた。

　放課後、校門前で待ち合わせた湊とそのまま来たので二人とも制服。

「制服も可愛かわいいね」とスタッフさんたちから当然の賞賛を浴びる湊はともかく、既に前回の収録で知り合っていたプロデューサーさんから「君って本当に高校生だったんだね」としみじみ言われた俺は、どう答えればよかったんだろう？

　ちなみに放課後、どこか寄って帰ろうと声をかけてきたユキオに、用事で代官山に行くんでと断ったら「だったら代官山名物のサブレを買って来てよ」って言われたけど、そんなものどこにも売ってなかったのでスタッフさんに聞いてみたけど、やっぱり知らないって言われた。

　とにかくそんな感じにロビーで談笑していた俺たちの前にもう一人、制服姿の少女が現れた。

「おはようございます。ボイスアーツ１ワンの櫻さくら塚づか唯ゆい里りです」

　湊とは違う、柔らかくて癒いやされるような、それでいてはっきりとよく通るその声でスタッフの談笑がピタリと止やみ、皆が声の主へと一斉に振り向いた。

　櫻塚唯里と名乗ったその少女は、集まった視線に恥ずかしそうに小首を傾かしげて微笑ほほえみ会釈する。



    

  
    
      



    

  
    
      

　湊みなとに比べても若干小柄なその子が着ている制服は確か俺でも知ってるくらいに有名なお嬢様女子高のものだったはずだ。

　でも制服以上に目を惹ひいたのはその子の可愛かわいらしさだ。

　何て言ったらいいのか、正に『芸能人』って感じの可愛さ。アイドルって言われても全く違和感の無い、とにかく『タダモノじゃない』可愛さが溢あふれ出でていて眩まぶしかった。

　この子、声優なんだよな？　声優でこんなに可愛いのってアリなのか？

　いや湊だって充分可愛いし、例えば茜あか音ねだって美人度では負けてないと思うけど、とにかく別次元の、磨き上げられた可愛さがこの唯ゆい里りって子にはある。

　そんな唯里の視線が湊の視線と絡んだ。

「もしかして辻つじ蔵くら湊さんですか？　初めまして。櫻さくら塚づか唯里です」

「あっ、はい、はは初めまして。タマミプロ預かりのつ、辻蔵湊ですっ。よよよよろしくお願いしますっ！」

　湊は何をそんなに緊張しているんだ？　そんな俺の視線に気づいた湊が言う。

「『戦せん国ごくＤＡダＫＡカＲＡラ』の『鶴つる姫ひめ』役の櫻塚唯里さんだよっ！」

　だから、そんなこと言われたって知らないっての。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　完全に一ファンと化している湊に対して大人な対応の唯里。いきなり格の違いが歴然だ。

「そ、そんな、こちらこしょぉっ！」

　おい湊、噛かんでる噛んでる。もはや挙動不審っぷりが変質者レベルに達してて、見た目が可愛くなかったら通報されてるレベルだぞ。

　いくら大好きなアニメに出てる声優に会ったからってそんなに緊張するなんて……でも確か升ます園ぞのさんだってそのアニメに出てたはずなのに全く緊張してなかったよな？

　それはともかく初対面の印象というのはとても大事で、そこでしくじると後々挽ばん回かいするのはかなり難しかったりするから、ここは俺もさりげなくフォローしておこう。

「辻蔵奏の兄の航わたるです。湊をよろしくお願いします」

　意図してやる機会なんて滅めつ多たに無いフレンドリィな笑顔で唯里に挨あい拶さつする俺。

「あ、お兄さんだったんですね。もしかしてお兄さんも事務所の方なんですか？」

「いや、俺は単なる保護者的な付き添いの素人です」

「そうですか。仲が良いんですね。羨うらやましい」

　そう言って微笑ほほえむ少女。

　漆黒と言っていいくらい黒くて艶つやのある真まっ直すぐに長い髪が印象的で、着物とか似合いそうなタイプだな。

「櫻塚さんは兄弟とかは？」

「私は一人っ子なので……あっ、私のことは『唯ゆい里り』って呼んでもらって構いませんよ」

　う～ん、いきなり女の子から名前呼びしていいよなんて言われても、恥ずかしくて、ちょっと困っちゃうな……。

「ゆ、唯里さんっ、わ、私のことも、『湊みなと』でお願いしますっ！」

「ええ、よろしくね、湊ちゃん」

　……？　今、にこりと湊に笑いかけた唯里を見て何か違和感を覚えたんだけど、気のせいか？

「それじゃあ早速だけど揃そろったところで打ち合わせ始めようか」

　ディレクターさんの声で湊と唯里はスタッフさんたちと一緒にミーティングルームへと入って行き、単なる付き添いの俺は一人ロビーで待つことになった。

　中の部屋からはかすかに声が聞こえてくるものの内容まではわからない。

　しんと静まったロビーに一人きりで待っているのは意外と退屈だ。文庫本でも持って来ればよかったな。失敗した。

　何気なくマナーモードにしていた携帯を開くとユキオから「買えた？」ってメールが来てたので「サブレなんて売ってないぞ。寝ボケるな」と返して閉じた。ユキオの機嫌をとる必要は無いので、もう無視しておこう。

　……しかしヒマすぎる。

　湊だって何度か仕事をして場慣れもしただろうし、打ち合わせだけだったら俺がついて来る必要は無かったかもな。

　いや収録にしたってもう必要無いかも知れない。

　現に唯里だって一人で来たように、そもそもマネージャー連れで現場に来る声優はそんなにはいないようだし。

　あ、そうだ。ちょっと唯里について調べておこう。

　俺は再び携帯を取り出して検索サイトに接続した。今さらだけど携帯でも情報の検索ができることを最近になって知ったんだ。

　いやだって、普段の通話やメールは湊かユキオとぐらいしかしなかった俺としては、それ以上の機能には興味が無かったわけで……。

　とにかく早速唯里の名前を入力するとプロフィールが現れる。

「へぇ……すごい子だったんだなぁ……」

　経歴によると唯里は幼少の頃から児童劇団で活躍していて、子役としてテレビドラマにも出ていた。

　声優としての実績ももう５年目で、年齢の割にはベテラン並みの実力だと評判の人気声優。

　生年月日までしっかり載っていて、現在15歳さいの高一ってことは俺の一つ下、湊の一つ上ってわけか。

「それにしても、もしかして唯ゆい里りって升ます園ぞのさんよりベテランなんじゃないか？」

　なるほどしかし、若くて上う手まくて、しかも可愛かわいいとなれば人気があるのも頷うなずける。

　湊みなとは可愛さはともかく声優としての実績で比べたら素人同然だから、俺も、いくら歳としが近いからってあまり唯里に馴なれ馴なれしく接するのはちょっと考えものかも知れないな。

　さて、それはともかく、打ち合わせはまだまだ続くようで終わる気配を見せない。

　手持ち無ぶ沙さ汰たで再び携帯を開くと予想通りユキオから「一日限定20個であるよ！」ってメールが返って来ていた。

　おいおい、そんなものがこの時間に残ってるわけないだろ、常識的に考えて。

　……まぁ、でもあまりにもヒマだから駅前まで戻って一応そのサブレを探してくるか。無かったら無かったで何か適当にクッキーでも買っておこう。ユキオはすぐ拗すねるけど懐柔するのは楽という単純なヤツだからな。

　俺は湊に外出する旨のメールを送ってその場を後にした。





　そして予想通り限定サブレなんて残っているわけもなく（でも売っている場所は見つけた）じゃあ立ち読みでもして時間を潰つぶそうかと思ったら書店を見つけられず、仕方なく30分程度でスタジオに戻り、そのままロビーでぼーっとしていると、ミーティングルームのドアが開いてスタッフさんたちがわらわらと出て来た。

「あっ、何だ、お兄ちゃんいるじゃん。てっきり私のこと置いて帰っちゃったかと思ったのに」

　って言うってことは、一度休憩か何か途中でロビーに出て、俺がいないのを見たってことか？

　だからって置いて帰ると思われるのは心外だけど、湊が冗談で言ってるのはわかるので敢あえて言い返しはしない。

「あーあ、せっかく唯里さんと、この後お茶して帰ろうって話してたのになぁ」

「べつに、邪魔なら帰るって」

　そもそも女の子同士、声優同士の付き合いに割って入るのもさすがに気が引けるしな。

「え？　何それ？　可愛い妹を置いて帰る気？　ひっどーい」

「支離滅裂だぞ、おい」

「そーゆーわけで、私と唯里さんがお茶してる間、店の外で待ってて」

「それはないだろっ！」

「湊ちゃん、あまりお兄さんをいじめたらダメだよ」

　くすくすと笑いながら唯里が会話に入って来た。

「いつものことだから気にしないでくれ」

「それじゃいつも私がお兄ちゃんのこといじめてるみたいじゃないのっ！　いじめっ子なのはお兄ちゃんの方のくせにっ！」

「その言われようは不本意だな。俺はいつだって湊みなとのことを可愛かわいがってるだろ」

　いや、猫っ可愛がりしてるわけでもないけどさ。

「じゃあ、いじめ可愛がってる」

「意味がわからないけど何な故ぜか否定し難いニュアンスだな」

「好きなのについいじめちゃうみたいな感じなのかな？」

　唯ゆい里りが聞いて来たので答えてみる。

「いや、小学生じゃあるまいし、いじめてないって。少なくともいじめてるつもりは無い。だから多分例えるなら、ペットの猫を可愛がりすぎて逆に嫌われるって感じの方が、まだ近い」

「べつに嫌ってないけど」

「じゃあ、いじめてるとか言うなっ」

「いひゃひゃいっ！」

　俺が湊のほっぺを軽くつねって言うと、湊が大おお袈げ裟さな悲鳴を上げた。

「ほら見たでしょ唯里さん。いじめてるよね」

「んー……何だかさっきからカップルがいちゃついてるのを見せつけられているようで、正直ちょっとむかつくかな」

「唯里さーんっ！」

　泣きつく湊に「冗談よ」と微笑ほほえむ唯里に、さっき引っかかったような違和感は無かったから、やっぱり俺の気のせいだったんだな。

　とりあえず、いつまでもロビーで長話をしているのも何なので、スタッフさんたちへの挨あい拶さつを済ませてスタジオを後にした俺たちは、唯里がオススメだと言う喫茶店へと向かった。





　その店は俺一人では、いやユキオと一緒でも絶対に入ってないような予想以上にファンシーというかメルヘェンな感じの喫茶店で、湊が「かわいいかわいい」と連呼する中、俺が人目をはばかるように続いて入ると、予想通り店内は若い女性ばかりで、漂う空気まで甘く感じられた。

　湊と唯里が『夕飯前でもケーキは別腹の法則』を発動させる中、俺はコーヒーだけ頼んで一息つく。

　いや、一息つきたいけど落ち着かない。

「お兄ちゃんちょっとキョドってるよ。不審者みたい」

「場ば馴なれしていない所に来れば誰でもそうなるだろ。例えば湊みなとが牛丼屋に入った所を想像してみろ」

「私、牛丼好きだけど」

「俺だってケーキは好きだから、そういうことを言ってるんじゃない」

「好きならお兄ちゃんも注文すればよかったのに。はい、あ～ん」

　湊がケーキを取ったフォークを俺の目の前に差し出したので、俺は遠慮無くパクッと食べる。

「えぇっ!?」

　すると唯ゆい里りが驚いた顔で俺たちを見た。

「ん？　どうした？」

「あっ、えーと、その……二人ってもしかして血が繋つながってない兄妹とかですか？」

「いや、俺と湊は正真正銘血の繋がった兄と妹だけど？」

　そりゃＤＮＡ鑑定までしたわけじゃないけど、生まれたばかりの湊と病院で初めて会った時のことを俺はうっすらとだけど憶おぼえてるし、両親だって呆あきれるほど仲が良い。

「そうですか……ううん、ごめんなさい。気を悪くしないでください。あまりにも仲が良いからびっくりしちゃっただけですから」

「家族で仲が良いのは普通だと思うけどな」

　そもそも、そんなに驚かれるほどベタベタしてもいないよな？

「それは普通でも、お兄ちゃんの私好き度はあんまり普通じゃないと思うけど」

「丸く収まりかけてたところで余計なことを言うなっ」

「もしかして二人って一緒にお風呂に入ったりとかします？」

　唯里が「変な質問だったらごめんなさい」って顔で聞いた。

「湊が中学校に上がったあたりからは入ってないよな？」

　それまでも、そんな毎日ってわけじゃなかったけど、そのあたりから何となく自然な流れでパッタリとなくなった気がする。

「家ではそうだけど、この前渋しぶ温泉に行った時、一緒に入ったじゃん」

「家族旅行とかは例外だろ」

　むしろ家族で温泉に行って一人っきりで入ってるってのもそれはそれで空むなしいだろ？　そもそもそれではしゃいでたのは湊の方だし。ちなみに「この前」ってのは今年の二月のことだからまだ半年も経たってないけど。

「悪いとか言ってないし！」

「えーと……うん、何となくわかりました。本当に仲が良いんですね」

　唯里が何だか苦笑していた。

「結果的にそうかはともかく俺は湊みなととは仲良くしてたいと思ってるしな」

「お兄ちゃん、いくら私が可愛かわいくても兄妹で結婚はできないんだよ？」

「そういう意味じゃないよっ！」

　むしろ小さい頃は「お兄ちゃんのおよめさんになるぅー」って言ってたおまえが言うな！

「えっ？　じゃあまさか私の体だけが目当てってことっ!?」

「……おまえは、俺を特殊な趣味の人間にしたいのか？」

「えっ？　私、そんなマニアックな体型かな？」

「そういう意味じゃないよっ！」

「だよねー、お兄ちゃんにはスタイルいい幼おさな馴な染じみがいるもんねー」

　それは多分茜あか音ねのことを言ってるんだろうけど、アイツがスタイル良くて俺が何か得するのか？　いやそれ以前にスタイルの良よし悪あしで接し方を変えるつもりも無いし。

「ふふっ、航わたるさんってちゃんと『お兄さん』してるんですね。さっき湊ちゃんに聞いたんですけど航さんって私の一個上ですよね？　だったら私も『お兄ちゃん』って呼んでいいですか？」

「ダ、ダメですよっ！」

「何で湊がダメ出しするのかはともかく、さすがにそれは変だろ」

「お兄ちゃん」



    

  
    
      



    

  
    
      

「っ!?」

　俺が拒んだのも聞かずに唯ゆい里りがいきなり発したその言葉は普段喋しやべってた時の声とはかなり違う本当に幼い子に言われたみたいで、正直ちょっとドキッとしてしまった。

「唯里さん、それ卑ひ怯きよう！　可愛かわいすぎっ！」

「湊みなと、おまえがときめいてどうする……」

「じゃあ……お兄様」

「なっ！」

　今度はさっきとは違って、大人びて品のある、割と唯里の地声に近い感じで言ってみせた。

　たった一言にでも明らかに演技が乗っているのがわかる。

「唯里さん、それもチョーやばいですっ！」

「だからどうしておまえが興奮する……」

　まぁ、さすがは人気声優ってところか。

「なるほど、航わたるさんは『お兄ちゃん』って呼ばれることが嬉うれしいわけじゃないんですね。残念」

「だから俺をどんな人間だと思ってるのかと。妹なんて一人いれば充分だって」

「えっ？　私だけでたっぷり満足ってコト？」

「確かに、実際に妹のいる人は妹には萌もえないって言いますよね」

　唯里、ナイススルー。一々湊につっこむ手間が省けた。

「でも傍はたから見たら俺はシスコンらしいんだよな。よく言われるし」

「でしょうね」

　あぁ、つまりその肯定は、早速唯里からもシスコンだと思われてるってことか……。

「ん？　……そういや湊は友達からブラコンとか言われないのか？」

　ふと流れで気になって聞いてみる。

「言われるわけないじゃん。お兄ちゃんがいることすら聞かれなきゃ言わないのに」

「存在すら秘匿してるのかよっ！」

　それはちょっと酷ひどいんじゃないか？

「それは、みんなに航さんのこと教えちゃって取られたくないからじゃないかな」

「そ、そんなことあるわけないですよっ！　ありえないですっ！」

　唯里の洩もらした言葉に湊が勢いよくつっこむ。

　まぁ、確かにそれは無いな。

　自分で言うのも何だけど、その程度でモテるわけがない。

　そもそも小学校の頃は近所同士の班で一緒に登校してたから俺と湊が兄妹なことぐらい知っている女の子は何人かはいるはずだけど、実際にモテた記憶は無いし。

「お兄ちゃんは私だけのものなんだからぁっ！」

　それを言ったのは唯ゆい里りだった。

　ただし、湊みなとの声を本当にそっくり真ま似ねての言葉だったので、俺も湊も思わず絶句してしまった。

「あ、あれれっ？　引いちゃいました？」

「……いや、何て言うか、声優ってすごいなって」

「そんなに似てましたか？　私、声真似はあまり上う手まくないんですけど」

「そりゃ冷静に聞いたら違うのはわかるけど、いきなりだったからな」

　声の質よりも、湊だったら絶対こう喋しやべるだろって感じがそっくりだったのが驚きだ。

　短時間で相手の口調を掴つかむのは才能って言っていいだろ。

「おい湊、対抗して唯里の真似してみろよ」

「ムチャぶり禁止っ！」

「私はそんなに特徴無いから難しいと思いますよ」

「と言うことは湊は割と特徴あるってことなのか？　どんなところなんだ？」

「んー、何て言えばいいんだろ？　気が強そうでいて甘えてるみたいな感じ？」

「つまり私はナチュラルボーンツンデレってヤツね！」

「意味わからないし、何で自慢げに言う……要は大人びて見えるけど中味は子供ってことだろ」

「ちびっ子名探偵？」

「逆だよ！」

　そこでふと気配に向くと唯里が必死に笑いを堪こらえていた。

「ご……ごめんなさい……ツボに入って……」

　いや、俺たち漫才してたわけじゃないんで、そんなにウケられても……。

　唯里は変にツボに入ってしまったらしく、それから落ち着くまで結構な時間を要したのだった。





　その後もこんな感じのたわいもない会話を交わしつつひとしきり談笑し終え、代だい官かん山やまの駅で逆方向の唯里と別れた俺と湊は、東とう急きゆう東とう横よこ線で渋しぶ谷やまで出てから京けい王おう井いの頭かしら線に乗り換えて家路についた。

　帰宅して夕食を済ませた俺はすぐに自室でノートＰＣパソコンに向かい、唯里について調べ直す。

　ちなみに以前は書斎にあるＰＣを使っていたけれど最近湊の件で度々使っていたのを見かねた父さんが買ってくれたものだ。

　俺は書斎にある父さんのを使えればそれでよかったんだけど「おまえもそういう年頃になったか」って妙に嬉うれしそうに言われ、俺としても強く断る理由は無かったから素直に好意に甘えた。「履歴は小まめに消せよ」って言われた意味がイマイチわからなかったけど。

　と話が逸それたけど、ＰＣパソコンで調べ直して列挙された唯ゆい里りの経歴に俺は思わず画面に向かって「出すぎだろ！」とつっこんでしまった。

　ゲームは勿もち論ろんのこと、今年に入ってからのＴＶアニメのレギュラー出演も数が半端じゃない。

　しかもどれも主役または準主役級の役ばかりで、これは『人気声優』どころの話じゃなく『超人気声優』じゃないか。

　そんな相手とさっきまで気軽にお茶してたなんてファンに知られたら俺は刺されるんじゃないか？

　こりゃラジオを一緒にやらされる湊みなとも例えるなら、ステーキに添えられたパセリみたいなもんだな。

「お兄ちゃん！」

　俺の失礼な思考を読み取ったかのように湊がいきなり扉を開けて現れた。

　……毎度思うんだけど、ノックぐらいしてくれないかな。俺にだって、いきなり開けられたくない時間というものがあってだな……。

「で、どうした？」

「お兄ちゃんラジオって聴く？」

「ああ、これでな」

　以前、湊の初仕事の練習に使ったＩＣレコーダーを差し出した。これにはチューナーがついていて元々はラジオの講座を聴くためのものだ。

「それ、英語講座とか聴くだけでしょ……」

「それ用に買ったものだし」

「はぁ……お兄ちゃんに期待した私がバカだったよ……」

「意味不明に落胆するな。一体何なんだ？」

「何って、そりゃモチロン、ラジオの仕事するんだからお兄ちゃんだってちゃんとラジオ聴いててくれないと、良よし悪あしの判断できないじゃないの」

「プロのスタッフがついててくれるんだから俺が判断することじゃないだろ」

　ゲームの収録の時でも俺は演技については何も言わなかったし言えもしなかった。

「せっかくラジオやるんだから聴いてくれなきゃヤダ！」

「いや、始まったら勿論録とるし聴くけど」

　ちなみに以前からゲームもプレイするよう何度か言われては、湊が出演してるゲームが発売されたらプレイするからと言ってかわしていた。

　俺は元々ＴＶゲームの類たぐいは殆ほとんど遊んでなかったので正直面倒くさいし。

　ゲームは収録が終わっても発売までは結構長いのが救いだったのに今度はラジオと来たか。

「唯ゆい里りさんが一緒だから聴くの？」

「何でそういう話になる」

「唯里さん、美人だよね～。性格も優しくて素敵だよね～」

　何だか微妙に話題がズレ始めたようだけど、湊みなととの会話ではいつものことだ。

「あのなぁ、見た目はともかく性格なんて一回会ったぐらいじゃわからないだろ」

　例えば茜あか音ねなんて何も知らないで初めて会ったら絶対あんな悪魔的な性格だなんて気づかない。

　長年付き合ってきた幼おさな馴な染じみの俺だからこそ知ってるわけであり、つまり唯里だって茜音ほどとは言わないけど猫を被かぶってるだろうし、そもそも初対面の相手にいきなり赤裸々な自分をさらけ出す人間の方が少ないだろう。

「唯里さんが実は腹黒みたいな言い方やめてよねっ」

「見た目で無条件には信じられないって言っただけで、そこまでは言ってないよ」

「お兄ちゃんって屁へ理り屈くつ屋だよね。素直に可愛かわいい人は可愛いって言えばいいのに」

「そりゃだって、人は見かけによらないってことを今まで痛感させられながら生きてきたからな……」

　そう振り返って考えると、俺の性格形成にどれだけ影響を与えてるんだ、茜音は。

「それ、もしかして私のこと言ってる？」

「見た目よりも可愛いという点では確かにそうだな」

　湊の場合、見た目は大人びているけど中味はまだまだ子供だからな。

「その言われ方はちょっと複雑なんだけど……」

　それに、唯里の場合は何かが引っかかるんだよなぁ。

「とにかく！　お兄ちゃんは、コレだけでもキチンとチェックしておくこと！」

　そう命令しつつ差し出された紙には、ラジオのスケジュールがプリントされていた。

「……こんなにか？」

「それ全部、声優さんがやってるラジオ番組。しかもその中でも面白いって評判で、元ネタ知らなくても楽しめるやつだけだから！」

「いやだから、それをおまえが勉強のために聴くのはわかるけど、俺が聴いても仕方ないだろ」

「ラジオなんて流しっぱなしにしとけばいいじゃん」

「それじゃ気が散って勉強できないんだよ」

「勉強してない時に聴けばいいし」

「読書してる時も同じく気が散るからダメだ」

「それ以外の時！」

「勉強と読書以外の時は……寝てるぞ？」

「お兄ちゃんって寝てるか本読んでるか勉強してるかしかないの!?　そんな人生でホントにいいの？」

「と、とりあえず今はそれでいいんじゃないかな？　将来に備えてって意味でも……」

　何やら湊みなとの攻勢に気け圧おされている感じな俺。

「よくないよ！　寝てるヒマがあったら私とゲームして遊んでよっ！」

「それが本音かよっ！」

「じゃあ私の部屋でゲームしながら一緒にラジオを聴くってことで決定ね♪」

　俺としてはそれが両立するとはとても思えないんだけど、やる前から失敗を想定しないのが湊の短所であり長所でもあるんだろうな。

「じゃあ、放送始まる前に呼びに来るからね！」

　そう言うだけ言って満足した湊が去り、再び静寂に包まれる俺の部屋。

「何してたんだっけ……って、唯ゆい里りについて調べてたのか」

　湊が来て中断したけど、これ以上調べてもあまり意味が無さそうだったので、そっとＰＣパソコンを閉じかけたその時、携帯が鳴った。

「ユキオか？」

　と思いきや未登録の番号だ。

　とは言っても俺の携帯に登録されている番号なんて片手ほどしかないので一々気にすることでもないか。

「はい、辻つじ蔵くらですけど？」

『ねぇねぇ、聞いてよお兄ちゃん！　私ね、ホントはお兄ちゃんのこと……大好きなんだよ……』

「……用は何だ？　唯里」

『あれっ？　似てませんでした？　電話だと普段より似てるって自信あったんですけど』

「確かにさっき真ま似ねた時よりは似てたけど、それでもわかるから」

　それ以前に実の妹、すぐ向かいの部屋にいますから！

『あ～ん、残念っ』

「で、どうした？　と言うか俺の番号をどうして知ってる？」

『それは企業秘密です☆』

「まぁ、いいけど……」

　どうせ湊に聞いたんだろ。と言うかそれしか考えられない。

『せっかく聞いたんだし、かけてみようかなって思っただけなんです。ごめんなさい。これ私の携帯なので航わたるさんも登録しておいてくれると嬉うれしいです』

「ああ、わかった」

　ちょっと無愛想に答えてはいるけど、それは緊張してるからで、いきなり可愛かわいい女の子から電話をもらって嬉うれしくない男なんていないだろ？

『今日は航わたるさんとお話しできて楽しかったです。またお茶しましょうね。何だったら湊みなとちゃん抜きで航さんと二人きりでも構いませんよ』

「あー……」

『？　嫌、なんですか？』

　唯ゆい里りとしては軽い冗談だったんだろうに思わず口ごもってしまった。

「いやそうじゃなくて何て言うか、俺としてはダメじゃないんだけど、色々とマズイんじゃないのかって。ほら、唯里って超人気声優なんだろ？　ファンに見つかったりしたらとかさ……」

『そうなったら恋人宣言しちゃいますから問題無いですよ♪』

「大アリだよっ！」

　思わず即ツッコミすると、電話口からくすくすっと耳心地の好よい笑いが返ってきた。

『冗談ですよ。あっ、冗談ってのは恋人宣言ってトコで、お茶しましょうってのは冗談じゃないですからね』

「いや、でもそれも……」

『大丈夫ですよ。私、べつにアイドルじゃないですから。むしろまだ彼氏がいないのかって友達から心配されるぐらいですよ？』

「さすがにそれはないだろ」

『ないって何がですか？　私、こう見えても年齢イコール彼氏いない歴ですよ？』

「そっちじゃなくて！　唯里は充分アイドルだろって」

　声優だって聞いてなかったら普段テレビに出てるって信じてしまうぐらいの可愛さだし、そもそも芸歴的には実際テレビの仕事だって結構やってたみたいだし。

『んー、それは航さんの目にはアイドル並みに魅力的に映ってるって意味だったら嬉しいですけど、単にネットとかの評判を見て言ってるのなら、ちょっと残念です』

「どうして？」

　正にその通りだったので、そう聞くしかなかったのだけれど、唯里は意外にも真面目まじめな口調で俺の問いにこう返した。

『……ネットに書いてあることなんて簡単に信用したらダメですよ』――と。

「そ、そっか。わかった。気をつけるよ……」

『あっ、そんなわけで、そろそろ切りますね。また電話します。それじゃあ、おやすみなさい♪』

「あ、ああ、おやすみ」

　すぐに普段の口調に戻って電話を切った唯ゆい里り。

　そして俺はしばし携帯を握ったまま、今の唯里との会話を反はん芻すうしていた。

「……まぁ、確かにそうだけど」

　でもネットをざっと見た範囲では特に悪いことが書いてあったわけでもなく、実際に唯里と話をした俺自身が読んでも違和感を覚えなかったんだけど、それを信用するなってのはどういうことなんだ？

　いや、おそらく俺がまだ見ていないだけでネットには中傷めいたこともきっと書いてあるんだろうな。

　それならそれで、情報の取捨選択に気をつければいいだけのことじゃないかな？



　――そう、この時の俺は、その程度の認識しか抱いてなかったんだ……。





　◆　６月18日　土曜日　◆



　翌日。土曜で学校が半日授業だったので、俺は一人で久しぶりにタマミプロダクションを訪れていた。

　べつに用も無しに来たわけじゃなく湊みなとの契約関係の書類を届けに来たわけだ。

　湊は明日いよいよ唯里とのラジオの収録なので、この程度で一々湊の手を煩わせることもないよなってことで、部活もしてなくて客観的にヒマ人な俺の役目となったわけなんだけどね。

　書類を渡してハイサヨナラってのも何なので、升ます園ぞのさんに出してもらったコーヒーを飲みつつくつろいでいると、升園さんも自分のを淹いれて向かいに座った。

「航わたるくんだけなんて初めてだよね」

「いつもセットですからね」

「湊ちゃん、明日はラジオのお仕事なんだっけ？　頑張ってね。って航くんに言っても仕方ないけどねぇ」

「ありがとうございます。湊に伝えておきますよ」

　升園さんは普通に話すと、少しぽわわんとした感じで唯里とはちょっと違う系統の癒いやし系けいな人だ。

　例えるなら唯里が森の泉のような清廉な雰囲気なのに対して、升園さんはひなたでコロコロ転がってる子猫みたいな感じだけど。

　って、いやいや、大人の女性に対してそれはちょっと失礼かな？

「あっ、そうだ。升園さん、ちょっと聞いていいですか？」

「ん？　何？　すごくプライベートなこと以外だったらいいけど？」

「いえ、升ます園ぞのさんのことじゃないんですけど、実は唯ゆい里り、櫻さくら塚づか唯里について升園さんの知ってることを聞きたいんです。一緒に仕事したことありますよね？」

「えっ？　唯里ちゃん？　あることはあるけど、どうして？」

「湊みなとが一緒に仕事をする相手だから、気をつけといた方がいいこととかあれば聞いておきたいかなって」

「んー、そう言われても難しいなぁ。何て言うか、よくわからない子かなってぐらい？」

「よくわからない？」

　割と正体不明なのは升園さんもですよと言い出しかけてやめ、続きの言葉を待つ。

「うん、唯里ちゃんは可愛かわいいし丁寧だし皆への気配りも高校生とは思えないほど気が利いてるんだけど、何て言うか、本質的な部分が全く見えない気がして……」

「裏がある、と？」

「そう言うのとはちょっと違う気がするんだけど、でも普段見せている表情には何か違和感があるかなぁって」

「なるほど」

　それは俺が何となく感じたことと似ている気がする。

「……ちなみに、升園さんから見て、俺や湊はどんな感じですか？」

「湊ちゃんや航わたるくんはすっごくわかりやすいよ」

「まぁ、確かに自分で言うのも何だけど単純ですからね」

　そう考えると、唯里はよくわからないってのはやはり的を射いてるのかも知れない。

「えーと、ちなみにぃ、航くんから見て私って年上の女性としてどうなのかな？」

「ちゃんとしてたらモテるのになぁって感じですね」

「それってつまり私ちゃんとしてないってことだよねっ!?」

「してるんですか？」

「っ！　……うぅ～っ……航くんの意地悪ぅ……」

　いじけてコーヒーを飲む升園さんはとりあえず置いといて俺は再び唯里について考える。

　結局は単に周りに対して壁をつくってるだけなのか？

　でも仕事柄、周りは大人ばかりなんだからそれは仕方ない気もするけどな。

「……唯里ちゃんの場合は特別だから」

　まるで俺の考えてたことを見透かしたかのように升園さんがぽつりと言った。

「はい？」

「唯里ちゃん、まだ高校生だから収録終わってからの打ち上げとかご飯とかも誘いづらいし、最近は若い同年代くらいの役者も増えてるって言っても同年代の子から見たら唯里ちゃんってキャリア段違いのベテランでしょ？　だから色々と難しいのかもね」

「周りからしてもちょっと扱いづらいってとこですか」

「扱いづらいとか思っちゃダメなんだけど、仕事上では全く問題無いから、それでいいかなって大人は思っちゃうのかもね。……うん、だからね、湊みなとちゃんや航わたるくんには先入観無しで唯ゆい里りちゃんとお付き合いして欲しいかな。もしかしたらそれで、仕事欲しくて売れっ子に媚こびてるんだろって陰口言われちゃうかも知れないけど」

「それならきっと大丈夫ですよ。俺も湊も、他人から何か言われてもあんまり気にしないタイプですから」

　湊の場合は気にしないって言うのとはちょっと違うんだけど、基本的に曲がったことが嫌いでポジティブ思考だから、くだらないことをいつまでも引きずったりしない性格なんだよな。

　決して打たれ強いわけじゃないんだけど回復力が異常に速いって感じか。

「のーてんき兄妹？」

「せめてマイペース兄妹と言ってください」

「あっ、今、むしろのーてんきなのはオマエだろって思ったでしょ!?」

「……き、気のせいですよ」

　そして俺は、そっと升ます園ぞのさんから目を逸そらした。





　◆　６月19日　日曜日　◆



　さらに翌日の日曜日。

　いよいよラジオ放送初日。

　ネットで流すラジオではあるんだけど、まずはリアルタイムに生放送して、後日録音版を公開するという形なので、何か失敗があった時にやり直しのきかない一発録どり形式だ。

　そのせいか現場に一時間以上前に入ったのに湊は緊張しっぱなしで、今は集中したいから一人にしてって現場の隅っこで丸まってて、スタッフさんたちから奇妙な目で見られていた。

　そんなわけで俺は非常に手持ち無ぶ沙さ汰たなわけで、かと言って無意味に現場をぶらぶらうろついて準備に忙しいスタッフさんたちの邪魔をするわけにもいかず、ただロビーのソファーに座っていた。

　こんなことなら小説でも持って来ればよかったと確か前にも思ってたはずなのにまた忘れてしまったのが情けない。

「お兄ちゃん、ヒマそうだね」

「だから、その呼び方はやめてくれと」

　気づくと唯ゆい里りが間近に立っていた。

　勿もち論ろん、今俺に「お兄ちゃん」と声をかけたのが唯里だ。

　唯里はそのまま俺の横にぽすんっと座る。

「実は私、すごくヒマなんです」

「それは見ればわかるけど、さすがに余裕だな。緊張とかしないのか？」

　むしろいきなり真横に座られた俺の方がちょっと緊張してるよ。

「そういうキャラじゃないですから」

「どんなキャラなんだよ」

「若いくせに妙に落ち着いて現場慣れしてるってキャラ」

「なるほど」

「……」

「……」

　そこで途切れる会話。

　しかし話さずにただ座っているだけだと、隣の唯里を妙に意識してしまって何だか落ち着かないので、俺は少し頑張って会話の継続を試みる。

「……あ、あのさ、唯里」

「はい？」

　俺の方に向いて答える唯里。その顔が近くに感じられて、自分の顔が紅潮していくのがわかった。

「えーと、この収録が終わったらさ、また、お茶でも行かないか？」

「そんなに私と行きたいんですか？」

　その問いに咄とつ嗟さに「いや、どっちでもいいんだけど」と照れ隠し的な返事をしかけて止やめた。自分から切り出しておいてそれはあまりにも失礼ってもんだ。

「あ、ああ、勿論、行きたいから誘ってるんだ」

「それって、もしかして私のこと口説いてます？」

「そ、そこまではしてないって！」

「ふふっ、そこは冗談でも肯定しておくトコだと思うんですけど？」

「俺は嘘うそとかかけひきとか気の利いたジョークとかは苦手なんだよ」

「そうだと思いました」

　くすくすと小鳥の囀さえずりのように笑う唯里。

「それと、ありがとうございます。誘ってくれなかったら、きっと私、航わたるさんたちに好かれてないんだなって落ち込んでいました」

「俺が誘わなくても、湊みなとが誘ってたさ」

「天然な湊ちゃんに、あっけらかんと誘われるよりも、航さんがテレながら誘ってくれた方が何倍も嬉うれしいです。女冥みよう利りに尽きるってやつですよ」

「そっか。なら俺としても恥ずかしい思いをした甲か斐いがあったってもんだな」

「でも、ごめんなさい。今日はこの後に次の予定があって行けないんです……」

「そっか。それじゃ仕方ないな」

　売れっ子は大変なんだな。

「本当に本当なんですよ！　すっごく残念なんですから、次も絶対誘ってくださいね！」

「ああ、わかった。信じるよ」

「えっ？　信じちゃうんですか？　航わたるさんって案外ちょろいですね」

「信じるさ。唯ゆい里りを落ち込ませることに比べたら、俺が恥をかく程度、大した苦じゃないからな」

「っ……」

　唯里が、珍しい生き物でも見るような顔をしていた。

「？　俺、変なこと言ったか？」

「ええ、聞いてるこっちが恥ずかしくなるようなことを平然と言いました」

「そ、そりゃ悪かったな」

　そんなに変なこと言ったかな？　いや俺って時々空気読めてないことサラッと言うってユキオにもよく言われるから、多分言っちゃったんだろうな。

「せっかくですから録音しておきたいので、もう一度言ってください」

「やだよっ！」

「それは残念です」

　俺の鼻先に突き出していた携帯を不満そうに引っ込める唯里。

「ところで航さん、一つプライベートなことを聞いてもいいですか？」

「まぁ、答えられることなら」

「航さんって付き合ってる彼女さんは、いるんですか？」

「いるように見えるか？」

「質問に質問で返しちゃダメですよ」

「いないって」

　勿もち論ろん俺だって彼女が欲しくないわけじゃないけど、そんなに積極的に欲しいと思ってるわけでもなく、なんとなく自然な流れ任せにしてます的なポーズをしてるわけで、冷静に考えるとみっともないな……。

「それは湊みなとちゃんがいるからですか？」

「ああ、やっぱりそっちの勘違いか」

　そう言われたのはこれが初めてじゃない。

　周りからシスコンとして認識されてる俺は、それ故に他の女の子には興味が無いと思われてるらしい。

「湊みなとは関係無いよ。俺が湊に気を遣って彼女がいないわけじゃないし、湊に彼女つくるなって言われたわけでもない。単に俺がモテないってだけさ」

　……おいおい、自分で言ってて落ち込んできたぞ。

「そうですか？　航わたるさんが付き合ってくれって言ったら、大抵の女の子からはＯＫ貰もらえると思いますけど」

「付き合ってくれ」

「いいですよ」

「え……」

　話の流れの勢いで言ったら即答されてしまった。

「今のは冗談って言うのはナシですからね」

　俺に向けられた唯ゆい里りのにこやかな笑顔が何だか悪魔の笑みに見えるのは気のせいだろうか？

「い、いや、ごめんっ。調子に乗った俺が悪かったから、許してくれ」

　調子に乗ったどころか俺自身の顔が沸騰したみたいに熱くて真っ赤になってるのが自覚できるくらい恥ずかしい。

　恥ずかしいどころか、やっちまった感バリバリで今すぐこの場から逃げたかったけど、唯里が俺の腕をしっかり掴つかんで言った。

「仕方ないですね。じゃあコレは貸し一つですからね」

「あ、ああ、ホント悪かった、タチの悪い冗談言って……」

　貸しでも何でも許してもらえたならそれで満足だ。

「そんなに謝らなくてもいいですよ。実は私、男の人に付き合ってくれなんて言われたの初めてだったから、ドキドキしちゃいました」

「お、俺だって、冗談でも女の子に言ったのは初めてだよ……」

「えっ？　だったらやっぱりここは記念に付き合っておくべきじゃないんですか？　初めて同士ってレアじゃないですか」

「いやいや、結果から動機を逆付けするのはおかしいだろ」

「そうでもないですよ。例えば、好きだった人に嫌われた時、自分はその人のことなんて最初から好きじゃなかったって思い込んで気持ちを整理することもあるじゃないですか」

「心理的な防衛機能みたいなものか」

　理屈としてはわかるけど、でも実際自分に置き換えてみるとピンとこないな。

　例えば湊や茜あか音ねやユキオに嫌われたとしても、それまで自分がその相手に抱いていた気持ちを書き換えてしまうのは俺にはちょっとできそうにない。

　それはナシにするんじゃなくウソで塗りつぶすみたいな気がするんだ。

「航わたるさん、でも自分にはできないなって顔してますね」

「ああ、図星だ」

　どうやら俺は、考え込んでることが顔に出るらしいな。

「それは、きっと航さんが良い人だからですよ」

「唯ゆい里りは違うのか？」

「はい、私は悪い子ですから」

　天使のような笑顔で唯里がきっぱりとそう答えた。

「ちなみにこれは謙けん遜そんとかキャラ付けとかで言ってるわけじゃないので、そのままの意味で受け取ってくださいね」

「そんなこと言われて、俺にどうしろと？」

「それは私が答えることじゃないと思いますけど」

「……まぁ、確かに、その通りだな」

　良い子であれ悪い子であれ、どう接するかは俺の意志次第だ。

「正直、俺はまだ唯里のことがよくわからないんだけど、でもだから、もっと知りたいって思う。きっと嫌ってたらこういう気持ちは抱かないんじゃないかな」

「……航さん、やっぱりキスしませんか？」

「何がどう『やっぱり』に繋つながるのかわけわかんないし、キスしようなんて話もここまで出てなかっただろっ！」

　心臓飛び出るかと思ったドッキリビックリを誤ご魔ま化かすように強くつっこむと、唯里がふわりとソファーから立ち上がり、くるりと可愛かわいらしく回って俺に言った。

「ついつい楽しくて、たくさんお喋しやべりしちゃいました。そろそろ時間なので行きますね」

「あ、うん、頑張って」

「はい、頑張って湊みなとちゃんをいじめちゃいます♪」

「そこは頑張らなくていいからっ！」

　そんな俺のツッコミから軽やかに逃げるように唯里は去って行った。

　……さて、俺も一応、湊の様子を見に行くか。

　今日は俺も調整ルームで間近に収録風景を見学させてもらえるから、柄にもなく緊張してきたけど、きっと唯里が頑張ってフォローしてくれるだろうから大丈夫だ。

　そう、そんな甘い考えを俺は抱いていたのだった。





　14時の時報と共にタイトルテーマ曲が流れ始め、ディレクターさんの合図キユーが入る。

「セイクリッドフォース！」「唯里と」「湊の」「こちら聖セントクレアディス大聖堂広報電波発信局ーっ！」

　生放送の出だし、タイトルコールはとりあえず上う手まくいったけど、湊みなとは若干声が上ずっていて、まだかなり緊張しているみたいだ。

「さぁ、遂ついに遂に始まってしまいました、ゲームステーション３用ソフト『セイクリッドフォース』を紹介していっちゃう番組、『「こちら聖セントクレアディス大聖堂広報電波発信局』です」

　唯ゆい里りの前説に続いて湊が入る。

「『セイクリッドフォース』は総勢80名以上の登場人物たちが異世界バーンズグロウスを舞台に繰り広げるシミュレーションＲＰＧで、ガンバルソフトからこの秋発売予定です」

「湊ちゃん、カンペだだ読みになってるよ」

「はうっ!?」

「さてさて、というわけで、パーソナリティーを務めますのはシルフィー役の私、櫻さくら塚づか唯里と」

「あぁっ、えと、レティス役の辻つじ蔵くら湊ですっ」

　湊が緊張してるのを敢あえて隠さずに唯里が上手いことネタにして引っ張ってる……って解釈でいいのかな？　何にせよさすがは場ば馴なれしている唯里だ。

「今日は第一回目ということで特別に生放送でお送りしているんですよー。いきなりムチャぶりしますよねー。普通そういうのって何回かやってそろそろネタ切れしてきたかなって時だと思うんですけどね」

「そ、そうですね」

　室内に置かれたＰＣパソコンの画面を覗のぞき込こむと、今正にこれがネット放送されていて、それに対して視聴者がコメントをリアルタイムで書き込める仕組みになっているようで、『誰？』って書き込みが大量に流れていた。

「んー、湊ちゃん、まだ緊張してるのかな？　湊ちゃんはこのラジオがデビューなんだよね？」

「あ、えと、お仕事は一つ、まだ発売してないゲームにちょっとだけ出てるんですけど、その次に、この『セイクリッドフォース』に出させていただきましたっ」

　そうか、確かに、あの初仕事のゲームはまだ発売していないから、正にこれが湊の初お披露目なのか。これはうっかりしてたぞ。経歴としての仕事が何一つ世に出ていない状況でいきなりトップクラスの人気声優である唯里とのコンビで出演って、とんでもないことじゃないか。

「湊ちゃん、まだ中学生なんだよね」

「は、はい、中三です」

「私より年下の声優さんってあんまりいないから、私今ぶっちゃけチョーお姉さんぶっちゃってますよ？　一歳さいしか違わないんですけど」

　唯ゆい里りってラジオだと普段より明るい感じで喋しやべるんだな。どっちが作ってるキャラなのか、ちょっと気になる。

「あ、でも唯里さんって誕生日まだですよね？　私、もう15歳さいだから今は同い年じゃないですか？」

「うわっ、いきなりお姉さん度ダウンだよ！」

　今の湊みなとのツッコミは台本とかでは無く素だ。

　そもそも台本は番組の構成順と概要が書かれているだけで、細かいトーク内容までは書かれていない。

　とにかく、だんだん湊も緊張が解けてきて調子を取り戻してきているみたいだな。

　これで一安心か？

「皆さん、聞いてくださいよー。前に番組紹介用の写真撮ったんですよ。皆さんも既にご覧になってると思いますけど。それもねー、スタッフさんみんな、湊ちゃんの方が年上に見えるって言うんですよー。酷ひどいですよねぇ！」

　確かに湊は実年齢より多少は大人びて見えるけど、唯里だって子供っぽいわけじゃないから、そんなに差があるとも思えないけどな。

　喋り方や声は唯里の方が湊より断然大人びてるから、ラジオだけ聴いてると明らかに唯里の方が『姉』って印象を受けるだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      

「私の方が背がちょっとだけ高いからかな？」

「そうだよ。何食べたらそんなに育つんだよ、もぅ！　……やっぱり牛丼？　湊みなとちゃん牛丼好きなんだよね？　私、牛丼って食べたこと無いからなぁ」

　湊の方がほんの二、三センチだけど唯ゆい里りより背が高いのは事実だけど、湊が高いと言うよりは唯里が平均より小柄なわけで。

「はい、牛丼はマイソウルフードですからね」

　おまえ、そんなにいつも牛丼食べてるわけじゃないだろ、と思わず心の中でつっこんだ俺。

　まぁ、流れ的にお調子者の湊がそう答えるのはわかるけど。

「やっぱり牛丼かぁ～……って、え？　そろそろ番組進めろ？　わわっ、ごめんなさ～い。これ牛丼の番組じゃないですよねぇ」

「牛丼のＣＭのお仕事とかウェルカムですけど」

「湊ちゃん、怒られるからそれ以上はダメーっ！」

　調整ルームで様子を見守るスタッフさんたちから時折笑いがこぼれるけど、俺にはそんな余裕は無い。

　湊が調子に乗ってきたから逆に下へ手たなことを言いやしないかとヒヤヒヤしてきている。

　その後も若干グダグダ気味なやり取りをしつつ、番組はＣＭに入ると、すかさずディレクターさんから指示が行く。

「うん、いい感じー。そのまま流して行こうねー」

「ちょっとぐだぐだっぽいけど、大丈夫ですか？」

　唯里が聞いてきた。

「可愛かわいい感じ出てるからオッケー。唯里ちゃん、もっと湊ちゃんのこといじっても大丈夫だよー」

「はい、わかりました」

「えぇっ!?」

　唯里の返事にぎょっとする湊。

「じゃあＣＭ明けるから、続きヨロシクっ！」

「はーい」

　二人揃そろっての可愛い返事が来たところでＣＭが終わり、トークが再開した。





　それ以降はリスナーから来たメールを紹介したり、ゲームの紹介を兼ねたクイズコーナーをしたりで、俺の心配をよそに番組は順調に進んで行った。

　湊も最初の緊張はどこへやら既に落ち着いたどころかノリノリになって時折唯里を口ごもらせるほどで、吸収力というか適応力というか、とにかくその精神的な逞たくましさには俺でも感心する。

　そうして番組はいよいよ終盤に入り、終了予定時刻まで残り５分ほど、二人のフリートークコーナーへと入っていた。

「さぁ、番組も気づいたら終わり間近になってきたということで、あとは私と湊みなとちゃんとでぐだぐだトークをして時間潰つぶしをするわけなんですが」

「あ、延長お願いしまーす」

「カラオケじゃないですー」

「５分あったら一曲は歌えますよ？　リクエストしたら多分流してくれるんじゃないですか？　ねぇ」

　湊が、こっちに向いてスタッフさんたちに聞く仕し種ぐさをする。

「あっ、私、生なま歌うたは事務所からＮＧ出されてるからダメダメっ！」

「誰も唯ゆい里りさんに歌っていいなんて言ってませんよ」

「アンタが歌いたいだけかいっ！」

　と、こんな感じにグダグダなトークが続いていた、その時――

「ところで湊ちゃんって、お兄さんがいるよね？」

　唐突に唯里がその話題を振ったのだった。

「えっ？　あ、はい、いますけど？」

「て言うか、今日も付き添いで来てるよね。ホントいつも仲良いよねぇ」

「そ、そんなことないですよ。べ、べつに頼んでないのに勝手について来ただけだし、あっ、ほら、きっと唯里さんに会いたかったからじゃないですか？」

　こらこらこらーっ！　全国に数多あまたいる唯里ファンの殺意が、きっと今一斉に俺に向けられたぞ!?

「へぇ、そうなんだ。だったら湊ちゃんのお兄さん、私が貰もらってもいい？」

　って、唯里は唯里で何を言ってくれるんだっ!?　もし俺が明日、学校の前で刺されたらどうしてくれる!?

「なななななーっ!?　そ、それはダメですよ、ダメですダメです！　絶対ダメですっ!!」

「えー、何それ？　結局、湊ちゃんってお兄ちゃん大好きな、お兄ちゃんっ子なの？」

「そそそんなことないのですよっ、それとこれとは違ったりする問題なのですよ？」

「湊ちゃん、口調変になってる。落ち着いて」

　そうだ、落ち着け湊。事実がどうであれ、そこで動揺したら墓穴を掘り続けるだけだぞ。

「だから私が言いたいのはですね、お兄ちゃんは超危険なんですから唯里さんは絶対に近づかない方がいいですってことですっ！」

　……俺をどんなヤツにしたいんだ、湊……。

「こんなこと言ってますけど、この前、湊みなとちゃんったら、お兄さんと腕組んで帰ってたんですよ、皆さん」

「えぇーっ!?　みっ、みみみ見てたんですかっ!?」

「えっ……あー……ごめんなさい。ちょっとカマかけてみただけなんだけど……」

「はうぅっ!?」

　湊がぷるぷる震えつつ、すがるような視線でガラス越しの俺を見ていた。

　だから俺は「心配するな」と頷うなずき返し、指示用の小さなホワイトボードに書いて見せた。

『問題無い』と。

「問題あるから聞いてるんじゃないの、お兄ちゃんのばかぁっ!!」

「み、湊ちゃん！　そんなこといきなり叫ばれてもリスナーさんには何が起こってるかわからないよっ！」

「ひゃうぅっ!?　ご、ごご、ごごごめんなさぁーいぃっ！」

　墓穴掘りすぎて地球の裏側まで抜けた感じだけど……これって俺のせいなのか？





　生収録を終え、スタジオからの帰りの電車内。

　湊は黙りこくったまま俺の隣に座っていた。

　怒ってるわけじゃないのはわかる。

　だったらそもそも隣に座って、ややふてくされ気味にとはいえ俺に寄りかかってきたりはしてないはずだし。

　多分今、湊の脳内では猛烈な勢いで反省会が行われているのだろう。

　だから俺も下へ手たな慰めは言わず、ただ黙ってた。

「……まだリサにしか話してなかったのに……」

　いきなりそうこぼした湊。

　ちなみにリサってのは俺も知ってる湊の親友で、おそらく湊と同じような趣味の子だ。以前イベントに一緒に行ったのもきっとその子だろう。

「……今日のでオタク趣味な子には、私が声優してるってバレちゃったなぁ」

「は？　そっちの心配か？」

「さっきの失敗のことは、もういいよ。落ち込んでても時間は戻らないし」

「まぁ、確かにな」

　どうやら脳内反省会は終了したものの、若干の懸念が残っていたってことか。

「でもそんなの最初からわかりきってたことだろ？」

　実はデビューするにあたって芸名をつけようかという話は出ていた。

　なんか芸能人っぽくていいよねって安易な理由ではなく、今のこの時代、本名は何かとリスクがあるからだ。

　そんなわけで三日ほど升ます園ぞのさんまで巻き込んで色々と考えた末に、結局本名が一番しっくりくるから本名でいいかー、となったのだ。

　ちなみに升園さんも実は芸名＝本名だけど、それは、芸名を使わないことを条件に両親から役者になる許可を貰もらったからと言う、重いんだか軽いんだかよくわからない理由だった。

「うん、どうせいつかはバレちゃうしって覚悟はしてたけど、今日の明日で学校行くのは、ちょっと気が重～い……」

「サイン攻めに遭うかもな」

「わわっ！　サイン考えてないっ！　ていうかサインとか安易にしちゃっていいの？」

「少なくとも学校内ではやめといた方がいいだろうな」

「……とか色々心配して行ったら、なーんもノーリアクションで拍子抜けだったりするんだよねー」

「現実なんてそんなもんだろうな」

「もぅ、お兄ちゃんさっきから空返事ばっか！　私のことなんてどうでもいいわけ？」

「湊みなとなら大丈夫だろって思って過保護に心配してないだけだ」

「なんかそれって妹としてはちょっと損した気分ーっ」

　俺は苦笑しつつ湊の頭をポンッと軽く叩たたくように撫なでた。

「手抜きはしてない」

　兄として妹を可愛かわいがることに関しては、だ。

「どうかなー？　最近すっかり唯ゆい里りさんに夢中じゃないのぉ～？」

「夢中ってほどじゃないな」

　少し気になってるってのは否定しない。

「じゃあ、どれぐらい唯里さんのこと好きな感じ？」

「……そこそこ、ぼちぼち、程度かな？」

「何それ、微妙すぎて応援しづらい」

「応援してくれるのか？」

「だって、実の兄がイイ歳とししてカノジョの一人もいないって恥ずかしいしー」

　何か前に、ユキオを嫁に貰えばいいとか言ってなかったか？

「応援されたからって唯里を彼女にってのはハードル高すぎだろ……」

「そっかな？　結構イイ雰囲気だと思うけど？」

「からかわれてるだけだろ」

「そっかなー？　私の女としての勘が脈アリって告げてるんだけどなー？」

　ここで、湊の勘なんてアテになるかよって返すのも野や暮ぼだな。

「まぁ、何だ、じゃあ、なるようになれって流れで」

「お兄ちゃん、さすがにそれだと今までと全く変わってなくてよくないと思うよ」

「どうしろと!?」

「カンタンだよ。チャンスはゼッタイ逃さない！　コレだねっ☆」

「お、おう……」

　湊みなとを慰めていたつもりがいつの間にか俺が叱しつ咤たされる展開になっていた。

　とりあえず明確に判明したのは、やっぱり湊は、俺に彼女ができることについては全く反対してないってことで、それはそれで若干の寂しさを覚える俺だった。





　◆　６月20日　月曜日　◆



　ラジオ放送の翌日。

　オタク系のクラスメイトが何か話しかけてくるかなと身構えていたがそんなことも無く俺の平凡な一日が過ぎつつあった昼休み。

　購買でパンを買って教室に戻る途中、渡り廊下にある自販機に来た俺の肩をいきなり掴つかむやつがいた。

「ちょっとカラダ貸してよ航わたる」

　説明するまでもなく、こんなことを言ってくるヤツは茜あか音ね以外にありえない。

「イヤだ」

　なので断固拒否以外の選択肢など無いという強い意志表明。

「貸さないと今ここで抱きつくけど」

「どこへなりとお伴しましょう、お嬢様」

　速攻で覆くつがえされる意志。

　そのまま人ひと気けの無い物陰まで茜音に連行される俺。

「……で、何の用だ？」

「用が無きゃ航と話しちゃいけないの？」

「……」

　ここで下へ手たに「そうだ」と答えても待ってましたとばかりに無駄なやり取りが続くだけだと判断して沈黙すると、茜音が仕方なく本題を切り出した。

「でさぁ、聴いたよ聴いたよ聴いちゃったよ、湊ちゃんのラジオ～」

「何？　放送のこと教えてなかったのにどうしてオマエが聴いてるんだよっ!?」

「アンタ、私のアンテナ甘く見すぎ。そもそもあんな相談されといて、その後のチェックをしてないと思うわけ？」

　しまった。あの相談以来何も言ってこなかったから、茜あか音ねが偽りなく本気のオタクなことを忘れて油断していた……。

「……それで？」

　動揺を隠しつつそう聞き返すと、茜音がスッと顔を近づけて来て、妖しく囁ささやいた。

「航わたる、アンタさぁ、これからはちょっと気をつけた方がいいよぉ～」

「は？」

「声優ファンって恐こわいんだよぉ？　恨みを買っても知らないよぉ～」

　おい、顔近いぞ。息かかってるって。こんな状況を誰かに見られたら社会的に死ぬだろ俺が。

「気をつけろと言われても、湊みなとは妹だし、どうしろと」

「まぁ、湊ちゃんはある意味ブラコンってキャラが立ちつつあるからいいけどさぁ」

　いやそれはどうなんだ？　湊が聞いたらメッチャ嫌がりそうなんだけど。

「問題は、ゆいりんの方」

「ゆいりん？　櫻さくら塚づか唯ゆい里りのことか？」

「そそ、通称ゆいりん」

　そんな愛称がついてたのか。今度会ったら試しにそう呼んでみようかな。

「ゆいりん、若手では今一番人気だからヘタに仲良くしてると恨まれるよ、妬ねたまれるよ、男の嫉しつ妬とは恐いよぉ～」

　嫉妬の恐さに男も女も無い気がするけど、それは言われなくても身に染みてわかってるから茜音と仲良くしてる所を誰かに見られたくないんだよ！

「……まぁ、わかった。気に留めておく。忠告ありがとな」

「感謝するならまたウチに遊びに来てよ。ママも待ってるってさ」

「じゃあオマエがいない時に行くよ」

「じゃあその隙すきに私は航の家に」

「来るなっ！」

「何それ傷つくなぁ」

　全く傷ついた感じがしない笑顔で茜音がそう言った。

　まぁ、俺もそんなに本気で言ったわけでもないから、そのあたりはわかってるんだろう。これが幼おさな馴な染じみテレパシーの便利でありイヤでもあるところだ。

「話が済んだのなら俺はここで」

「じゃあ、誰か見てるかも知れないから、告白して断られた感じにショボくれて立ち去ってって」

「何で俺がそんな役回りを……」

「嫌なら『カップル成立ぅーっ』って感じに腕組んで一緒に行くけど？」

　……結局俺はショボくれた感じに茜あか音ねを残してその場を後にしたのだった。





　◆　６月26日　日曜日　◆



　前回のラジオ収録から一週間後。

　今日は生放送じゃないけど、基本は一発録どりだそうだ。

　まぁ、その方がライブ感が出るのは確かだしな。

　例によって現場に着くともうすることが無く手持ち無ぶ沙さ汰たでいた俺の前に唯ゆい里りがとととっと寄って来た。

「航わたるさん、私に何か言いたいことがありますよね？　言うべきことがあるんですよね？」

　初対面の時の清せい楚そなお嬢様風な雰囲気はどこへやら、今日の唯里は何やら小動物的な可愛かわいさすら醸し出している。元々湊みなとよりも小柄だしな。

　勿もち論ろん、唯里が何を言いたいかはわかっている。わかっているんだけど……。

「収録が終わったらお茶しようって件なんだけど……」

　俺が言葉を濁したのを察したのか、唯里の表情が少し曇る。

「都合が悪いんですか？」

「いや、俺は特に予定も無いんだけど、今日は湊がこの後、歌のレッスンが入っちゃって一緒に来られないんだ」

「そうなんですか……」

「湊は、だったら二人で行けば？　って言ってたけど、さすがにそれはマズイかなって思ってさ」

「えっ？　湊ちゃんＯＫ出てるんですか？　なーんだ。だったら全然問題無いじゃないですか」

「いや、多少なりとも問題あるだろ、色々と……」

「無いですよ、ぜ～んぜんっ！」

　何な故ぜそこまで自信満々に胸を張って言い切れる？

「……マネージャーさんの許可は取ってるのか？」

「友達とお茶するのに一々許可なんて要いりません」

「友達ねぇ……」

「友達ですよね？」

「んー、微妙だなぁ」

　否定したくない気持ちはあるけど客観的に見てまだその域でもない気がするんだ。

「じゃあ今のところは恋人以上友達未満なんですね」

「そう、そんな感じ……って、おい！　違うだろ！　一瞬納得しかけたぞっ！」

「ちっ、気づきやがりましたか。勘のいいヤツですね」

　ガラの悪い台詞せりふを可愛かわいく言う唯ゆい里り。

「じゃあ、今日お茶して二人の距離を一気に縮めましょう！　約束ですよ」

「約束するのはお茶することだけだぞ」

「口約束だけだと不安なので念のためこの婚姻届にサインを」

「しないよっ！」

　ちなみに唯里が婚姻届だと言って差し出したのは台本だけど。

「ところで湊みなとちゃん、歌のお仕事が来たんですか？」

「あ、いや、そんな話は無いけど、いつ来るかわからないから今のうちから通っておけって玉たん原ばらさんに言われてさ」

「あー、レッスンは大事ですよねぇ。私、歌とか超苦手で……」

「唯里ってＣＤ出してたよな？」

　いや、そう聞いといて何だけど、実はもう手に入れて持ってるんだけどね。

「一応出してはいますけど、よく音外すんですよね、私」

「そんなこと無かったけど」

「そこはほら、今はキカイの力でどうとでもなりますから」

「そうなのか？」

「ええ、キカイの力おそるべしですよ。何回か録とった中から一音一音良かったのだけを切り貼ばりして編集できますからね」

「そりゃすごいな」

「ボーカロイドも真っ青です。だから私イベントとかで生歌しなきゃいけない時はもうドッキドキなんですよ」

「へぇ……」

　と、話題が与よ太た話に移行しかけてたところで湊がやって来た。

「お兄ちゃん、唯里さん、ちゃんと誘った？」

「ええ、もう結婚の約束まで」

「してないよっ！」

「おめでとう、唯里さんっ！　これからは『お姉ちゃん』って呼ぶね！」

「ありがとう。嬉うれしいわ湊ちゃん。……あ、このネタ、ラジオで話していいですか？　婚約発表ってことで」

「いいわけあるかっ！」

「唯里さん、さすがにそれは私も引くわー」

「湊ちゃんに裏切られたっ！」

「お！　ほらディレクターさんが手招きしてるぞ。行ってこい二人とも」

「「はーい」」

　可愛かわいらしい声をハモらせながら二人が立ち去り、俺はソファーに深々と背を預けた。

　実は唯ゆい里りと話していると油断ならないせいもあるのか結構疲れる。

　ただ、それはどこか心ここ地ち好よい疲れでもあるんだけど。





　そして今日は何ごとも無く収録を終え、湊みなとはすぐその足でレッスンへと向かい、俺は唯里と一緒にスタジオを後にしていた。

「……」

　無言のまま並んで歩く俺たち。

　微妙に気まずい感じがしないでもないけど、話題が思いつかない。

　あれっ？　もしかして俺、緊張してるのか？

　て言うか何も考えないでスタジオを出て来たけど、前に行った喫茶店でよかったのか？　別の店に行くべきじゃないのか？

　いや落ち着け俺。たかが湊がいないだけじゃないか。だったら湊もいると思えばいい。ほら、『エア湊』ってやつだ。

　――ぎゅっ。

「なっ!?」

　後ろから走って来た自転車がチリリリーンとベルを鳴らしながら俺たちのすぐ脇わきを通り過ぎた拍子に、唯里がテンパっていた俺の左腕にいきなりしがみついていた。

「航わたるさん、前に行ったお店に向かってますよね？　今日はそっちじゃないですよ」

「……そ、そうなのか？」

　通り過ぎて行った自転車のベルの鳴らし方が『イチャつきやがって！』って責めてるように聞こえた気がしたのは、きっと傍はた目めにはカップルっぽく見えたからだろう。

「私、行きたいお店があるって言ったじゃないですか。聞いてませんでしたね？」

「ご、ごめんっ……」

「さぁ、こっちです」

　唯里はしがみついたまま俺を誘導するように歩いて行く。

「ゆ、唯里、離してっ……」

「面白いからイヤです」

「からかってんのかっ！」

「前に言いましたよね？　私は悪い子だって」

「ここでその伏線が来るのかよ……」

「航わたるさんはおとなしくこのまま腕に当たる慎つつましやかな私の胸の感触を堪たん能のうしていればいいんです」

「しかもそれ自分で言うか……」

　湊みなとも時々こういうことをしてくるから、むしろそこに意識を集中しちゃいけないって訓練が自然とされていて、言われるまで気づかなかったよ。

「慎ましやかで悪かったですねっ！」

「自分で言っといてキレるのかよ！　もうわけわかんないよっ！」

　いや、控えめでありつつ、しっかりとその膨ふくらみの柔らかさは伝わってきていて、正直困ってたところなんだけどね。

「女の子は不思議でできてますから」

「何きれいにまとめようとしてるんだ、この子は」

「そうそう、そんな感じです」

　唯ゆい里りの笑顔にハッとなる俺。

　こんなたわいの無い言葉のやり取りだけで緊張はすっかりほぐれてた。

　ただ、だったら俺は冷静さも取り戻してこの時に気づくべきだったんだ。

　こんな俺たちの様子をそっと窺うかがっていた者の気配に……。





　◆　６月27日　月曜日　◆



　翌日。

　昼休み開始を告げるチャイムが鳴り終え、学食に行こうかなと腰を上げたその瞬間――

「ん？」

　茜あか音ねからのメールか？　『すぐ嫁！』ってタイトルからして嫌な予感しかしないんだけど……。

『５分以内に第４１１自習室まで来なかったら私との関係を無いこと無いこと全て学内ＳＮＳに暴露する』

　無いこと無いことって１００％捏ねつ造ぞうかよっ!?

「ユキオ悪い！　急用ができたんで昼メシはパスだっ！」

「ふあ？」

　特に約束していたわけじゃないけど、何となく今日はユキオと一緒に学食に行く日だなと思ってた俺は、きょとんとするユキオを置いて教室を飛び出していた。





「……こ、ここか……」

　通常教室を四等分した程度の幅の『自習室』と呼ばれる部屋は、名目上はその名の通り自習用だけど実際には小規模な文化系の部――いわゆる同好会とか呼ばれてるやつだ――の部室として使われている。

　そんな部屋が集められている校舎棟の一角まで猛ダッシュして来た俺は、指定された部屋の前で荒い息を整えていた。

「航わたるったら速いよ、もうっ」

「ってユキオっ!?　ついて来てたのかっ!?」

　振り返ると、平然とユキオが立っていた。

　後をついて来てたことに気づかなかったのに、しかも俺とは違って息せき切らず平然としてるのが何だか小憎らしい。

　っていうか俺はかなり本気で走って来たわけで、その速度について来たってことは、その短い制服のスカートからパンツ見えたりしなかったか？　とか要いらん心配までしてしまうぞ？　俺が見る分には全然ＯＫだけど、他のヤツにユキオのパンツを見られるのは何かイヤなのは父性的感情ってヤツか？

「え？　だってついて来いって」

「絶対言ってないし、むしろついて来ちゃダメだっ！　早く帰れっ！」

「な、何かなその言い方、傷つくなぁ」

　拗すねるようにちょっと口をとがらせる仕し種ぐさが女の子っぽい。いやユキオは普通に女の子だから当然なんだけど。

「俺はユキオのために――」

　その瞬間、俺の背後でいきなりガラッと開いたドア。

　ユキオの驚いた顔だけで、俺の背後に誰が立ってるか容易にわかるというか、わかってて来たんだけど、とにかくそいつ、つまり茜あか音ねが俺の肩をがっしりと掴つかんで部屋の中へと引きずり込んだ。

「わ、航っ!?」

　三歩ほど後ろに移動させられて完全に部屋の中へと引きずり込まれた俺の背後から茜音が静かに言う。

「航を返して欲しかったら、ユキオも来るのよ」

　って何で俺が人質扱いなんだよっ!?　意味がわからんっ！

　あとついでに言うと背中にぽよよんっとステキに柔らかい弾力クッションの感触。おい茜音、何どさくさに胸を押しつけてるんだ？　また逆セクハラのつもりか？　まぁ今回は特別に許すから構わず続けてくれ。

「わ、わかったから、航に酷ひどいことしないでっ」

　って、ユキオもユキオで何であっさり乗っかってるんだよっ!?　もう少し冷静に状況を考えてくれっ！　呼び出された俺はともかくユキオまで巻き込まれる必然性は全く無いだろ!?

　……などと数回つっこみたかったのにつっこめなかったのは背後から茜あか音ねが俺の口を押さえていたからであり、まぁ、俺としても用があるならさっさと済ませて欲しいと思ってたんで無意味な抵抗をしなかったからなんだけどね……。





「さて、せっかくこうして三人が揃そろったことだし、部活始めちゃう？」

　会議用テーブルを挟んで俺とユキオの向かいに座った茜音が言った。

「まず最初に、ユキオは呼ばれてないんだから帰してやれ」

「だって。ユキオ、帰りたかったら帰ってもいいわよ？」

「わ、私は、航わたるが心配だから、いるよっ」

「いや、おまえがいても何一つ役に立たないから」

「それ面と向かって言うことっ!?」

「直接言わなかったら陰口になるじゃないか。俺は陰口は言わない主義なんだ」

　だからって誰彼構わず正直に思ったことを口に出したりはしない。俺だって無用な争いは避けたいから大抵のことは敢あえて口には出さずにしまっておくだけだ。

「私としてはユキオがいるのはむしろ大歓迎だからユキオの意志を尊重するわ」

　つまり今からする話はユキオがいても構わない内容ってことか。それはある意味、俺のリスクが減ることを意味するけど下へ手たに安あん堵どするのも危険だな。

　俺は油断せずに続ける。

「じゃあ次に『部活を始める』ってどういう意味だ？　俺は何かの部活に入った憶おぼえは無いし、入るつもりも無いぞ」

「あっ……」

　ユキオが「しまった」的に漏らしたその一言が気になって、ユキオをじっと見る。

「……も、もしかして、アレ？」

「ええ、アレよ」

「アレじゃわからない。きちんと説明してくれ」

　相変わらず茜音は不敵に微笑ほほえんだまま答えないので、ユキオが何やら気まずそうに話し始めた。

「えーとね、二年になったばかりの頃、茜音が、部活作りたいから名前だけ貸してくれって言って来て……」

「それで記名したのか？　でも俺は知らないぞ？」

「わ、航わたるの分は、その時私が書いておいたから」

「おいっ!!」

「ち、違うよ、勝手に書いてないよっ。『航の名前も書いていい？』って聞いたもんっ。そしたら『いいぞ』って答えたもん、航」

　……その件は記憶に全く無いけど、ユキオが何か言ってきて俺が適当に空返事するってのは割とよくあることで思い当たりがありすぎる。

「……なるほど、怒鳴って悪かったなユキオ。ごめん」

　だったら自分の非は素直に認めるしかない。親しき仲にも礼儀あり、だ。

「納得いったかしら？」

「納得はいかないけど事情はわかった。で、その部活ってのは何なんだ？」

「通称『虹にじ部ぶ』　正確には『二次元創作物研究部』よ」

「……は？」

　何を言ってるんだ、この女の形をした悪魔は？

「えっ？　えっ？　虹を研究する部じゃなかったの？」

　なるほど。ユキオに名前貸しを頼んだ時は『虹部』としか言わなかったんだな。しかも茜あか音ねのことだ。ユキオが俺の名前も書くことまで見越してたに決まってる。

「……わかった。もういい。どうでもいい。だから呼び出した本題に入ってくれ」

「えっ？　航、どうでもいいのっ!?」

　ユキオ、おまえも茜音との付き合いの長さは俺と同じだろ？　だったら茜音のことをもう少し理解しておいてくれ。

　茜音は実力を伴う自信家で、自ら先頭に立つ行動力があり、正々堂々とバレないようにズルをする大胆かつ抜かり無い狡こう猾かつさを持っているんだ。

　そんな一番敵にしちゃいけないヤツにこの場で何を言ったって、単に時間の無駄ってことなんだよ。

「航、今頭の中で思ってた私の悪口、遠慮しないで口に出していいのよ？」

　俺の考えなどお見通しの茜音が言う。

「俺は単に事実を再認識しているだけで悪口だなんて思ってない」

「あら残念。たまには罵ののしられるのもイイかなって思ったのに」

　そんな変態的な趣味に俺を巻き込まないでくれ。

「とにかく本題を話してくれ。昼飯食べる時間がなくなるだろ。いや、もし長い話なら、せめて購買にパンを買いに行かせてくれ。後々面倒だし逃げたりしないから」

「あっ、だったら私が買って来ようか？」

　ナイス判断だユキオ。

　出て行ったきり戻って来なくてもいいんだけど絶対律儀に戻って来てしまうのが容易に想像できてちょっと切ないぞ。俺は友情にそこまでの献身は求めない。ここは俺を見捨てていい場面なのに。

　とにかくユキオが立ち上がりかけたその時、俺たちの前にトンと置かれた弁当箱とおぼしき布包み二つ。

「それ、航わたるとユキオのために作ってきたやつだから食べて」

「用意周到だな、おい……まさか、これ食わせるためだけに呼びつけたわけじゃないよな？」

　……呼び出した俺の分はともかく、どうしてユキオの分まである？　一緒に来ることまで完かん璧ぺきに予想済みだったってことなのか？

「バカね。私が航のお弁当を作るのに愛情以外の理由があるって言うの？」

「むしろ愛情以外の理由にしてくれっ！」

　仮に嘘うそじゃなくて本当だとしたら今後の人生に絶望してしまうだろ。

「ねぇ茜あか音ね、それってさりげなく、私の分は航のついでのオマケで作ったって言ってるよね？」

「ユキオ、そういう会話の流れの時って、実は本命はユキオってことなのよ。『ア、アンタのはついでなんだからっ。おかずが余ってたからついでに作ってあげただけなんだからねっ！』って感じで」

「そうなのっ!?　うぅ～……」

　食べたいけど食べられない複雑な心境で弁当箱を寂しげに見つめるユキオは、空腹なのにおあずけされてる子犬のようだ。

　そりゃ茜音から本命とか言われたら気味が悪くて手をつけられないだろ。

「茜音の言うことなんて一々気にしないで食べりゃいいんだよ」

　可哀かわい相そうなので俺自ら率先して弁当箱を開ける。

「そんな簡単に私に借りをつくっていいのかしら？」

「借りだなんてこれっぽっちも思ってない。食べてと言われたから食べるだけだ」

「うん、航はそれでいいのよ」

　妙な納得をされたようだけど一々気にしてても仕方ないので流そう。茜音に対する時は基本スルー。これが鉄則だ。

「わ、私も、航はそれでいいと思うよっ」

　だからユキオも変なフォロー入れなくていいって……。

　とにかくグダグダ言ってても仕方ないので弁当箱を開ける。

「……おい」

　現れたのはピンク色のでんぶで作られたでっかいハートマーク。

　ちなみにユキオの方は同じでんぶでも図柄は桜の花だった。

「それね、蓋ふたの裏にくっつかないようにするのには、ちょっとしたコツがあって――」

「そんな豆知識はいいし意図も聞く気は無いから本題を頼む！　食べながら聞くから！」

「イヤよ。食べながら説明するなんて行儀が悪い」

「わかった。さっさと食べよう。ユキオもな！」

「私が食べるの遅いって知ってるよねっ!?」

「今だけは本気出せ」

「わ、わかった、頑張ってみる……」

　ちなみに茜あか音ねがおもむろに取り出した自分の弁当は、どう見ても俺の弁当箱より二回りは大きかった。

「育ち盛りだから」

　聞いていないのにそう答えた茜音に対して、それ以上どこが育つ必要があるんだよとつっこみそうになったのを我が慢まん。１００％ロクでもない返しが来るのはわかりきっている。

　何にせよせっかくタダで貰もらった弁当だ。茜音の場合、正にタダほど高いものは無いという目に遭わされるのは確定的なので、もう開き直って食べるしかない。

　それに自分で言ってた通り、確かに茜音は昔から食いしん坊なくせに料理を作るのも上う手まい。ホント性格以外は完かん璧ぺきだよなぁ……。

　とにかく、いただきます。

「……うん、美う味まいな」

「何それ、毎日作ってきて欲しいってこと？」

「冗談でもそんなこと言えるか。一応感謝のつもりで素直に感想を言っただけだ」

「私への態度も素直になっていいんだけどなぁ？」

「むしろこれ以上ありえないくらい素直な態度で接してるだろ」

「ツンデレのくせによく言うわね」

「ヒトを妙なカテゴリーに入れるな！　仮にそう見えるとしても、そんなのはオマエに対してだけだ」

「何それ、告白してるの？」

「……オマエの思考回路は未いまだに計り知れないな……全くこれっぽっちも知りたくもないけど」





　そんな正に無駄な話をしつつ昼食を食べ終え、やっと本題に入る時が来た。

　ちなみにユキオは俺たちの会話に入らずひたすら必死に弁当と格闘し、そして何とか俺たちにそう遅れず食べきっていた。……ちょっと悪いことしたと思ってる。後でジュースでも奢おごってやるから許せユキオ。

「さぁ、ユキオはともかく航わたるは、これを食い入るように見なさいっ！」

　そう大仰に言っておもむろにノートＰＣパソコンを開いて出した茜あか音ね。

　画面にはどこかのブログが表示されていた。

「……『ゆいりん王国会報』？」

「櫻さくら塚づか唯ゆい里りのファンを自称する管理人が立ち上げてるブログよ。問題は昨日の記事っ！」

「………………!?」

「あっ、航だ」

　俺と顔を並べて画面を覗のぞき込こんでいたユキオがそう言った通り、スクロールさせた俺の目に飛び込んできた写真は、俺と唯里が並んで歩いている写真を後ろから撮ったものだった。

　しかも唯里が俺の腕にしがみついている決定的瞬間のものだ。

「唯里ちゃんが抱きついている男性についての具体的な言及は無いけど、これって航だよね？」

「……ああ、この写真だけで俺だと特定できるヤツはそういないだろうけど、間違い無く俺だな」

　日曜で私服だったのが幸いだった。平日だったら制服だからすぐに学校までバレてしまっていただろう。

「で、これってどういうことなわけ？」

「ことなの？」

　正面と真横から同時に問い詰められる俺。こらユキオ、茜音はともかくおまえは俺の味方じゃなかったのか？

「いや、何て言うか……簡潔に言うと、唯里はああ見えて意外と悪戯いたずら好きで……」

「つまりこれは、収録帰りにたまたま一緒に歩いていた航をからかっているところを撮られただけで、唯里ちゃんとは何でも無いと？」

「無いの？」

「……いや、何でも無いわけじゃない」

　そこを『何でも無い』と否定しちゃダメな気がした。

　唯里に対して、そして茜音やユキオに対しても、それは言っちゃいけない言葉だと思えた。

「べつにやましいことをしていたとは思わないけど、唯里と付き合っているわけでもないから、それを不誠実だって責められるのなら仕方ない。あくまでも『俺が』責められるのは、だけど」

「ちなみに唯里ちゃんのことは、どう思ってるわけ？」

「どうって好意的な意味でだよな？　なら、友達になりたいと思ってる。オマエやユキオみたいに」

「カノジョにしたいとは思わないわけ？」

「はぁ？　思うも思わないも、友達にもなれないヤツと付き合えるわけがないんだから、そんなこと考えるのはまだ先の話だろ」

　茜あか音ねが、わざとらしくがっくりと肩を落とし、ため息までついて見せた。しかも何な故ぜかユキオまで同じように。

「……うん、もういい、わかった。べつにアンタのこと疑ってたわけじゃないし、改めて航わたるは航だなぁってわかったから」

「は？　何言ってんだオマエ？」

　わけがわからない俺の額ひたいにビシッと人差し指を突きつけて茜音が続けた。

「でもこれだけは忘れないで。いつだって私は航の味方だから」

「わ、私もモチロン味方だよっ」

「だから二人とも何を言ってるんだよ？　幼おさな馴な染じみなんだから、そんなの当たり前じゃないか」

　茜音が再びため息をつく。

「ま、いいわ。とにかくアンタのことはいい。問題なのはそこじゃないし」

　そう、本題はここからだ。俺のことなんて正直どうでもいい。

「……確かに、こんなのが出たら唯ゆい里りのダメージがデカいな」

「ご名答」

　茜音がノートＰＣパソコンを操作すると今度は唯里のブログが表示された。でもそれは俺が毎晩のように、そして昨夜もチェックしたものと何も変わりが無いような……？

「注目はここ」

　ブログの下の方をカーソルで指すとそこには『コメント（２６９）』と表示されていた。

　これは文字通り唯里が書いたブログ記事にファンがコメントしている数を示すものだけど、俺の記憶だと、よっぽど食いつきの良いネタの時でもいつもはせいぜい20程度だったはずだ。

「この中味は想像がつくでしょうからわざわざ見なくていいけど、どうしても見たかったら後で自分で見なさい。気分悪くなるだけだと思うけど」

　もうその言葉だけで内容は簡単に想像がつく。

「……コイツはいわゆる『炎上』ってヤツなのか？」

　最近になってネットを使い始めた俺としてはつい憶おぼえたての単語を使ってみたくなってしまったことは否定しないけど、知人がそんなことに巻き込まれるのは想定外だ。

「そゆこと。こういうリスクがあるのも人気声優故にってヤツよね」

　昨日、正にこの写真の後、唯里と行った喫茶店で何だかんだ楽しく過ごして帰宅して、湊みなとに若干のイヤミを言われつつも満ち足りた気分になっていたのが一瞬で吹っ飛んだ。

　せめて湊が一緒にいたらこんなことにはならなかったわけで、俺だって唯ゆい里りと二人で出かけることのリスクはわかってたはずだ。

　わかっていたのにやっぱりどこか浮ついていたせいでこんな結果を招いてしまった。

「……最悪だ」

　勿もち論ろん、それは俺の犯した失態のことだ。

「俺がもっとちゃんと考えて行動してたら……」

　震える拳こぶしのやり場が無い。

「俺が――？」

　振り上げた腕を、ユキオが掴つかんでいた。

「航わたる、そんなに自分を責めちゃダメだよ」

「ユ、ユキオ？」

「反省するのはいいけど、責めすぎちゃダメ。それじゃ私も茜あか音ねも慰めることしかできないけど、今の航がして欲しいのは、そんなことじゃないよね？」

　俺の腕を放し、苦笑するユキオは、まるで弟をあやす姉のようだった。

　ただそれだけのことで、カッと熱くなっていた俺のこめかみから熱が引いていく。

「……ああ、そうだな」

　そうだ。ユキオの言う通り、嘆いたり悔やんだりすることは後でもできる。少なくとも今すべきことじゃない。

　俺は振り上げた拳を茜音に向け下ろして開き、言う。

「茜音、どうしたらいいか知恵を貸してくれ」

　茜音が俺の手をぎゅっと握り返して言った。

「この貸しも高くつくわよ？」

　あぁ、湊のことで相談した時の貸しもしっかり憶おぼえてるってわけか……。

「それで構わない。俺はオマエを頼りにしてるんだ」

「仕方ないなぁ♪」

　全然仕方なくな感じじゃなくそう言った茜音の笑顔が、まるで女神のように見えたことは、ここだけの内緒にしておこう。

　ちなみに、もう片方の俺の手をユキオが握って「私は無利子でいいからねっ」って言ってたけど、正直なところ頼りになりそうにはなくて返答に困ったので、とりあえずその頭をくしゃくしゃっと撫なでて誤ご魔ま化かしておいた。





　茜音たちと昼休みに話した後、俺は唯里の携帯宛あてに時間ができたら連絡して欲しい旨を手短にメールしてみたけど放課後になっても返事は無かった。

　でもそんなことに気を揉もんで、ただ待っているだけの余裕なんて無い。

　俺には早急にやらなきゃいけないことがあったので、学校を後にしてすぐタマミプロダクションへと向かった。

　結局のところ、今の俺ができることなんてたかが知れている。

　知れてはいても、それならそれで、できることだけはやっておくべきで、それにはまず最初に状況を正確に把握しておく必要があるって茜あか音ねに言われたからだ。

　茜音は昔から文武両道の才色兼備で、俺よりテストの順位も上だし、俺よりよっぽど色んなことを知っているし、びっくりするくらい悪知恵も働く。つまりは、知恵を貸してくれと頼んだからには、その指示に従うのが最善策なわけだ。

「あら？　航わたるくんだけ？　どうしたの？」

　事務所のインターホンを押すと、例によって出迎えてくれたのは升ます園ぞのさん。

「えーと……」

「あっ、今もしかして『この人また事務所にいるよ』って思ったでしょ？」

　苦笑で返すのが精一杯な俺は、すぐに本題へと切り込んだ。

「すみません。玉たん原ばらさんはいますか？」

「え？　うん、社長ならいるけど？」

「じゃあ、ちょっと失礼しますね」

　？　マークを浮かべる升園さんの脇わきをすり抜けて足早に社長室に向かい、その扉をノックする。

「どうぞ」

「失礼します」

　軽やかに渋い声の返事に応じて扉を開いた。

「うん、待ってたよ、辻つじ蔵くらちゃん」

　どうやら説明の手間は省けるらしい。

「唯ゆい里りとの件で迷惑をかけてしまいましたか？」

「んー、まぁ、ボイスアーツ１ワンの社長から、どういうつもりなのよって電話は来たよ。でもね、そうは言われても何のつもりも無いんだから答えようが無いよね」

「すみません……」

　おそらく唯里の事務所はすぐに、一緒に写っていた男が誰かを唯里に問とい質ただしたのだろう。それで湊みなとの兄、つまりタマミプロダクションの関係者だってことで早速抗議の電話が来たということか。

「いや、あそこの社長さぁ、正直うるさいんだよね、昔っから細かいこと一々と。だから私は気にしないよ。でもね――」

　玉たん原ばらさんがぐっと身を乗り出し、低く渋い声で言った。

「でも辻つじ蔵くらちゃんは、しっかりとケジメをつけないとね」

「……もう湊みなとに付き添って業界に関わるのは禁止ってことですか？」

　それも覚悟の上だったけど、やはり聞き返す声が震えてしまった。

　それはつまり、もう二度と唯ゆい里りとは会えないことも意味しているからだ。

「ノンノンッ。それじゃ、ただの『逃げ』だよ。君はウチの社員でも役者でも無いけど身内だとは思ってるんだ。だから、逃げないできちんと解決しなさい。後ろは私が守ってやるからさ」

「っ……」

　玉原さんの不意な言葉に涙が出そうになった。

　湊が世話になっているだけでも感謝してるのに、ただの付き添いの俺にそんなことを言ってくれるなんて本気で嬉うれしかった。

「で？　辻蔵ちゃんはどうするつもりなのか、よかったら聞かせてくれるかい？」

「いえ、それがまだ……考えてはいるんですが、色々と難しくて」

「なるほど。それなら、まぁ、湊くんに協力してもらう必要があるのなら好きに頼めばいいさ。元々キミの妹だ。升ます園ぞのが必要なんてことはまず無いだろうけど必要なら相談して構わない。他の役者に頼みたい時は前もって私に言ってくれ」

　嬉しいんですけど、何かさりげなく微妙な差別がありますね……。

「以上、何かあるかね？」

「いえ、ありがとうございます。頑張ってみます」

「うむ、若いうちはまず自分で頑張ることが大事だ。やれるだけやってみなさい」

「はいっ！」

　俺は深々とお辞儀をして社長室を後にすると、すぐに升園さんに経緯を説明してから言った。

「それで、早速ですけど、実は升園さんに聞きたいことがあるんです」

「えっ？　うん、もう何でも聞いてっ♪」

　このテのゴシップネタが好きなのか、お節介なのか、それとも頼られて嬉しいのかはわからないけど、何な故ぜか升園さんは上機嫌だった。





　帰宅して机に向かい考えをまとめていると、ノックと同時に湊が入って来た。

「お兄ちゃんっ！」

「わかってる。玉原さんとはちゃんと話をして来た」

「それで？　唯里さんとは連絡とった？」

「玉たん原ばらさんの方は、事務所のことはあまり気にするなって。唯ゆい里りとは――」

　念のため携帯を確認したけどやっぱり返事は来ていない。

「……こっちからメールはしたけど、まだ何も来ないな。そこは待つしかないだろう」

「そっかぁ……」

　ため息をついて俺のベッドに倒れ込む湊みなと。

「で、どうするの？」

「今も考えてたところだ。そう簡単にはいかないし、慌てて何かしてもきっとロクなことにはならないだろう。勿もち論ろん、悠長に構えている余裕も無いってことはわかってるけど」

「やっぱり唯里さんに電話してみた方がいいんじゃない？」

「するのなら、もう少し考えがまとまってからにしたい」

「でも、もしかしたら唯里さん、電話待ってるかも知れないよ」

「俺だってかけたい気持ちはやまやまなんだ。頼むから急せかさないでくれ」

「うん、わかった……」

　唯里の声が聞きたかった。どうしているのか心配で、せめて声だけでもと思った。

　もしかしたら唯里だってそう思ってて、とにかく電話してみた方がいいのかも知れない。ここで電話しなかったことで後々取り返しがつかないことになるかも知れない。

　そんな不安が頭の中をぐるぐると駆け巡っていた。

「……私のせいだから」

「えっ？」

「私が、二人で行けばいいなんて唆そそのかしたから……」

「……誰が悪いかで言ったら悪いのはあんな写真をブログに上げたヤツに決まってる。俺も唯里も、勿論湊だって、いけないことなんて何一つしてない」

「でも……」

「ただ、俺が迂う闊かつだったことは認める。俺がもう少し用心深ければこんなことにはならなかった。だからな……」

　俺は椅い子すから立ち上がり、そして寝そべる湊の横に跪ひざまずいて言った。

「だから俺が何とかしなきゃいけないんだ」

「……何とかできるの？」

「望む結果が得られるかはわからない。それでもできることはしなきゃなって思う。何とかしたいんだ」

「私だって協力するよ！」

「ああ、勿論頼りにしてるさ」

　と、その時、玄関の呼び鈴が鳴り、母さんが応対に出て暫しばらく後――

「航わたるーっ！　お客さんよーっ！」

「えっ？　……ユキオか？」

　慌てて放ほっぽって学校を出たから、何か俺に用でもあったのか？

　でもユキオだったら『お客さん』なんて言わないよな。母さんとは顔見知りどころの仲じゃないんだし、そもそも玄関で待ってなんていないでいつもみたいに勝手に上がって来るだろうし……って、ま、まさか茜あか音ねかっ!?

　俺は湊みなとを残したまま部屋を出て慌てて階段を下りると――

「こんばんは、航わたるさん。来ちゃいました♪」

「ゆ、唯ゆい里りぃっ!?」

　このお嬢さん誰なの紹介しなさいよと脇わきでそわそわしている母さんのことなど忘れて俺はその場で絶句してしまった。





　ちょうど夕飯時どきだったこともあって、唯里はそのまま我が家の食卓に招かれ、残業で不在の父さんを抜きにした団だん欒らんを過ごした。

　唯里については湊が『声優の先輩』だと母さんに説明してくれたので、俺は余計な詮せん索さくをされずに済んで助かったけど、それで母さんからの疑念が晴れたとは思っていない。でもとりあえず今やり過ごせればそれでいい。

　団欒しといて何だけど、俺たちに時間の猶予は無いんだ。

　食後すぐ、寂しそうな母さんを置いて俺たちは俺の部屋へと移動して本題に移る。

　俺は机の椅い子す。唯里は湊の部屋から持って来た椅子に座らせ、湊はまた俺のベッドに寝転んでいた。

「て言うか、大丈夫なのか？」

　勿もち論ろん、俺の家に来たことがだ。

　正直なところ唯里の心配だけでなく、唯里の事務所に睨にらまれたりしたらタマミプロダクションにまた迷惑をかけてしまうし。

「事務所には、収録が終わって帰りますって連絡は入れましたし、いつもそれ以上のことはしてないですから」

　つまりバレなければ大丈夫という状況であって、微妙に大丈夫じゃない気がするけど、もう来てしまったのだからそこを責めても意味は無い。だったら話を進めよう。

「そもそも、よくここがわかったな」

「それは湊ちゃんと携帯番号交換した時に住所のデータも貰もらってましたから、携帯の地図とＧＰＳとでばっちりです」

　どこをどうしたらバッチリなのかよくわからないけど、つまりは俺より携帯を使いこなしていると言うことだろう。むしろ俺が携帯を宝の持ち腐れしてるだけとも言えるけど。

「で、例のストーカーみたいなヤツにつけられたりは？」

　常に唯ゆい里りの動向を見張っているわけではないと思いたいが、念のためだ。

「スタジオを出てすぐタクシーを拾ってそのまま来ちゃいましたから大丈夫かなと。近くで降りて念のため周りを見ましたけど、ついて来たタクシーとかもいませんでしたし」

「何だか刑事物のドラマみたいだねっ」

「そんなドラマになられても全く嬉うれしくないぞ」

　湊みなとの頭を軽く小突きつつ、唯里への質問を続ける。

「家の人に連絡は？」

「家には誰もいませんから」

「えっ？　もしかして一人暮らしなのか？」

「いえ、うちはパパもママも帰りが遅いので。だから10時頃までは大丈夫です。私も仕事でよく遅くなるから、お互い様ですけど」

　……とは言っても、あと３時間ほどか。無駄話をしていたらすぐに過ぎてしまいそうだ。

「なし崩し的なお泊まりを企たくらんでいるわけじゃないですから長居するつもりもありませんよ。ただ、直接航わたるさんに会って話がしたかっただけなんです」

「え、えーと……私、いない方がいいかな？」

　湊が俺のベッドから起き上がって、出て行こうとする。

「湊ちゃんがいなくなって航さんと二人っきりにされたら、私、歯止めが利かなくなるかも知れませんけど」

「湊っ、頼むからいてくれっ！」

　何がどう歯止めが利かなくなるのかは敢あえて聞かないことにしよう。恐こわいから。

　そして唯里は、一呼吸置いて、俺に言った。

「えーとですね、航さん、私のことは心配しないでください」

「いや、そうは言われても……」

「えっ？　もしかして全然心配なんてしてなかったですか？　私、自惚うぬぼれちゃってましたか？」

「むしろ、すごく心配してたさ」

「本当ですか？」

「だってお兄ちゃん、唯里さんからの返事メールが来ない来ない来ないよ～って泣きそうになってましたよ」

「いや、それは捏ねつ造ぞうしすぎだろ……」

　俺がつっこむのを待ってたかのように既に湊が頭をこっちに向けていたので軽く撫なでるように小突いて話を続ける。

「航さん、ありがとうございます。でも、心配しないでくださいってのは、ちょっと違いました。私のこと心配してくれるのはすごく嬉うれしいんですけど、気に病んだりはしないでください。何とかしなくちゃって悩まなくてもいいです」

「……もう解決してるってことなのか？」

　俺たちの知らないうちに何らかの取り引きがもう済んでいるとしたら確かに余計なお世話になる。

「いえ全然。相変わらずブログは絶賛炎上中ですし、匿名掲示板にもスレッドが立って話題になってます」

「だったら――」

「無理なんですよ」

　俺の言葉を遮るように苦笑した唯ゆい里りは、続ける。

「何をやったって効果なんて無いです。やめてくださいって言って聞いてくれるような相手じゃないんです。鎮火しようとして水をかけたらむしろ逆上されちゃいますよ」

「……そういうものなのか？」

「だって、どういう心理でこういうことするか考えてみてください。応援していたファンの気持ちを裏切ったから許さないって逆恨みか、もしくは愉快犯ですよ。そんな相手がどうしたら納得してくれるんですか？」

　……確かに、懲罰的に思い知らせてやることや、ただからかって騒ぎたいだけの相手に対しては無視が一番、というよりは無視するしか無いのかも知れない。

「だから、何もしないのが一番なんです」

　実は俺は升ます園ぞのさんに、かつて声優の誰かに似たようなことが無かったかを聞いていた。

　案の定、同じような中傷に遭った人気声優さんを知っていて、その時の決着も正に『人の噂うわさも七十五日』の通り、何もしないで話題が廃すたれるまで待ったそうだ。

　その後も何かにつけて言われ続けることについては、もう諦あきらめるしかないということで。

　そういう意味では唯里の判断は正しい。

　正しいけど、何かもっと良い方法が無いのかと考えてしまう。

　だって、このままじゃ俺は何も……。

「実は、もう一つ別の解決方法もあります。しかも航わたるさんの協力あっての方法です」

「えっ？　どんな？」

　そんな方法があるのなら俺は何だってやって――

「もう開き直って私と航さんがラブラブなのを公表して炎上している所に爆弾を投げ込んじゃうんです」

「――って、爆弾投げ込んでどうするんだよっ！　大体それじゃ唯里の人気がガタ落ちだろっ！」

「その程度で落ちる人気だったら、無くてもいいじゃないですか」

　しかし、そう言った唯ゆい里りの目は決して冗談っぽく笑ってはいなかった。

「……唯里？」

　真剣な眼まな差ざしで俺を真まっ直すぐに見つめていた。

「私に彼氏がいたらファン辞めちゃう人って何が目的で私のファンなんですか？　私と付き合いたいからファンやってるんですか？　だったら仮にその中の誰か一人と付き合ったとしても結局その他の人はファン辞めちゃうってことですよね。それとも一生私は彼氏つくるなってことですか？」

　でも確かに不条理だけど、唯里を『アイドル』として見ているファンにとってはきっとそうなんだろうなと思う。

　ひょっとして付き合えるかもなんて非現実的なことを夢見てはいないだろうけど、だからこそ尚なお更さら他の誰かと付き合われるのは嫌なんだろうな。それは何となく理解できる。

「ちなみに航わたるさんは私のファンですか？」

「んー……唯里と知り合ってからは、ブログも時々見てるし、ラジオだって湊みなととやってるやつ以外のも聴いてるから、ファンって言ってもいいと思うけど」

「じゃあモチロン、私と付き合いたいって思ってるんですね？」

「いや、べつにそこまでは」

「……航さん、最悪です」

「唯里さん、同情します……」

　唯里と湊がいきなり諦あきらめたようなため息をついた。

「なっ？　何なんだよ二人してっ!?　だって、べつに俺は、そんな気持ちで唯里のこと気に入ってるわけじゃ……」

「はい、それは置いておくとして、ラブラブ作戦は現実的じゃないってのはわかってるんです。ごめんなさい。ただ言ってみたかっただけです」

　何をどう置かれたのか少し気にはなるけど本題に戻ったので俺は唯里の言葉を聞く。

「そういうファンの人以外でも、べつに彼氏とかいてもいいんだけどそういうのは表に出さないで欲しいなって人も結構いると思うので。何て言うか、私というキャラが生々しく見えるのを嫌うみたいな」

「別の意味でアイドル視してるってことだな」

「はい、だから私がこれからするべきなのは、彼氏や好きな人はいないんですよぉ～とか付き合ったことないですぅ～とかは言わないけど、彼氏いますとか今熱愛中なんですとかも言わないってことなんです」

「まぁ、聞かれてもいないのに言う必要も無いし、聞かれたからって答える義務も無いしな」

　否定も肯定もせず、ただ嘘うそだけはつかない。ファンへの真しん摯しな態度としては間違ってないだろう。間違ってないだけで、本当に正しいかは別だけど。

「だから、最初にも言いましたけど、航わたるさんは何もしなくていいんです。何かしなくちゃとか意気込まないでください。ただ、どうしても何かしたいのなら――」

　唯ゆい里りが不意に椅い子すに座ったまま椅子と一緒に移動して来て俺の両手に手を重ねた。

「なら？」

「責任取って私と付き合ってください」

「そ、それ以外ので……」

「じゃあ、今まで通りに接してください」

「わ、わかった……」

　こんな可愛かわいい子に間近で面と向かって『付き合ってください』なんて言われたら誰だって心臓が飛び出そうになるだろ？　現に俺の鼓動はバクバクいってる。

「お兄ちゃん、顔が真っ赤っか～」

「唯里がからかうからだよっ！」

「付き合ってくださいって言ったことですか？　からかってなんかいませんよ？　私、本気ですけど」

「いやいやいや！　それがありえないって！　前にも言ったかも知れないけど、俺は今までモテたことなんて無いんだからっ！」

　またしても自爆ダメージ。

「それが不思議なんですよね。やっぱり湊みなとちゃんのせいなんですか？」

「違いますよ、唯里さん。私、お兄ちゃんの恋路を邪魔したことなんて一度も無いですから。むしろ応援してますし。ただ……」

「ただ？」

「お兄ちゃんには、いつも茜あか音ねちゃんと雪ゆき緒おちゃんがいたから……」

「おい待て、何だそれ？　茜音やユキオが密ひそかに俺の恋路を邪魔してたって言うのか？」

　ユキオは勿もち論ろんのこと茜音ですらそんなことをする理由は思い当たらないぞ？

「あ、ちなみに茜音ちゃんと雪緒ちゃんってのは二人ともお兄ちゃんの幼おさな馴な染じみなんですけど、茜音ちゃんはすっっっっごい美人なんで、そんな人と仲良くしてると周りの子も気後れしちゃうのかなって」

　おい湊、茜音を褒ほめるのは構わないけど、名前を出したんだからユキオのことだって少しは褒めてやれよ……。

「茜音といつも仲良く一緒にいたのは小学校までで、中学に入ってからはむしろ疎遠なくらいだぞ」

　だから現時点で俺と茜音とを結びつけて見るようなヤツは小学校から一緒だったごく少数しかいないはずだ。

「そのかわり、いっつも雪ゆき緒おちゃんと一緒だし」

「……確かにユキオと一緒にいることは多いけど、客観的に見ても、そんなにいつも一緒なわけでもないぞ」

　クラスが一緒だから話す機会は割とあるけど、俺はともかくユキオは普通に社交的なので、クラスメイトの女子と一緒にいることの方が実際は多い。

「あと可能性があるとしたら、私がお兄ちゃんの妹だって知らないで諦あきらめてるとかかなぁ？　でもそれってロクに調べもしないでその程度の認識で諦めてるってことだから、元々そんなにメは無かったってことだよね」

　オマエ今さりげなく、自分が彼女に勘違いされたら１００％勝つ自信があるって自慢してるよな？　まぁ、可愛かわいいことは否定しないけど、それってどうなんだ？

「……何にせよ、だから結論からすると、やっぱり普通に俺はモテないってことで……」

　いかん。何だか自分で言ってて死にたくなってきた。

「なるほど！」

　いきなり唯ゆい里りがポンッと手を打って続ける。

「つまり私は相当マニアックってことなんですね！」

　そっち方向での納得かよ！

「そうですよ。唯里さん物好きにもほどがありますよ！」

「……二人とも帰ってくれ……」

　もう本気で泣きたい。

「やだなぁ、航わたるさん。私べつにからかってませんよ？」

「じゃあ、どんな理由で俺のことが好きなのか、きちんと説明してくれっ！」

「うわっ、そんなこと女の子に言わせるなんて、お兄ちゃんサイテー……」

「いいんですよ、湊みなとちゃん。航さんのこういう超鈍感で超朴ぼく念ねん仁じんなところ、だんだんクセになってきました。そして航さん！　そこまで疑うのなら私としてもきちんと説明したいです！」

「お、おぅ……」

　さりげなく酷ひどいことを言われた気がしたけど精神衛生的に聞き流しておこう……。

「ズバリ！　最初に会った時に一ひと目め惚ぼれなのですっ！」

「わぁおっ♪」

「いきなり嘘うそ臭いよっ！　何がどうしたら俺に一目惚れなんてするんだっ!?」

「具体的に言うと、打ち合わせが終わってから喫茶店に行って話してた時に『あ、この人いいな』って思ったんです」

「具体的に言われても、どこにそんな理由があったのかさっぱりわからないって！」

「航さん、恋に落ちるのに理由なんて無いんですよ」

「そこは無いとダメだろっ!!」

　そこで唯ゆい里りは人差し指を立ててチッチッチッと振る。そんなわざとらしい仕し種ぐさが妙に可愛かわいいのは天性の素質なのだろうか？

「航わたるさんは難しくご大層に重く考えすぎなんです。恋なんて女の子にとってはアクセサリーとかマスコットみたいなものなんです。恋が女の子を可愛くきれいにするんです」

「あっ、それって『ラぶ☆れボ』のセリフですよね」

「湊みなとちゃん、ネタバレ禁止っ！」

　どうでもいいことだけど後で湊から聞いたところによると『ラぶ☆れボ』ってのは今放送してる少女漫画のアニメで、恥ずかしいセリフ満載なのが話題になってるらしい。

「いや、まぁ……うん、わかった。納得はいかないけど理解はした。むしろその程度のお手軽な感覚の方が俺としても気楽でいいかも知れないし……」

　そして何かもうこれ以上聞いても不毛なだけだってことも理解した。

「じゃあ私と付き合ってくれるんですね？」

「唯里の気持ちは理解したけど俺はそこまでの気持ちじゃない」

「なるほど、つまりキープってことですね！」

「違うよっ！」

　ツッコミを誘っているとわかっていてもつっこまざるを得ない。

「お兄ちゃん、ここはテキトーに付き合っとけばいいじゃん。唯里さんみたいな悪趣味だけどすごく可愛い変な人に今後告白される可能性なんて無限大にゼロだよ？」

「湊っ、それ俺はともかく唯里に失礼すぎるだろっ」

「湊ちゃんは可愛いから許す！」

「許された！」

「……もうホント出て行けよ、二人とも……」

　ラジオを二回一緒にやっただけですっかりいいコンビだな、湊と唯里は……。





　その後は、もう本題は終わったとばかりに、様子見に母さんが持って来てくれたケーキを食べつつどうでもいい話を俺の部屋でし続けた末に、そろそろ帰る時間だろってことで、湊がタクシーを呼びに部屋を出て行った時のことだった。

　それまで俺のベッドを占領していた湊が退室したのをまるで見計らってたかのようにいきなり唯里が俺のベッドにドサッと倒れ込んだ。

「ゆ、唯里？」

「ふふっ、航さんのいい匂いがする……」

「いや、さっきまで湊が転がってたから、それ間違い無く湊の匂いだから」

　湊みなとが俺のベッドに寝転んだ後は大抵そうなってるし。

「何ですかそれ！　他の女の匂いだなんて最悪ですよ！」

「勝手に嗅かいだのは唯ゆい里りだろっ！」

　そんな俺のツッコミを無視して唯里は寝転んだままぷいっと俺に背中を向けて壁の方を向いた。

　微妙に捲めくれたスカートの裾すそから見えている太ももが何だか艶なまめかしくて思わず目を逸そらしつつ、それでもチラチラと見てしまう俺。

「あっ！」

「あ？」

「隙すき間まにえっちな本が落ちてます！」

「無いよっ！」

　少なくともそんな湊にすぐ見つかりそうな所には隠していない。

「だって、ほらここ」

「どこに？」

　思わず身を乗り出してベッドに手をついた俺。

　待ち構えていたとばかりにその手をぐいっと引っ張った唯里。

　結果、俺はベッドに倒れ込んでしまい――



　――そう、正に冒頭の状況になっていたわけなんだ。

　ここまでの長い長～い間、俺の回想に付き合ってくれてありがとう。

　うん、でも結局、状況は全く改善されてないよ？

　つまりもう俺の理性、そろそろ本気で限界だよ？　野生の血が迸ほとばしっちゃうよ？

「はい、唯里さん、そこまでー」

　と、その湊の言葉と共に意外なほどあっさり俺から引ひき剥はがされた唯里。

「あぁんっ、湊ちゃんストップかけるの遅いから、もうこのまま行けるとこまで行っちゃおうかなって思ってたのにぃ」

「すみません。つい見入っちゃってて」

「こらっ！　最初から止めるつもりだったんなら、さっさと止めてくれっ！」

「とか言ってホントは止めて欲しくなかったくせに。お兄ちゃんのえっち！」

　何な故ぜ拗すねる？　可愛かわいい妹の前で兄がとんでもない醜態を晒さらす寸前だったから必死に堪たえてたっていうのに。

「あっ、そうだ唯里さん。もうタクシー来るからって言うの忘れてたよ」

「一番肝心なことを忘れるなよっ！」

「タクシーなんて待たせとけばいいじゃないですか」

「そういう発言はイメージを損なうので速やかに帰り支度をするように」

「男との噂うわさが発覚したヨゴレアイドルのイメージなんて気にしないでいいですよ」

「唯ゆい里りは汚れてなんていないんだから変な中傷は気にするな」

「『まだ俺が汚してないうちはな！』ですか？」

　ゲヘヘヘヘッと下品な笑いを浮かべつつ唯里が言った。

「言ってないよっ！」

　むしろそれ俺の真ま似ねだとしたら傷つくんですけど！

「唯里さん、せっかく良い感じにオチつきそうだったのに台無しだよ」

「えっ？」

　さすがに湊みなとも呆あきれてため息をついた。

「何か唯里って最初に会った時のイメージと違って割とおっさん臭いよな」

「えぇっ!?」

　そういう意味では、意外と茜あか音ねと気が合いそうだよな、唯里は。

「二人とも酷ひどいっ！　私、もう実家に帰りますっ！」

　涙声で帰り支度を始めた唯里に、俺と湊は冷めた視線を浴びせ続けた……。





　唯里がタクシーで帰り、やっと独りの静寂を取り戻した俺はベッドに寝転がりぼんやり考えていた。

　とは言っても悩んでるわけじゃない。

　むしろ唯里のお陰で悩むのが馬鹿らしくなったって方が正解だ。

　唯里の力になって、唯里を励ましてやりたかったのに、逆に気を遣われてどうするんだ俺は。

　まぁ、そのあたり、唯里もダテに芸歴が長いわけじゃないってことで、俺みたいな平凡な人生の経験値と比べたら段違いなんだろうな……。

　しかし、拍子抜けしてしまったのは事実だ。

　何もしないのが一番良いから何もしない。『何もしない』をする。

　理屈ではわかるんだけど、感情的にはやっぱり収まらない。

　収まらないけど収めるしかないのもわかってる。

　拍子抜けと言うよりはジレンマだ。感情と理性とのせめぎ合いだ。

「あぁぁぁぁっっっ……」

「……お兄ちゃん、気持ち悪いよ……」

　ベッドの上で身み悶もだえていたところをよりによって湊に見られてしまった。

　て言うかノックぐらいしてくれ！

「お風呂空いたから……」

　某世界的に有名な動物キャラクターが大きくプリントされたキャミソール＆ショートパンツ姿の湊みなとは、それだけ言ってそそくさと扉を閉めて行った。自分が上がって俺に声をかけに来たという、いつもの日常だ。

　そう、普通の日常を続けるというのが一番いいんだ。

「……」

　これ以上考えても無駄だし、俺は勢いよく起き上がって風呂場へと向かった。
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「ふ～ん、それで話がついちゃったんだ。つまんないの」

　昨日と同じく昼休みに強制的に呼び出され（また弁当付きだけど）、仕方なく昨夜の唯ゆい里りとのことを（俺の理性が崩壊寸前に追い込まれたこと以外）報告したら、茜あか音ねが本当につまらなさそうにそう返した。

　本来なら「ヒトに聞いといてそれかよ！」ってムッとするところかも知れないけれど、俺自身も不完全燃焼的気分だったので、無愛想に茜音手作りの美う味まい弁当をかっ込む。

　ちなみに今日はユキオはいない。ユキオだって俺とばかり一緒にいるわけじゃなく普通にクラスの女子との付き合いがあるわけで、茜音が一応用意してきていたユキオの分の弁当は無駄になったわけだけど、それはもう自分の分を食べ終えた茜音が手をつけていた。

　茜音のやつ、大食いなだけじゃなく食べるの自体も速いって……。

「とにかく、そんなわけだから、呼び出すのはこれっきりにしてくれよ」

「じゃあ唯里ちゃんとは『ただの知り合い』の仲をキープするってことなのね？」

　俺の苦言など当たり前のように無視して、新たな質問で返されてしまった。

「……まぁ、そんな感じだな」

　無視に無視で返しても後々面倒なことにしかならないので仕方なく答える。

　ただし、唯里に冗談混じりとはいえ『付き合って欲しい』って告白されたことまで伝えるつもりはない。そんなことを茜音に教えても正に百害あって一利無しなのは明らかだからだ。

「でも、付き合ってって言われたんでしょ？」

「!?」

　口に何か含んでいたら確実に噴き出していたところだったぞ？

「なっ、何でオマエがそのことをっ!?」

　――いや、情報の出所なんて一つしか考えられない。

「……おい、茜あか音ね、いつから湊みなととグルになってた？」

「グルとは人聞きが悪いわね。湊ちゃんの声優デビューを機に親交を密にしただけじゃないの。元々中学になってから付き合いが悪くなったアンタよりは細々と交流続いてたし」

「何てこった……」

　よりによって一番通じてて欲しくないヤツと湊が通じてたなんて……。まぁ、確かに元々知り合いでしかもオタク同士だから繋つながりがあっても不思議じゃないけどさ……。

　とりあえず、今日この場にユキオがいなくて本当によかった。いや、べつに唯ゆい里りとのことを隠すつもりもそんなには無いんだけど、何となく不条理なご機嫌取りをしなくちゃならなくなる気がするからな……。

「なーにが『そんな感じだな』よ。モテる男は辛つらいわねぇ」

「知ってて聞くなよ！　趣味が悪いな！」

「で、どうするの？　付き合っちゃうの？」

「今までの流れで、どうして付き合えるんだよ。たとえその気があったとしたって事態が沈静化するまで何もできやしないだろ」

「へー、その気はあるんだ」

「例えばの話だよっ！　……ただ、その気なんて無いって全力で否定するのも何か失礼かなって思っただけだ」

　いや、その言い方も正確ではない。唯里に失礼かどうかじゃなくて、俺自身その可能性を否定したくないのは、偽らざる本心だった。

「つまりキープってヤツね♪」

「オマエまでそんな風に言うのかよ……」

「あははっ、冗談だってば。航わたるが、そんなに器用な性格してたら、とっくにモテてたもんね」

「つまり、俺がモテないのは性格のせいってことか？」

「ズバリその通りね。アンタ良い悪いで言ったら良い性格なんだけど、正直一緒にいると疲れるのよ。普通の子は」

「つまり唯里は普通じゃないと」

「よかったじゃない。たまたま普通じゃなくてアンタのこと好いてくれる子が、すっごく可愛かわいかったなんて三千回くらい生まれ変わらないと出会えない幸運よ」

「どんだけ奇跡なんだよっ！」

「大切にしなさいよ、そのミラクル♪」

「まぁ、心に留とどめておくよ。……さて、じゃあ戻るよ。弁当美う味まかった」

　食べ終わった弁当箱を茜音に渡しつつ、立ち上がる。

「何だったら毎日――」

「だから要いらないっての！」

「ちぇっ、餌え付づけ失敗かぁ」

「今さら俺を餌付けしてどうしたいんだオマエは？」

「それを簡単に口に出すほど軽率じゃないわよ？」

　つまり何らかの企たくらみがあることは否定しないわけかよ……。

「あっ、待って航わたる、最後に一つ聞きたいことがあるの」

「？」

　もう扉を開けかけてた俺は、そのまま茜あか音ねの言葉を待った。

「航は、手の平の上で踊らされるのって好き？」

「はぁ？　そんなの好きなヤツいるわけないだろ」

　いるとしたらそいつはきっとドＭだろ。そして俺はＭじゃない……はずだ。

「私の仕込みでも？」

「余計にタチが悪いだろ、それはっ！」

　即つっこんだが、茜音はじっと俺を見つめて、その理由を言いなさいと要求しているので、仕方なく続ける。

「まぁ、例えば、オマエが俺に対してそういうことをしたのなら結局最終的には俺のためを思ってのことだろうから、気分いいわけないけど仕方ないかなって納得してやらないこともない」



    

  
    
      



    

  
    
      

　決して気分がいいわけじゃないけど茜あか音ねのことを信じてもいる。

　俺は茜音を裏切るつもりなんて無いし、茜音も俺を裏切ったりしないと信じている。茜音は俺に嫌がらせはよくするけど、でも裏切ったことなんて一度も無い。

　だから、イヤなことでも仕方ないと諦あきらめることはできる。ただそれだけのことだ。

「でしょ？」

　途端に笑顔で応える茜音。

「だからって許可したわけじゃないから、余計なことするなよ！」

「うんうん、わかってるってば」

　……絶対にわかってない顔だぞ、それは。

　でも今ここでこれ以上つっこんでも無駄なので俺は今度こそ帰ろうと扉に手をかけた。

「ごめん航わたる、もう一つだけ」

「……何だよ？」

　ため息をついて振り返る。

「これはあくまでも私の勘なんだけど、唯ゆい里りちゃんには油断しない方がいいわよ」

「……どういう意味だ？」

「悪口じゃないわよ。ただ、唯里ちゃんは、航が思ってるよりずっと『普通じゃない』と思うから」

「何で会ったことも無いのにわかるんだ？」

　それともまさか唯里とさえも実は交遊があったりするのか？　……いや、さすがにそれは無いだろうというか、恐ろしいので無いと思いたい。

「だから勘よ、勘。ま、それプラス、航みたいな変人を好きな子とは何か通じるものもあるし」

「はぁ？　……ま、よくわかんないけど、そこまで言うのなら一応憶おぼえておくよ」

　茜音の勘は昔から割と当たるので頭ごなしに否定するのもよくないと当たり障り無く答えて、俺はその場を後にした。

　後になって、この時の茜音の言葉をもっと真剣に受け止めておくべきだと悔やむことになるとも知らずに……。





　その日の夜、唯里のブログが二日ぶりに更新されていた。

　とは言っても何かが起こったってわけじゃなく、今まで通り普通に、先日の騒動など全く無かったかのように、仕事の合間に他の声優さんと戯れている様子がアップされていただけだった。

　ブログへのコメントも書き込みが許可されたままだから、早速『とぼける気か』『謝罪を求める』といった類たぐいのものばかりで荒れていた。

　いや、茜あか音ねからは見ない方がいいって言われてたけど、やっぱり気になってさ。

　ただ前とは違って、そんな風に荒す人間を責める擁護コメントもかなり増えてきているように見えたけど、逆にそれが『関係者乙』『彼氏キター』とばかりに火に油を注いでいるようにも見える。

　勿もち論ろん俺は書き込みなんてしない。正しくは書き込みたい気持ちを我が慢まんしている。

　こういうのはむしろ、そうやって騒動を持続することで関係者を引きずり出す常じよう套とう手しゆ段だんだって茜音に教えてもらったからだ。

　ただ、やっぱり理屈ではわかってはいても気持ち的には全然納得がいかないので、何か良い手が無いものかと思案は続けていた。





　◆　７月２日　土曜日　◆



　その後も数日は今まで通り毎日唯ゆい里りのブログは更新され続け、相変わらずコメント欄は荒れ放題だったけど、だんだん荒らしている人間のパターンが見えてきて、どうやら少人数が執しつ拗ように書き込んでいるように思えてきた。

　ただし全体的には騒動が少しずつ鎮火しているように見える分、逆に荒らす人間の攻撃性は増しているようにも見え、頼んでもいないのに茜音がメールで教えてくれた『まとめサイト』なるものを見てみたら、唯里が収録スタジオに入る様子を盗撮したものが新たにアップされていて、さすがに心配になってきた矢先、週末の土曜日にそれは起こった。



　その日俺は、唯里の通う学校へとやって来ていた。

　正確には、放課後に湊みなとと二人で、唯里の学校の校門近くの路上にて、じっと息を潜めて様子を窺うかがっていた。

　このままただじっとしているのも退屈なので、どうしてこんなことになったかを少し反はん芻すうさせてもらおう。



　ごく普通に一日というか半日の授業を終えた土曜日の放課後、ユキオは女友達と買い物に繰り出すということで、一人校門をくぐった俺の腕にいきなり湊がしがみついて来たのが発端だ。

「お兄ちゃん、ヒマでしょ？　これから私とお出かけしよ♪」

　まぁ、滅めつ多たに無いことではあるけど、ごく稀まれには起こりうることではあったし、校門から出て来る他の生徒たちの注目を集めるのも嫌だったので、俺はそのまま湊みなとに引きずられるように学校を後にして、そのまま一いつ旦たん帰宅して着替えた後、湊に連れられるまま電車に乗って白しろ金かね台だいまで来ていた。

　そう白金台。都心に詳しくない人に一言で説明するなら、いかにもなお金持ちたちが好んで住んでそうな所であり、俺には全く縁の無い場所だ。

　そんな所に何の用で？　収録か何かか？　と疑問湧わきまくりな俺に湊はやっと言った。

「唯ゆい里りさんの学校があるんだよ」

「は？　……で？」

　まさか唯里と待ち合わせでもしてるのか？　だからってわざわざ学校まで迎えに来なくたっていいだろ。と言うより、まずいだろ。よりによってこの時期に。

「私が本日ゲットしたホットなタレコミによると、例のストーカーが唯里さんの帰宅風景を盗撮しようって今日ここに現れるらしいんだよ」

「何だとっ!?」

　この際、誰からその情報を得たのかは敢あえてつっこまない。ていうか茜あか音ね以外に考えられない。それより今問題なのは例のストーカーだ。

　そんな情報を茜音が掴つかんだってことは、堂々と盗撮宣言したってことか？　それはいくらなんでも調子に乗りすぎてるだろ！

「だから、絶対阻止するために来たんだよ」

「……」

「お兄ちゃん？」

　ここで本来なら「そんなことは絶対させないぞ！」と意気込むところなんだろうけど、俺は逆に冷静になっていた。

「……だとしたら、俺たちはまんまとそいつに釣られたのかも知れないぞ？」

「えっ？」

「よく考えてみろ。そんなことが事前に知られてそいつに何の得がある？　逆にデメリットしか無いだろ？　それを単にそいつの迂う闊かつな行動だって考えるのは楽観的すぎる。むしろこの場合、罠わなだと考える方が自然じゃないか？」

「罠？　どんな？」

「例えば、俺たちを誘い出して唯里と一緒にいる所を写真に撮ったらどうなる？　唯里単身を撮るより炎上材料としての価値は跳ね上がるだろ？」

「そっか。彼氏が迎えに来てたとか、もう決定的な写真だよね。……じゃあどうするの？　やっぱり帰る？」

「……」

　この場は帰ることが最善の対処に違いない。それはわかってる。

　わかってるけど心の奥では納得できなかった。唯ゆい里りがまたストーカーの餌え食じきになるとわかってて、それを見過ごすなんて嫌だった。だから俺は――

「……いや、このままただ帰るのはイヤだ」

『ダメだ』ではなく『イヤだ』　ハッキリとそう湊みなとに言う。義務とかじゃなく俺のワガママなんだとここは正直に伝えるべきだって思ったからだ。

「だよね！　私だってヤだし、お兄ちゃんならそう言うと思ってたよ」

　それはさすがに俺を買かい被かぶりすぎじゃないのか？　俺は湊に対してそんな侠きよう気きを見せたことなんて一度も無かったはずだぞ？　後で何か反動が来そうで恐こわいな。

「お兄ちゃん、とにかく、そいつが来るか見張ってようよ！」

　そう言って湊は俺の腕にしがみついて来た。

「お、おい、それは確かにそうだけど、ちょっとくっつきすぎだぞっ」

　嬉うれしくないわけじゃないけど、人目を気にしてそう言うと――

「カモフラージュだよ。こうやってべったりイチャついて恋人同士のフリしてたら、周りから怪しまれないし、そいつにだって気づかれないでしょ？」

　なるほど。確かに湊はともかく俺が女子高の校門前をうろついていたら通報されてもおかしくない。人目を気にしてただ恥ずかしいとしか思ってなかった俺が浅はかだった。

　ちなみに俺も湊も一いつ旦たん帰宅して着替えて出て来たので今は共に私服姿だ。その際に湊から『普段は着ないような変な服』にしなよと言われたのは、こういう考えもあったからだったのか。

　もっとも、そんな変な服を俺が持ってるわけが無く、ごく普通に地味な半はん袖そでシャツ＆チノパン姿で出ようとしたのだけれど当然ながらダメ出しされて、湊が持っていたド派手な柄のＴシャツ＆ハーフパンツ姿を強いられていたのだった。ちょっとトロピカルな感じ。

　それにしても大きめサイズのＴシャツはともかく、よく俺が穿はけるようなサイズのハーフパンツまで持ってたな。謎なぞだ……。

「はい、これもね」

　そう言って湊が差し出したのはサングラス。そして俺とお揃そろいのサングラスを自分もかける湊。

　えーと……これはさすがに怪しすぎて悪目立ちするんじゃないのか？　とは思いつつ、湊は何な故ぜかノリノリなので、敢あえてそれを害するのも何だし黙って従い、そして今に至っているわけなのだ。

「!?」

　――とプチ回想してた俺を現実に引き戻したのは、チリリリーンと後方から鳴らされた自転車のベル。

　狭い路地に湊と並んで立ってた俺は慌てて避よけ、その横を通り過ぎて行く自転車。

「……ん？」

　そこでふと何かが引っかかり、記憶を手た繰ぐり寄せる。

「お兄ちゃん？」

「……あっ！　あいつだぁっ！」

　そう、思い出した。あのベルの鳴らし方は間違い無く、あの日、俺と唯ゆい里りが二人で歩いていた時に通り過ぎて行った自転車だ！

　さて、ここで推測だ。

　あの時に歩いていた代だい官かん山やまと、ここ白しろ金かね台だいとは自転車にすれば大体20分くらいの距離であり、たまたま生活圏内ということも考えられる。考えられはするけど、そんな偶然よりももっと確率が高いのは――

「今自転車で通り過ぎて行ったヤツ、あいつがストーカーだっ!!」

「野球帽かぶって赤いシャツ着てた人？　ホントっ!?」

　あの数瞬のうちにそこまで見てるとは流石さすがだ湊みなと。

「とにかく追いかけるぞっ！」

　ヤツが向かった先は唯里の学校の校門。つまり間違い無く下校する唯里を盗撮するつもりだ。

　って走り出しかけた俺の腕を湊がガシッと掴つかんだ。

「ちょっと待って、お兄ちゃんっ！」

「なっ!?　湊？」

「行ってどうする気？　撮るなって言うの？　それでどうなるの？」

　そう言いつつ同時に湊は携帯のメールを打っていた。

「とりあえず唯里さんにはストーカーの特徴をメールしとくから慌てないで。目には目をだよ。だったら私たちが、そいつのことストーキングしてやろうよ」

「いや、それはそれでどうなんだ……」

　目には目をってのは、相手と同じレベルに堕おちる例えじゃないだろ……。

　でも確かに慌てるなって止めた湊の行動は正しい。頭に血が上って危うく考え無しの行動を取ってしまうところだった。

「……よし、慎重に後を追うぞ」

「うんっ」

　どうせ行く先はわかってるんだ。

　それなら俺たちはヤツに気づかれないよう間合いを取って様子を窺うかがうのが確かに最良の手ってもんだろ。

　でも実際ヤツが唯里を撮ろうとしているのを目の当たりにした時、俺はじっとしていられるだろうか？

　いや、ここは冷静にどうするべきかを考えよう。

　止めに出て俺や湊みなとまで撮られてしまったら正に思おもう壺つぼだろ。

　結局のところは、俺が納得できるか我が慢まんできるかどうか、要は俺の気持ちだけの問題なのかも知れない。

　だったらここは堪たえるべきじゃないのか？

　でも、じゃあ何で俺はこんな所に来ているんだ？　俺がここにいる意味は無いのか？　むしろいなかったら悩むことすら無かったわけで……。

「お兄ちゃんっ！　唯ゆい里りちゃんが出て来たよっ！」

　曲がり角からそっと顔を出して校門の様子を窺うかがっていた湊が叫んだ。

　ヤツは？　――いる！　自転車のチェーンの具合がおかしいから立ち止まって調べてるだけですよ的なわざとらしいフリをして校門の真正面に堂々といる！

　しかも、そいつの手には間違い無くデジカメがっ！

「お兄ちゃんっ!?」

　俺は湊をその場に残して一人校門へと飛び出していた。

　そうだ。今の俺にできることが一つだけあった。それは、ヤツの前に立ち塞ふさがって唯里を撮るの邪魔をすることだ。

　情けなくはあるけど、それが今の俺にできる精一杯だから――



    

  
    
      



    

  
    
      

「あっ、航わたるさんじゃないですか」

「えっ？」

　校門前へと足早に進み出てすぐ、唯ゆい里りと目が合ってしまった。

　て言うか変装してたのにどうして一瞬で気づく？　いや確かに湊みなとがメールした時点で来てるの教えたわけだけど。

　って今はそんなこと気にしてる場合じゃない！

　そんな俺の逡しゆん巡じゆんなど全く気にせず、唯里はそのまま、とととっと小走りで俺に向かって来てる。

「ま、待て、唯里っ!!」

　それはダメだ。

　それは今ここで一番やっちゃいけない行動なんだっ！

　案の定、ストーカーは待ってましたとばかりに、俺と唯里との光景をカメラに収めようと――

「ちょっと、キミっ！」

「!?」

　それは俺にではなく、ストーカーに背後からかけられた厳しい口調の声。

　慌てて振り返ったストーカーが目にしたのは守衛の制服に身を包んだ男性の姿。

「ウチの学生を盗撮していると通報にあったのはキミだな？　ちょっと来てもらおうか」

　思わず挙動不審に弁解を始めるストーカーだったけど、守衛は掴つかんだ手を離そうとしない。

　しかも今は下校時間だ。続々と校門から出て来た女子学生たちが何ごとかと騒ぎ始め、何人かはその捕り物の様子を携帯で撮り始めていた。

　まぁ、良いトコのお嬢様学校だし、こんな事件なんて滅めつ多たに無いだろうからちょっとした騒動になるのはわかる。

　遂ついには校門からもう一人守衛が出て来たので結局ストーカーは観念したのか、そのまま連行されてすごすごと校内へと入って行ったのだった。

「あの人ラッキーですね。生徒の父親でも特別な許可が無いと男性は絶対に校門をくぐれないんですよ、ウチの学校」

　まるで他人ごとのようにそう言った唯里に対して俺は苦笑するしか無かった。

　それにしても、見事なタイミングであんな所に守衛がいたものだな。

「守衛さんは校門にしかいないと思ったんでしょうね。実際には門だけじゃなくて下校時間は学校の周りを巡回してるのに」

　俺の疑問を読んだかのように唯里が答えた。

　でもそれはつまり、唯里には、あの連行されてったヤツが誰なのかわかっていたということでもある。

「湊みなとちゃんからメールを貰もらってすぐに校門の守衛さんに、外に怪しい人がいますって伝えたんです。それで巡回してる守衛さんに連絡取ってもらったので」

　なるほど。そういうことか。湊、グッジョブだ。

「というわけで、ここで会ったのも何かの縁ですし、一緒に寄り道して帰りましょう♪」

　そう言って自然と俺の腕にしがみついてきた唯ゆい里り。

　きゃあっと周りでわき上がった女子たちの声。

　そう、ここは女子高の校門前。しかも下校時刻。

　硬直した俺と、にこにこ腕を組んだままの唯里。

　慌てて駆け寄って来た湊が俺と唯里とを引っ張ってその場を逃げるように立ち去るまでの時間がものすごく長く感じられたのだった……。





　◆　７月３日　日曜日　◆



　翌日。またラジオ番組の収録日がやって来たわけで、俺は湊に付き添って現場に入っていた。

　あんなこともあったから正直緊張していたけどスタッフさんたちはいつもと変わらない態度で一安心。

　無関心なのか気を遣ってくれてるのかはわからないけど助かった。

　本当は付き添い自体もうやめた方がいいかとも思ったんだけど、逆に周りに大ごとですよって言ってるみたいだし、何よりあんな心無いブログの記事に屈した形になるのも嫌だった。

　ストーカー（というほどじゃないかも知れないけど）逮捕（これも正確には逮捕されたわけじゃなくて補導されて警官から説教を受けただけなんだけど）の件も唯里は全くブログで触れず昨日も普通に更新されていて、でもコメントを覗のぞくと『逮捕おめでとう』の書き込みもちらほら見えたから、きっとネットのどこかで話題になってたんだろう。

「航わたるさん」

　ソファーに腰掛けてた俺は色々とこの件を反はん芻すうしていたので唯里に声をかけられるまで気づかなかった。

「あれ？　考えごとしてましたか？」

「あ、いや、ぼーっとしてただけだから」

「あぁっ、絶好の隙すきだったのにみすみす見逃すなんて大失敗です……」

　何か本気でガッカリしてるように見えるんですけど、この子は俺に隙があったら何をするつもりだったんですか？

「そ、それで、何？」

「はい、何と聞き返されましてもそんなに大したことではないんですけど、航わたるさんにお知らせしたいことがあったりします」

「そいつは是非聞かせてくれ」

　促されて唯ゆい里りが俺の左隣にすとんっと座った。

　……え、えーと、唯里さん、隣に座るのはいいんだけど、少々ピッタリと密着しすぎじゃないかな？　正直これはとても恥ずかしいですよ？　もしこんなところを湊みなとに見られでもしたら死ねますよ俺？

　そんな俺の緊張など知らん顔で唯里が言った。

「航さん、知ってますか？　私の通ってる女子高って、すっごく厳しい所なんですよ？」

「ああ、超お嬢様学校なんだよな？」

　だからちゃんと守衛がいて――と言いかけてやめる。そこは今さらもう蒸し返さない方がいいことだ。

「はい、なんと、実は校則で男女交際が禁止されてるほどなんです」

「はあぁっ!?　今時そんな前時代的なのはアリなのか？」

「むしろその校則ができたのは割と最近らしいですよ。ママは卒業生なんですけど、そんな校則無かったって言ってました」

　……つまり、むしろ最近になって色々と乱れてきたからそんな校則ができたってことなのか。お嬢様学校ってのも大変なんだな……。

「勿もち論ろん、内緒で付き合ってる子は結構いますけどね」

「バレなきゃ大丈夫ってことか」

「そうなんです！」

　急に唯里が勢いよく俺の左肩に両手を乗せて寄りかかって来た。

「なっ!?」

　そのまま俺に寄りかかった状態で、唯里が間近に顔を近づけて来た。

　まさか、バレなければ大丈夫だから付き合いましょうとか言い出すつもりか？　その件に関しては何度繰り返されようと、俺としては……。

「バレなければ大丈夫ってことは逆に言うと、バレたら大問題なんですよ」

　顔が近すぎて、唯里の吐と息いきが感じられるほどであり、つまり俺の緊張はＭＡＸ。

「ま、まぁ、そうなるよな…………って！　まさかっ!?」

　そう、俺の安易な予想など軽くひっくり返す現実がそこには待っていたのだ。

「はい、その通りのまさかです。私、自主退学することになっちゃいました」

「マ、マジでかっ!?」

　俺も思わず唯ゆい里りへと身を乗り出したので、もう互いの顔と顔とがぶつかる、もっと具体的に言うと唇同士が触れる寸前状態だったけど、今はそんなこと気にしている場合じゃなかった。

「ええ、昨日の一件で学校にも迷惑をかけてしまったことと合わせて、航わたるさんとのこともバレちゃったので」

　昨日の一件ってのは勿もち論ろん、例のストーカーが盗撮しようとして捕まった件のことだろう。

「いやちょっと待て。それはおかしいだろ。俺たち交際してるわけじゃないし！」

「はい、でも今日の午前中、ママと一緒に院長先生に呼び出されて問とい質ただされた時に思わず言っちゃったんです」

　なるほど、それで今日は日曜なのに制服姿で収録に現れたのか。って今はそんなことどうでもいい。

「……な、何て？」

　正直、聞きたくはなかったけど聞かないわけにもいかなかった。

「まだ付き合ってはいないけど全力で口説いてる最中なので多分半年以内には私の彼氏になってる予定ですって」

「あ……あっ……あぁっ……アホかぁぁぁぁぁぁぁぁぁ――――っ!!」

　思わず叫んだ。いや、叫ばずにいられようか。幸い湊みなとやスタッフさんたちが駆けつけて来ることは無かったけど、ロビーに響いてたから聞こえてはいたはずだ。しかしそんなことはおかまいなしに俺は叫んでしまったのだ。

「それは褒ほめ言葉と受け取っていいんですよね？」

「これっぽっちも褒めてないよっ！」

「でも、とても愛が込められた一言でした」

「全く込めてないよっ！」

「ちなみに同席してたママは、『あら、思ってたより早く孫の顔が見られそうね』って喜んでましたよ？」

「親子揃そろってホンッッッットにアホだなっ！」

「……航さん、もしかして私にケンカを売ってるんですか？　私を本気にさせたら想像妊娠でデキちゃった結婚しちゃいますよ？」

「ダ、ダメだ……話が全然噛かみ合あってないし、噛み合わせたくもない……」

　思わず本気で頭を抱え込む俺。

　普段から何となく話が微妙に噛み合ってない気はしてたけど、ここまでとは思わなかった。

　例えるならツッコミが追いつかないほど際限無くボケられ続けてるみたいなもんだぞ、唯里との会話は……。

「あっ、でも、航わたるさんが責任感じたりはしないでくださいね。いえ、私としてはこの負い目を利用することもやぶさかではないんですけど、やっぱり恋の勝負は正々堂々といきたいじゃないですか」

「そ、それは大変良い心がけですね……スポーツマンシップ、大事だよね……」

　正直、だから責任取ってくださいとか言われたら、ちょっと断りようが無かったし。

「それにですね……」

　そこで急に唯ゆい里りは声を潜めて囁ささやくように言った。

「……私だって、まさかこんなに上う手まくいくとは思ってなかったんですから」

「えっ？」

　どういうことだ？　上手くいった？　話の流れからして、ストーカーの件がだよな？

　それってつまりストーカーを捕まえたのは最初から仕組んだことだったって言うのか？

「私は、茜あか音ねさんのアドバイスを参考にさせてもらっただけなんですけどね」

「っ!!」

　その一言で俺は理解した。

『航は、手の平の上で踊らされるのって好き？』

　茜音のあの時の一言はこれのことだったんだと。

　茜音が裏で仕向けていたのなら確かに頷うなずける。

　おそらくは、例の俺とのツーショットを撮られたことをわざと無視していつも通りに過ごすことで『あんたなんて眼中に無いよ』って相手を怒らせて行動をよりエスカレートさせた末に自爆させるってのは全部計算尽ずくだったってことだな？

　そんなリスクが高い博ばく打ちを平気で仕掛けるのは茜音の性格ならではだけど、それに唯里を巻き込むのはさすがに酷ひどいんじゃないのか？　しかも、おそらくは湊みなとを介しての指示出しだろうから、湊だって巻き込んでいたことになる。

　ん？　待てよ？　そう考えると、そもそもあの日、湊が唯里の学校に行こうって言い出したこと自体が……。

「でも、そのアドバイスに乗ったってことは、私の中でもやっぱりやられっ放しはイヤでやり返したい、一泡吹かせてやりたいって気持ちがあったことは否定できないわけなんですよ」

「いや、気持ちはわかるけど、リスク高すぎだろ……」

　少なくとも俺だったら絶対茜音の話になんか乗らない。乗ってない。

「だって私の演技のこととかならまだしも、私の恋心をバカにされるのだけは絶対に許せないじゃないですか」

「唯里……」

「あっ、私、そろそろ時間なので、行きますね」

　唯ゆい里りはいきなり軽やかにその場を立ち去り、呆ぼう然ぜんと硬直した俺が取り残されたのだった。

「……」

　それにしても、最初から茜あか音ねの手の平の上で踊らされてたとして、一体どこまでが計算尽ずくだったんだ？

　何にせよ唯里に一番大きなリスクを背負わせたことについては、きっちり文句を言わせてもらうぞ。茜音だったら他にもっと安全なやり方だって考えられたはずだからな。

「……あっ！」

　そこで俺の脳裏に茜音の言葉が不意に甦よみがえった。

「唯里ちゃんには油断しない方がいいよ。航わたるが思ってるよりずっと『普通じゃない』子だから」――って言葉が。

　つまり、ああ見えて唯里も結構ちゃっかりしてると言うか、茜音に近い属性とでも言うのか、とにかく一筋縄じゃいかない子ってわけなのか？

　茜音がリスクまできっちり説明した提案に自ら乗っかったってことなのか？

　……いや、それはあくまでも俺の想像に過ぎないし、これを唯里に問とい質ただしたとしても、きっと軽やかな笑顔で誤ご魔ま化かしはぐらかすに違いない。

　俺は確信はしてもその証拠は決して掴つかめはしないって流れ。正に迷宮入りだ。

「……まいったな、ホント……」

　嬉うれしかったり情けなかったり馬鹿らしかったり、とにかく色んな感情が一気にごちゃ混ぜになった俺は、ただソファーに沈み込むことしかできなかった。



　ちなみに後日、茜音から教えてもらったんだけど、実は茜音はストーカーの盗撮が転載されていたブログにこっそりと『唯里の彼氏がいつも土曜日に迎えに来て一緒に帰ってる』って嘘うそ情報をコメントしてストーカーを煽あおり唆そそのかしてたんだそうだ。

　それを聞かされた俺としては、色々言いたいのを通り越してもはや絶句するしかなかったんだけどね……。

　何にせよ、茜音と唯里という組ませてはいけないコンビによって例のストーカーは自滅し、唯里への糾弾もそれ以降、日に日に少しずつ終息していくことになるのだった。

　……頼むから湊みなとだけは二度と巻き込まないでくれよ。





「あと二週間ちょっとしたら夏休みじゃないですか。だからタイミング的にもちょうどいいかなって」

　ラジオ収録後、湊と唯里と三人で俺はまた喫茶店に来ていた。

　まだ不用心とは思ったけど、何かもう今さらって気もするし、無理するのも何だか見えない悪意に屈したみたいで嫌だったしな。

「退学のタイミングに良いも悪いも無いだろ。……でさ、どうするんだこれから？」

　とは言え、唯ゆい里り自身が少なくとも表面上は退学という汚名を気にして無さそうなのが、俺の気持ち的にはとても助かっている。

「勿もち論ろん、他の学校に転校するに決まってますよ。『女子高生』ってブランドは絶大なんですから、みすみす捨てられません！」

　もっともだけど、何な故ぜそこで胸を張るように言う？

「唯里さん、どこに転校するかもう決めてるんですか？」

「うん、せっかくだから制服が可愛かわいい所が良いかなって」

「それは大賛成ですっ！」

「そんな理由で決めるのはよくないんじゃ……」

「実はもう決めてあって手続きを始めてるんです。航わたるさん、どこか聞きたいですか？　聞きたいのなら特別にフライングで教えてあげてもいいですよ？」

「べつにどこだって……い、いや！　念のため聞きたいぞっ！　聞かせてくださいっ！」

　唯里が俺に向ける笑顔から猛烈に嫌な予感がして思わず懇願してしまった。

「私、今の学校の制服がブレザーだったから、今度はセーラー服っぽいのがイイなって思うんですよ」

　俺の中の嫌な予感が既に確信へと変わりつつある。

「セ、セーラー服タイプの制服って良いですよねー……」

　湊みなとも同じく察したのか、感づいているであろうことを敢あえて口に出さずにいるようだ。

「……い、いや、まぁ、何にせよ、夏休みが明けたらわかることだろうし、やっぱり今は聞かなくていいかなぁ？」

「なるほど、航さんは美お味いしいものは後にとっておくタイプですね？」

「お、おう……」

　そう、俺の通う学校の女子制服はセーラー服タイプで、都内でも可愛いと評判だったりするのだ。

「でも、まずは夏休みですよねっ！」

「ですよねと言われても……」

「あぁっ、夢が膨ふくらみんぐぅ～♪」

　唯里が不似合いなネタを言った気がするけどスルーしておこう。

　湊は何かもうニヤニヤと俺を見ていて、こんな場所じゃなかったら頭をもみくしゃにしてやりたい気分だ。

「あっ、今、『夢よりもまずその胸を膨らませろよ』って思いましたね？」

「思ってないよっ！」

　思わずペシッとつっこんだ裏うら拳けんが唯ゆい里りの胸をポンッと叩たたいてしまったのは本当に偶然なんだ。絶対本当に！

　そんなことは承知な唯里は怒ったりはせず、でもそのかわり、延々と湊みなとまで加わってからかわれるハメになったのは言うまでもない……。



    

  
    
      


エピローグ　ごく平凡な後日談？





　◆　７月11日　月曜日　◆



　そんなことがあってから一週間が過ぎ、俺は日常と言う名の平穏に再び埋没しかけていたのに、久しぶりに茜あか音ねに呼び出されていた。

　放課後に、しかもユキオと一緒にだ。

「一段落ついたことだし、そろそろ虹にじ部ぶの活動を始めようと思うの」

『二次元創作物研究部』――通称『虹部』

　いつの間にかその部を創設するための名義貸しに荷担してしまっていたことは仕方ないとしても、活動に付き合う義理までは無い。無いはずだ。

　だけど、このままだと単に時間を損しただけなので、今後の対策のためにもこの際にいくつか確認しておこう。

「ちょっと待て。その前にいくつか質問がある」

「質問一個につき一揉もみよ」

　……誰が何を揉むのかは敢あえて聞かない。嫌な予感しかしないので聞きたくない。って、何か最近こんなパターンが多くないか？　いやとにかく聞くべきことだけを聞こう。

「まず、部を創設するには最低５人の部員が必要なはずだけど、あとの最低２人はどうした？」

「せっつかなくても、いずれ登場するわ。今出しても勿もつ体たい無ないでしょ？」

「……で、今までどんな活動してたんだ？」

　意味不明な答えを返されたけど要は今教えるつもりは無いってことだから、これ以上の追及は無駄と判断して、とりあえず茜音がいかにも話したがってそうにしてる所から攻めてみた。

「ゲームを作ってるわ」

「……はい？」

　想像を突き抜けた返答に俺の思考がフリーズ。

「だから、ゲームよ。ゲ・エ・ム！　ＰＣパソコンで動くゲームを作ってるの。おわかり？」

「へ、へぇ～……そ、そいつはすごいな……」

　そう返すのがやっとな俺。

「ま、ゲームって言ってもノベルゲームだから、アンタが想像してるような大したもんじゃないわよ」

　って言われても何のことやらよくわからないんだけど、ここで「わからない」とか言うと具体的に目の前に出されてプレイすることを強いられる可能性極大だし、ここは流しておくのが賢明だな。

「ゲ、ゲーム作るとか言われたらド素人な俺なんて頭数以上のことはできそうにないから、まぁ、なんつーか、が、頑張ってくれ」

　全力撤退開始っ!!

「何言ってんの？　航わたるには音声収録を仕切ってもらうんだから他人ごとみたいに言わないでよ」

「……はい？」

　何かさっきからこればっかだな俺。何回俺の思考を止めるつもりだ茜あか音ねは。

「湊みなとちゃんと言う強力な助すけっ人とが手に入ったんだからゲームに音声つけるに決まってるでしょ！」

「湊を巻き込むなよ！　そもそも学校が違うだろっ！」

「付属中の子はこっちに出入りするの簡単でしょ？」

　くっ……兄妹揃そろって中高一貫校に通ってたのが裏目に出た。

「大体、その音声何ちゃらなんて他のヤツにって言うか、茜音がやればいいだろ」

　昔から俺にできることの殆ほとんどは難なくできてしまうのが茜音じゃないか。

「他の子はスクリプト組む子、あ、これ要はプログラム組むって意味ね。それと絵を描く子。そして私がシナリオを書くから、もう手いっぱいでーす♪」

　何か上う手まいこと誤ご魔ま化かされてる気がめっちゃするんだけど、俺の反論なんて全部計算済みなんだろうな……。

「……わかったよ。俺の手が必要になったら顔出すから言ってくれ……」

　そこまで見越して追い詰められたらここはもう降参するしか無い。

「夏に間に合わせなきゃいけないから、これから毎日声かけるわよ」

「夏？　文化祭で発表するんなら、まだまだずっと先だろ？」

「文化祭なんて大して眼中に無いわよ。勝負は夏と冬！　今は間近に迫った夏に決まってるでしょ！」

　まるでさっぱり意味がわかんないんだけど、もう一々聞くのも面倒になってきたぞ。いやそれが茜音の手なんだろうけどさ。

「航、もう逃げられないって立場、わかってもらえたかしら？」

「……ああ、俺についてはもうどうにでもしてくれって感じだけど」

　そう答えつつも、隙すきあらばと機会を窺うかがうことを諦あきらめたわけじゃないけどな！

「どうにでもしちゃっていいの？」

「そこに食いつくなよっ！　とにかく俺は仕方ないとして、ユキオは関係無いだろ。一々俺とセットで呼びつけるなよ」

「ふえ？」

　今まで正に他人ごとのように聞いてたユキオがマヌケな声を出して俺に向いた。

「そもそもゲーム作りにユキオなんてこれっぽっちも役に立つわけないしさ」

「本人目の前にして言うことかな、それっ!?」

　ユキオの涙目抗議は無視だ。

「確かにゲーム制作にユキオの出る幕は無いわね」

「ふえぇっ!?」

　お、茜あか音ねがユキオの梯はし子ごを外すなんて珍しいな。無罪放免か？

「それじゃユキオはここまでってことで――」

「でもユキオって縫製が得意だったわよね？」

　俺がユキオを逃がそうとしたのを遮った茜音が浮かべた笑み。

　それは俺がこの世で最も見たくない、茜音が悪だくみをしている時に浮かべる笑みだった。

「う、うん……」

　それくらいは俺も知ってる。ユキオには妹たちがいるから服のお下がりを直したりするのが自然と得意になったって話だ。

「型紙から縫い上げるのとかもできるんでしょ？」

「ちょっとしたものだったら……」

　やめろユキオ！　それ以上、茜音の質問を肯定で返すんじゃない！　明らかに罠わなだ！

「それならユキオがすっごく役に立つ、ううん、ユキオにしかできない仕事があるんだけど、お願いしてもいいかな？」

「ホントっ？　だったら私も手伝うよっ！」

「まんまと乗せられてるなよ！　このアホがぁっ!!」

　具体的に何にかはわからないけど絶対に騙だまされてるぞオマエ。

「ア、アホとかひどいなぁ。自分が何かできるからって航わたるは」

「俺だって茜音になんて協力したくてするわけじゃないっ！」

「それならそれで、航だけイヤな目になんて遭わせられないよ。入部届に航の名前書いちゃったの私なんだし……」

　ああ、そうだったね。こうなったのもユキオがちょろくて茜音に簡単に騙されたからだよね。でもユキオって昔からそうだよね。うん、わかってる。すっごくわかってるよ。

　わかってるけど、今のこの俺のやるせなさはどこにぶつけたらいいのかなぁ？

「ユキオは航に対しての人質としての価値もあるし、大歓迎よ」

「それ、ユキオの目の前で言うことか？」

　そのユキオ自身が全然気にしてない風なのが一番問題な気がするんだけどね！

「人質その２もいるわよ。来年になったら湊みなとちゃんが入部してくれる約束になってるわ」

「くっ……」

　まぁ、音声を湊みなとに頼むって時点で容易に想像できてたけど、だからこそ明言されたくはなかったな。

　茜あか音ねめ、俺がもう逃げるのを諦あきらめかけてるにもかかわらず、完全に逃げ道を塞ふさごうとしてるな。弱みにはとことんつけ込む恐ろしいヤツだぜ……。

「そして人質その３」

「いや待て！　３人も人質がいるって時点で何となくもうわかった。それ以上言うなっ！　むしろ言わないでくれっ！」

　約１名、高確率な該当者がいて、しかもそのことを今ここで明言されてしまったら、もう俺は絶対に永遠に逃げられない。いや最終的に逃げられない可能性は既に99％くらいでほぼ詰んではいるんだけど、それでも１％の望みに賭かけて今この場だけは何とかやり過ごして対策を練る時間を得たい。

「じゃあ仕方ないから、それについては言わないでいてあげるけど」

「……けど？」

　どんな気まぐれなのか茜音は俺の制止を受け入れてそれ以上は話さず、しかしわざとらしく視線を脇わきに逸そらして言った。

「そこの箱、気にならない？」

「えっ……」

　視線で指した先、茜音のすぐ脇に置かれていたのは、小型の洗濯機くらいだったら入りそうな大きいダンボール箱。

　正直、部室に入って来た時から気にはなっていたんだけれど、それが何かを尋ねたが最後絶対ロクなことにならない確信があったので無視し続けていた物体だ。

「気になるわよねぇ？」

　人一人くらいは何とか入れそうなそのダンボールが気にならないわけがないけど……。

「お、俺、急用を思い出したんで帰るっ！」

　もうオチが読めた俺が慌てて立ち上がった直後――

「ぱっふぅーんっ！」

　意味不明な可愛かわいらしい鳴き声（？）と共に箱の中から飛び出すように立ち上がった一人の少女。

「……えへっ☆」

　そして意味不明な可愛らしいポーズを決めた、その少女（※下半身はまだ箱の中）。

　そう、唯ゆい里りが、俺の学校の制服に身を包んだ唯里が、そこにいた。

「……何で唯里がここにいるんだよ？」

「うわ、何ですかその冷めたリアクション。10分も箱の中に隠れてた甲か斐いが無いじゃないですか。これじゃ無駄死にです」

　いや、死んでないし。むしろ死にたいの俺の方だし。

「だって、まだ夏休み前じゃないか。唯ゆい里りが転校して来るのは夏休みが明けての二学期からのはずじゃ……」

「普通に考えたらそうですけど、夏休み直前に転校して来て、夏休み明けたらクラスメイトから『アイツ誰だっけ？』的に忘れられてる転校生ってのにも憧あこがれてたんです」

「そんな妙なモノに憧れるなよっ！」

「勿もち論ろん、一日でも早く航わたるさんと同じ学校に通いたかったってのが本音ですよ」

「その本音だけは明言しないで慎つつましく隠しといて欲しかったなっ！」

　案の定、俺の横でユキオが絶句してるし。いや、唯里が箱から飛び出した時点から目をまん丸に開けたまま固まってたけど。

「そんなわけで、もう一度だけ聞くけど、航、アンタ逃げられると思ってるわけ？」

「っ……」

　立ち上がったままだった俺は再び席に着き、そしてゆっくりと動揺を隠しながら答えた。

「……じゃあそろそろ、具体的な活動スケジュールとかを聞こうじゃないか」



　俺の、ごく平凡な日々は、この瞬間に終わりを告げたのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　皆さん初めまして。著者の太おお田た顕あき喜よしです。

　実は無難な感じにまとまってるあとがきを書いてたのですが、何か普通でさっぱり面白くなかったので、これからてきとーに変なことを書きます！



☆航わたるに「おっぱい揉もませろ！」と言われた時のヒロインたちの反応

湊みなと「……お兄ちゃん、今日は学校休んだ方がいいよ？」

唯ゆい里り「もっと、どうしても揉みたくて仕方ないって感じで言ってくれないとダメです」

茜あか音ね「そんなことで一々許可求めなくてもいいわよ。航だって面倒くさいでしょ？」

雪ゆき緒お「……（無言で頭にチョップ）」



☆航に「キスしていいか？」と言われた時のヒロインたちの反応

湊「お兄ちゃんからするのはダメッ！」

唯里「倍返しされる覚悟があるのなら、好きなだけどうぞ」

茜音「だから一々聞かなくても……で、どこにキスしたいわけ？」

雪緒「……（無言で頬ほほをつねる）」



☆航に「一緒に風呂に入ろう。全裸で」と言われた時のヒロインたちの反応

湊「うん、じゃあ、お兄ちゃん先に入ってて」

唯里「いいですけど、その前に色々としなくちゃいけないことがあると思いませんか？」

茜音「全然構わないんだけど、ただ入るだけってのもイベント的に芸が無いわねぇ」

雪緒「……（無言で腹ににえぐり込むようなパンチ）」



☆航に「結婚してくれ！」と言われた時のヒロインたちの反応

湊「お兄ちゃん、人生を諦あきらめるの早すぎだよ……」

唯里「はい、こんなこともあろうかと思って婚姻届ならもうここに」

茜音「あら、てっきり私の体だけが目当だと思ってたのに、財産も狙ねらってるわけ？」

雪緒「……（硬直中）」



航のツッコミ返すセリフがパッと浮かんだら、あなたも立派なワタリストです。



２０１２年８月　太田顕喜



    

  
    
      


　著者

　太田顕喜（おおた・あきよし）

　　放っておくと妄想ばかりしてる変態。

　　その妄想を収穫して料理したのが本作。

　　でもこれはまだほんのオードブルなのでフルコースを堪能したい人は編集部宛にファンレター送ってね☆

　　いえ、割とかなり本気でお願いします！



　イラスト

　雛咲（ひなさき）

　　東京都在住のイラストレーター。代表作に「シースルー!?」（電撃文庫）、「みぃくんのちくわぶ（＋俺）」（ファミ通文庫）
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